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こ の 資 料は 、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収益 の 一 部 で あ る機

械 工 業振 興 資金 の 補 助 を 受 げ て 昭和49年 度 に実 施 した 「コ ン

ピュご タ シス テ ムの評 価 に 関す る調 査 研 究 」の 成果 を と りま と

め た もの で あ ります 。
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近 年 、 わが 国 の コ ン ピュ ータ利 用 は 、急 速 に進 展 し、設 置 台 数 に お いて 、 世

界第 二 位 に ま で普 及 す る に 到 りま した。 この間 コ ン ピ ュータ の 適 用業 務 も 多 面

的 に な る と共 に 、 その 利 用 形 態 もオ フ ライ ンか らオ ンライ ンへ 高度 化 してお り

ネ ソ トワー ク方 式 を基 軸 とす る情報処 理 シ ス テム も逐 次拾 頭 しつ つ あ りま す 。

す で に、世 界 各国 に おい て、 コ ンピュータ ・ネ ットワー クは 、 実 験 システ ム 、

商 用 シス テ ムが 開発 さ れ 、 ま た わが 国 に おい て も、先 駆 的 な試 みが なされ つ つ

あ り、 今後 ます ます 、 そ の 開 発 ・導 入 のテ ン ポは 早ま ってゆ くも の と想定 さ れ

ま す。

リソース ・シェア リング を 目的 と して 形成 され る コンピュー タ ・ネ ットワーク ・シ

ステ ム が、社 会 に導 入 され るに 際 して は 、技 術 面 も さ るこ となが ら、 利用 面 、

制度 面 な どの い くつ か の 問 題 を ま ず解 決 す るこ とが 要 請 され ます 。

当 財 団 では 、 「コン ピ ュータ・シス テ ム評 価委 員会 」 を 設け 、 コ ン ピュータ・ネ

ッ トワー ク形成 にお け る問 題 点 の調 査 研究 を行 ない 、本 報 告 書 は、そ の成 果 を と

りま とめた もの で あ りま す 。

こ こ に、調 査 に ご尽 力 い た だ きま した委 員各 位 、 お よび専 門委 員 に対 して、

深 く感 謝 の意 を表 しま す 。

本 報 告 書が 各方 面 に利 用 され 、わ が国 の情 報 処 理 の発 展 に寄 与す る よ う念 願

す る次 第 で あ りま す。

昭和50年3月

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

副会長 斎 藤 有
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本 報 告 書 は3部 にわか れ 、 第1部 は情 報 の利 用 形態 、 コ ン ピュ ータ ・ネ ッ ト

ワー ク との 関 連 お よび 情 報 システ ム全 般 にわ た る評 価 な ど、 大 局 的 見 地 か らの

総 論 を 述 べ 、 第2部 は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク に 係 わ る やN細 部 に わ た る

問 題 点 の検討 結 果 を ま とめ てい る。 第3部 は コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク に関

す る文 献調 査(INSPEC及 びUSGRAな どの文 献 デ ー タベ ー ス を 中 心 に し

た調 査)に も とつい て 、 コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワークの 現 状 お よび今 後 の方 向

に つい て ま とめた もの で あ る。

第1部 第1章 では 、情 報 の利 用 形 態 が どの よ う な流 れ をた どっ て きた か を述

べ、 次 いで 情 報利 用 の創 造 的活 動 の あ り方 に つい て論 じる。

第2章 で は 、 コ ンピ ュ ータ技 術 の発 展過 程 を 、次 い で コ ン ピュLダ ・ネ ッ トワ

ーク技 術 の現 状 と今 後 の動 向 に つ い て述 べ る
。

第3章 で は、 利 用 か らみ て 既存 コ ン ビ=L-一夕・ネ ッ トワー クの評価 をkこ ない

コ ン ピ ュータ ・ネットワ ー ク技 術 の位 置づ け を お こな う
。 さ ら に シス テ ム と して

の情 報 処 理 の一 環 と して 形 成 され る コ ン.ピュータ ・ネットワー クを、 そ の形 成 の

方向 か らと らえ て論 じ る。

第4章 で は、 社 会 的装 置(社 会 的 構 造物)と し て コ ン ピュータ ・ネットワー ク

が 可能 とす る世 界 をえ が き、 そ れが 社 会 に お よぼ す イ ンパ ク トお よび ネ ソ ト ワ

ーク を有効 に運 用す る た めの 社 会 的規 範 に つ いて論 じ る
。
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コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 形 成 の 背 景

コシ ぽ一 チ ー タ ・エ コ ロ シ ー

コン ピュ ータ評 価委 員会 の 、検 討 す べ き課題 は、 個 々の コ ン ピュ ー タその もの では な くて 、な ん ら

かの形 態 に おい て連 結 して稼動 す る ところの コン ピュ ー タ(複) 、 すな わ ち広 義の コン ピュ ータ ・ネ

ソ トワ ーク ・シス テ ム で あ る。 この とき、 そ こ を流通 し、 か つ その 処理 目標 と な ると こ ろの 情 報の 生

態(informationecology)}ま.ネ ッ トワー クの形 成 ・維 持 な らび に評価 に と って .避 け て通 る

と ころの で き ない問 題 とな る。

こ ふに、大 まかに情 報 の生 態 とい ったの は 、他 の2つ の 表現 に よ って、 その 意味 を理 解 しえ られ る

かと、思 うo

第1の 表 現 は、 情 報活 動の生 態 と もい うべ きもの で あ り、第2の 表 現は デ ー タ ・エ コ ロジ ー と もい

うべ きもの で あ る。 情 報 の生 態 と い うの は 、 よ り基 本 的 に は、情報 活 動の 生 態 とい う見 方 か ら、誘 導

され る もの であ り、生 態 と い う見方 か ら すれ ば 、 「は じめ に情 報 を うみ出 す と ころの.'も ろ も ろの 活

動 が あ り き」 と い う方 が 、 わ か りや す いで あ ろ う。

他 方 、 コン ピュ ータ利 用 の 情報 の 受入 、貯 蔵 、流 通 、利 用 の形 態 におい ては .処 理 方式 と しての プ

ログ ラム に対 して、処 理対 象 とな る もの と して 、 所与 の もの と い う意味 では デー タ とい う概 念 が
、 わ

か りや す い から ・ これ と生 態(ecology)と い う概 念 を 直結 して 、デ ータ ・エ コロ・ジ ー(datae60-

10gy)と い う用 語 も・5ま れ て くる・?ま り・ デー・;エ ・ ・ジ ー とい う・見 慣れ ない用 諏 は

情 報 活動 生態(A1)

情 報 生態(A2)'J

ア 一夕 ・エ コ ロ ジー(A3)

とい う概 念 系 譜 が あ る。 この系 譜 か ら みて 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク評 価 に関 して
、 そ こ に流 通

七 処理 の対 象 とな る情 報 を 、問 題 にす ると きデ ータ ・エ コ ロジー とい う概念 が 、 コ ンピ ュー タ技 術
シ 　

に直結 ・即応 して い る と い う意 味 において は 、簡潔 で あ り的 を しぼ っ てい る。 この 意 味 では解 りや す

いし、評 価 の 基 準 を設 定 す るの に も、焦点 が は っ き りして く るであ ろ う。 従 って、現在 、 デー タ ・エ

コロジ ー とい う用 語 は 、 そ れ程広 く利 用 され て い ると はい え な いが 、将 来 は不可 欠の基 本 概 念 と して

市 民権 を獲得 す る こと にな るで あ ろ う。

本委 員 会 にお い て も、 デー タ ・エ コ ロジ ー とい う概 念 の 導 入 ・定 着 ・発展 の た め に
、充 分 の検 討 を

加 え な けれ ば な らな い と思 われ る。 この ため には 、 上述の よ うな概 念 系 譜 をバ ンク にお い て、(A1)

及び(A2)に 立 入 り、(A3)ま での脈 絡 を、緊 密 に辿 ってお かな けれ ぱな ら ない と考 え る。

コン ピ ュー タ ・ネ ソ トワー ク ・シス テムの 目標 は
、情 報 シス テ ムの形 成 にあ る。 この 見方 か らす れ

ば コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク評 価 にお い て、

情 報処 理の 諸 様 相 へ の評 価(B)

情 報 シ ステ ム と して の評価(C) t'
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は当 然 検討 を加 え なけ れば な ら な い課 題 で あ る。計 算 機科 学、 情 報工学 、 シス テ ム科 学等 の 射 程 にお

い て、 こ う した課 題へ の接 近 が、 当然 試 み ら れ よ う。本 委員 会 に おい て も、 その よ うな接 近 を援 用 し

て、充 分 の検 討 が展 開 され なけ れば な らな い。 しか し、本 委 員 会 にお い ては 、 そ の ほか に、 その バ ッ

クに お いて 、 前述 の 意味 で の 、 デー タ ・エ コ ロジLの 問 題 が あ る こ とを、明 確 に し、 そ こを、 む しろ

検 討 の 出発点 に して、漸 次va、(B)、(Oへ と考 察 を進 め て ゆ くべ き で あろ うと思 われ る。

以 下 にお いて は、

(1。)ま ず 、 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムに おい て取 扱 われ るべ き情 報処 理 を広域 大量

情 報 の 高 次処 理 と規定 す る。

(2。)つ いで 、 情報 処 理 プ ロセス を通 じて 観 察 し、 コン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムに おけ

る情 報 処 理の 背 景 には 、 情報 組 織 化が 行 わ れ るべ き ことを指 摘す る。

(3。)さ ら'に、.(1。),(2。)がarchitectureと して、 理解 され るの に対 してecologiea1な 視点 が こ

れ と相 補 関係 に あ る ことを強 調 す る。

■

」

広域 ・大 量情報の高次処理

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク の 要 請 は 、 技 術 的 に 、 コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ーの 立 場 か ら も起 っ

て くる・
.順 搬 資の 回避 珊 負砂 分 馴i)願 勤 向 上・q・)・tステ ムの 成 長容 易 とい うよ う嬢

本 的 腰 諦 に ご悟 るもの と して ・ コ ンビ ・ 一 夕'ネ ・ ト、ワーク'シ ス テ ム評 価 が論 ぜ られ 紺 れ

口まなら な いの は ビ うまで もな い。

,しか し、 ここで は、情 報処 理 シ ス テム と い うそ れの機 能 にむ,しろ関連 して、 い かな る性 能 が それ に

期 待 され るか とい う、観 点 か ら み てい こ うgコ ンビ=一 ータ ・ネ ッ トワー ～ とい う社 会装 置が 取 扱 うと

ころの情処 理の対象となる繍 一 ンピー三夕の用語ではデ　タは・およそ次の性格をもつものと

いえ よ う。

(i)広 域 に わ た る こ と

㈹ 大 量 で あ る こ と

Gii)高 次 処 理 をめ ざす こ と

(Dの 意 味 は、情 報 発生 源 、 情 報蓄 積地 点 が地 理 的 、空 間 的 に広 い範囲 、 領域 に わた る とい うこ とだ

けを意 味 す るもの で はな い。 こ こ にい う領 域 は 、 もっ と広義 に解釈 すべ きで あ る。 地理 的 ・空間 的の

意 味 だ け に限定 しな いの で あ る。 領域 とい う概 念の もと に、 所管 範 囲 、専 門学 問 、高 学 分 野等 々の 意

味 をふ くめ て見 るべ きで あ る。

つ ま り.相 異 る官 庁 は、 相 異 る行政 的所 管 領域 を もつの で あるが 、そ れぞ れの所 管 領域 にお い て発

生 した とこ ろの 情報 を 、同 一 の ネ ソ トワ ー ク にの せ て流 通 させ 、利 用 し よ うとい うこと を、広 域 にわ

た ると い うの で あ る。 相異 る学 問専 門分 野 で は 、学 術情 報の 発生 、生 成 の 過程 にお いて、 観測 、実 験

推論 の対 象 及 び方法 を異 に す るの で あ るが 、 しか し、学 術情 報 ネ ソ トワー ク ・システ ム と して は.こ

れ らの 結合 ・相 互 利 用 をめ ざす とい う意味 で 、相異 る領域 に わ た るか ら、広 域 にわ た る とい うの で あ

る。

'
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L

経 営 情報 システ ム の場 合 にお い て も.事 情 は基 本的 には、 同一 で あ る。

その 上 で、特 殊の 要 請 が加 わ る とい う見方 が で きよ う。

ω の 意 味 は、 それ の帰 結 す る蓄 積 ・貯 蔵の 形 態 に まで立入 っ て立 入 る.とき、 明快 とな るで あ ろ う。

端 的 に いえ ば、 デー タ ・ベ ー スの 形成 と、 デー タ ・パ ン ク と しての 利 用 とい うの が ネ ッ トワー ク形 態

va伴 うの で あ る。 従 って、(Dデ ー タ ・ベ ースの 形 成 が、 い か に し てな され るか 、 どの よ うに進 ん だ状

況 にあ るの か、(のデ ー タ ・バ ン クの導 入 ・定 着 ・発 展が 、 コ ンビご 一夕 ・ネ ッ トワー クの形 成 ・利 用

と・、 ど うい う風 に マ ッチ しなが ら、 進 めら れ るべ きか、 ま た⑩ あ る コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク利 用

の 状 況 にお いて 、 そ れ らが いか な る段 階 に あ るか、 とい う三 問題 は 、 コ ン ピュー タ ・ネ ソ トワニク評

価 にお いて は、避 け て通 る こ との で きない問題 で あ る。'『

⑪ の 意 味 は、 情 報処 理 を機能 の面 か ら見 て、 高次 元で あ る とい うこ とで あ る。 情 報 処理 の機 能 、略

して情 報機 能 と い うの は 、次 の三 つの何 れ か ユつ又 は2つ 以 上 に わ た る もの であ る。':

α)認 知(Cognition)物 事 、 事態 を知 るこ と(knowing)と い う立 場 で、情 報処 理'■情 報利

用 が行 わ れ る ことで ある。'ム

それ を、論理 機能 か ら い え ば、演 繹(deduction)、 帰 納(induc・tion)、 発想(abdtiction)

に わ たっ てい る。 コ ン ピュー タ利 用の 現段階 にお いて は、

(i)モ デル利 用 の 解析 』'・'t:

(ω パ ター ン認 識(円 形 、音 声 、文 字)

⑪ 言 語 解析

な どは、情 報処 理 の 高 度化 の方 向 で あ る。

β)指 令(direction)こ れ は、 情 報処 理が 、管 理 とか 制御 一 英 語 で いえ ば共 にcontro1一

に直 結 した 姿 にお い て、 行 われ る場 面 を い う.指 令 とは、情 報処 理 を 行 い 、そ れ に基 いて 、指 示 し、

あ る行 動を 令行 させ ると い う意 味 で ある。 この よ うな場 面 に.コ ン ピュ・Lタ利 用 は 、工場 の集 中管 理

方 式 吐 け る場 面 を みれ ば、明 らか で ある。 それ は、通 信 ・計 算 ・制御 即 ちCo㎜unication'・,'

Computaion,Contro1と い う3C技 術 にわ た ってい る が 、帰着 す る'とこ ろは 、指 令 とい う場 面

であ る。 社 会装 置 と して の コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クにお いて は、 指 令(指 示 〔令行)の 場 面 は、

工場 管理 の よ う に、 明瞭 な方 式 と は直 ち には 、 な りえ ない で あ ろ う。 しか しなが ら、 経済 運 営 、経 済

計 画.行 政 運営 、行 政管 理 の 場 面 に お け る コン ピュー タ ・ネ ッ トワー・ク利 用 の情 報 処理 の機 能 は、前

述の α)認 知 一 こ こで は事 実解 明(factfinding)と い うの が ぶ さ'わしい で あ ろ うがLの 見 地

と か、後述 の α)評 価(evaluets)又t:kassessmen'Lの 立場 とかVa、 当 然 ふれ て い るの は`い う

まで もな いが 、 その うえ 、 なお3)指 令 と い う面 を、 見逃 す こと はで きな いの であ る。 畠

例 え ば、 現在 官 庁 にお け るコ ン ピ ュー タ利 用 は 、 この指 令 とい う観 点 に立つ もの が あ る。 その こ と

は、気 象 庁 の天 気予 報 、国 鉄 の列 車運 用 な どの 卑近 な例 にす で に 見 られ る し、環 境 制御 にお いて も然

りで あ る。 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの形 成 ・利 用 が 、迅速 ・適 切 な指 令行 動'に直結 す る ことは、

社 会的 要請 であ って 、 β)の 要請 を切 実 に うけ とめ て、 その 見地 か ら も、 コ ン ピュ 」 タ ・ネ シ トワー

ク ・シス テ ムの評 価 を 行 うこ とは 、当 然の こと とい わな けれ ば な ら ない。 指 令 は行 づこ と(doing)
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に 関 連 して い る。

α)評 価(evaluatcon,assessment)情 報 処 理 が 何 の た め に行 わ れ
、 ど うい う風VC利 用 され る

か 、 機 能 と い う面 か ら 、認 知 知 る こ と 、 指 令 行 うこ と に 関 連 し て 、 指 摘 した の で あ る が 、 な

お、 この ほ か に、 当 面 す る事 態 の 現 況 を、 われ われの これ に対 処 してい るや り方へ の 反省 、省 察 と し

て.何 らかの基 準 空 間 に照 して 、位 置づ け て見 る とい うの に利 用 され る。 それ は 、客 観 的 に事態 を知

る とい うの と は・ 主 観 的 な基 準空 間 に投 影 して観 るとい う点 に お いて、 異 な る か ら、認 知 とは.区 別

され る。 されば とっ て、 その 結果 が 、 直ち に接 続 す べ き行為 体 系 を もた な い。 その 点 にお い て、指 令

とは こ とな る。 さ きに・基 準空 間 とい ったの は 、効 率 、信 頼性 、柔 軟性 と い うもろ も ろの 視 点が 、 こ

こに存在 す るこ とを意味 す るので あ る。

国 家統 計 と くに行政 関 係 の統 計 は 、政 策 効果 の評 価 とい う関 連 にお いて .そ れ らが利 用 され る こと

が、現 在 、 す で に常 識 とな っ て い るの であ るが 、環 境`資 源 、経 済 、技 術 、教育 等 々 にお い て 、

assessmentと い う立場 か ら、 現状 の把 握 、将来 の 予 測が 切実va要 請 され て い るの が
、現 状 で あ る。

α)、β)と と もに、 αの ため の 方 法論 の 樹立 が 、要求 され るし、 そ こ にお け る コン ピ ュータ ・ネ ッ トワ

ーク の利用 が
、直 接 に考 察 され な けれ ば な ら な い段 階 に き てい る。

■

～

情報組織化

コンピ ー・ ・ネ ・ト・一ク極 じて果すべ き繍 鰹 機能へ畷 諏 ついて
、前節 で述べて江

さ て この様 な情 報処 理機 能 が 発揮 で きる た め には、 もろ もろの側 面 にお い て、組織 化 が要 請 され る こ

と にな る。 す なわ ち

(1。)情 報 資料 の組 織 化

(2。)情 報 流 通の 組織 化

(.3。)情 報利 用 の組 織 化

が そ れで あ る。 そ の意義 を解 説 す るの には、 情 報処 理 プ ロセ スを分 析 す るの が早 道 で あ ろ う。 周知 の

よ うにそれ は、次 の4つ の側 面 か ら構 成 され る。

(1)情 報 入力(情 報 源 かう の入 力)

1-1観 測 ・調 査(field)

1-2実 験(laboratory)、

1--3推 論(study)

Cil)情 報変 換(1)(前 処 理 と もい われ る)

ll-1受 入(acquisition)

皿一2圧 縮(reductiOn)

ll-3評 価(evaluation)

⑩2 、情報 交換 ② 構 造 認 識

ll-2-1視 聴 覚 的 パ タ ー ン

ll-2三2' 、言 語 的 構造

曽
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⑱

皿 一2-3数 学 モ デ ル 構 造

口)情 報 貯 蔵 ・検 索

皿一1フ ァ イ ル 形 成 ・更 新

皿 一2デ 　 タ ・ベ ー ス 形 成 ・更 新

皿 一3情 報 検 索"『

働1情 報 出 力tt(1)(情 報 利 用)

IV-1-1実 時 間 方 式

N-1-2対 話 方 式'・`ご

w-1-3資 源 共 有 方 式

㈲2情 報 出 力 〔2)(情 報 流 通)'

】V-2∴1独 立 情 報 シ ス テ ム'

lV-2-2情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム'".t;t/'.

こNで(1).(副1
、(ff)2。ω ま で は(1。)'に 関 す る こ と で あ る。 働1、(劫2が(2。)及 び(3。)に 関 す る

こ と で あ る。 な お ㈹1 、 の 内 容]V-1-1～3は 論 理 的 な 分 類 で は な 」bたX当 面 主 な トピ ッ ク ス を

あ げ た だ け で あ る。

さ て 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 通 じ ての 、(1。).(2。)":(3。)の 組 織 化 に お い て 、焦 点 に な

る こ と は 何 で あ ろ うか 。'』`

(1。)に つ い て い え ば 、"∵'

a)プ ライ ベ ー ト ・フ ァ イ ル の 形 成.'・:'パ1;・

b)'デ ー タ ・ベ ー ス の 構 成'.,・:t

c)デ ー タ ・バ ン クの 設 置'.'

と い ーう問 題 に な るで あろ う。∴ ・ ト'1…t't

(2。)に つ い てい え ば 、 情 報 検 索 ・情 報 流 通 ・情 報 利 用 が 、tiン ピ ュ 一 夕 ・:ネッ・トワ ー ク を 通 じ て

ど 恒 ・う形 態 で行 わ れ る ど い う こ ど で あ る が ∴ 中 心 の 課 題 は ㌧ デ ー タ 通 信 の 形 態 を ど うい う風 に設 定

す るか と い うこ と に か ふ わ っ て く る 。,'

(3。 デ につ い て い え ば 、情 報 利 用 者 、 情 報 利 用 機 関il情 報 提 供 者 、情 報 提 供 機 関 に わ た る組 織 化s・,t

体 制 化 の 問 題 そ あ る。'`・'パ ㍑ …'}.・"∵ ・

こ れ ら(1。)・ 、(2。)、(39)の 全 体 を 通 じ て 共通 に み ら れ る こと は 、 ・ ・'t・

A・ 情 報 処 理 装 置 と して の コ ン ピ ュ ー タ 、 そ の 末 端 装 置 な ち び に 通 信 装 置 の 利 用 に よ る機 械 化 な い

し 自動 化 の 導 入 ・・"』'一 ・."』tt'P'ttt':tパtt'"

B・ 情 報 処 理 機 関 の 体 制 づ く り 『''"t'--'t・'1-

A及 びBが 、或 る規 模 以 上 に な る と き は 、 個 々のha・}dware,sof七wareの 観 点 ふ ら離 れ て 、1社

会 装 置 と して 、 把 握 さ れ るべ き も の と な る。 そ れ は こ'

(「)hatdwareど し て は 、 も ろ も ろ の コ ン ピ ュ・一 夕、 その 周 辺 装 置 な ら び に 、・こ れ を連 結 す る通 信

装 置 を も ち 、 か つ 相 当 量 の 記 憶 装 置 の な か に デ も タ ・ベ ー ス を貯 え て い る もの で あ る。
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、

(ii)softwareと して は 、規 格化 され た共通 の プ ログ ラ ム言 語 体 系 を もち、上 記 の分 散 的 に分 布 さ

れ たhardwaresぴU用 を可能 なら しめ る もの で あ る。

Oji)brainwareと しては.高 度 の情 報 処理機 能 を可能 な ら しめ るよ う、 設計 され るべ き もの で あ る。

A及 びBよ りみ て も、 ま た(i)、(ii)、㈹ か らみ て も、 コ ンビ=一 ータ ・ネ ッ トワー ク ・システ ムは 、 工

学 的装置 で あ り、社 会的 建 築 で あ る。

従 って、 情報 シス テム と しての コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワーク ・シス テ ムは 、電 力供給 シ ステ ペ 物

資流 通 シス テム と対比 され るべ き巨大 な社 会 シス テ ムを形成 す る こと にな るで あ ζ)う。 さら に、物 資

エ ネル ギ ーの生 産 、流通 、利 用 に お いて 、情 報の果 す役 割 を摘 出 して みれ ば、 シス テ ムの核 心 は 、情

報 処理 機能 にあ るとい え よ う。 現 在 、計 画 されつ ふあ るもろ もろの 社 会 システ ペ 例 え ば、医療 、教

育.金 融 、交通 、環 境 制 御 等 に つ い て も同 様 の事 情 にあ る といえ よ う。

ゴ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク ・システ ムの評 価 問題 はそ の意 味 で は 、 これ ら に共 通す る情報 処 理機

能 の側 面 を.抽 象的 に と り出 して論 ず る もの で あ る といえ よ う。 従 って実 際 にあ た っては 、 それ ぞ

れ の用 途 使 命 にお け る特殊 性 を も、具 体 的 に配慮 す る ことが要 求 され るで あ ろ う。他 面 、 いつ で もつ

き まと う課 題 は共有 化 、規 格化 とい うこ とであ ろ う。

8
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a幽rChiteCtUreとeCOIOgy

自然 及 び社 会の 活動 を、物 質 ・エ ネル ギー ・情 報 の生 産 ・流 通 ・利 用 ・蓄 積 ・廃棄 の 面 か らみ て ゆ

ぐこ とが、で きる。 ゴ ジピ『ユータ ・ネ ッ トワーク ・シス テ云 を 、 こ う した 自然 及び 社会 の活 動の なか に

、張 りめ ぐされ 、 それ を通 じ て、 通 信 ・制 御 ・計 算の 行 われ る と こ ろの 社 会 的装 置 群 と してと らえ る と

き1こ ふに一 対 の基 本概 念 を もち出 さざ る を得 ない。 それ はarchitectureとecology幽 とい うこ

'
とで あ る。

コンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クは 、人 工 的 な社 会装 置 で あ り、.そ れ は合 目的 的 に.設 計 され運 営 され

るべ き もの で ある。 それ は人 工 的構 築 物 であ る、architectureで あ る。

と ころ で このarchi'tectUreの 設計運 営 に あた って、配 慮 さ れ るべ き目標 とな るの は、 自然及 び

社 会 から発生 し、生 成 され る とこ ろの情 報 資料 で あ る。 この 情 報 資料 は、 自然 及 び社 会 の 、物 資 ・エ

ネ ル ギー ・情 報の 三 面 にわ た る、 も ろ もろの活 動 を、情 報空 間 へ射 影 して み た と ころの 、情報 活 動 の

結 果 として 、結 実 した もの であ る。 コ ンピ ュータ ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムが 、直接対 象 と して い る

のは 、 デ ータで あ るが 、 それ はその 背 後 に.情 報 資料 、情 報 活 動 があ っ ての こ とで あ る。 さ ら に、 こ

の情 報活 動 も、 自然 及 び社 会の あ りとあら ゆ る活 動 の なか か ら、 と り出 され た もの で あ る。以 上述 べ

た こ とは、 いわば 自 明の こ となの で あ るが 、 こ ふに強調 しな けれ ばな ら ぬ こ とは、 これ らの 自然 及 び

社 会の もろ も ろの活 動 に は 、

(j)全 体 を 規 制 す る単 一 の 主体 が な い。無 数の主 体が併 存 して いる。

.㈹ 従 って、 単一 の価 値 体 系は な い、 各主 体は、 独 自の価 値 体 系 、評 価 基 準 を もち うる もの で あ っ

て、 そ れ ら は相 互 に矛盾 し うるもの で あ り、 従 『て、斗 争 ・対立 ・競 争 の 様相 を呈 し うる もの で あ る。

Gi[)こSで は 個 々の 主 体 は、 必 ず し も永 遠 の存在 を保 証 され て い る もの で は ない。 死 滅 の運 命 を も
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`

担 わなけ れ ば な ら ない。 こ 玉で は新 な る文 体 の生 誕 もあ り うる。 か く しで 生 誕 ・成長 ・衰退 ・死 滅

の運 命 は 、 おそ ら くすべ て免 れ られ な い。

qv)こNで は 個 々の 主 体 にお いて 、学 習 の 過程 が あ り うる し、こ れ らの 集 合 体 として の全 体 には進

化 の過 程 が あ り うる。

以 上 の4点 か らみ ると、 デー タ とい うもの の母胎 とな る世 界 は、 す ぐれ てecologica1る もの で

あ る ことが 、指 摘 され るの であ る。 この観 点 を見失 うと き、 死物 の 如 きデー タの 集 積 を、運 般 す るだ

けの、 輸送 機 関 の如 きイ メー ジ を、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワーク ・シ ステ ム に対 して もつ よ うに な る。

これ は、 根 本 的 に誤 った もの で あ る。 わ れ われ は、 固定化 され たデ ー タの倉 庫 、 定式 化 された デ ー タ

収 集方 式とい うイメージにとらわれ ては な らな い。わ れ われ は、 広域 ・大 量 にわた る情 報 資料 の うみ 出 さ

れ て くる 自然及 び社 会の もつ、(i)、(ii)、Gii)、Gv)の基本 的 性格 を ふ まえ てお くと ころのecologyを 強

調 しなけれ ば な ら な い。

か くして 、architectureとecologyと い う二 つの視 点 は、相 補 的 な もの で あ り、 コ ンピュ ー

タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テムの設 計 及 び 運営 に あた って 、 不可 欠 の 視座 を構 成す る基 本要 素 とな る、

とい え よ う。

そ こ には、生 物 学 的 な アナ ロジ ーが 、当 然意識 され て くる。architectureと しての コ ンビ=一

夕 ・ネ ・ ト‥ ク ・シス テム は・ この 垣 なア ナ ・ジー では ・ 神経 系歓 もた とえ られ よ う』'その ア
ゴ

ナ ロジ ー で い う と、 統 合 的(integrated)rか つ 知 能 的(intelligent)な る情 報 シ ス テ ム の 設

営 と い う こ と が 、 そ のarchitectureの 目標 と な る。 さ ら に、 生 物 社 会 の た とえ で い う と 、 こ の よ

うな もろ も ろ の 社 会 装 置 と し てのarchitectureが わ れ わ れ の 社 会 な の で あ り、 そ れ ら がひ きお こ

す と こ ろ の 情 報 現 象 、 そ れ ら の うみ 出 す 情 報 資 料 、 コ ン ピ ュ ー タ へ の 入 力 と し ての デ ー タ が 、ecology

の 構 成 分 と もな っ て く る の で あ る 。

●
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第1章 ・ 情 報 の 創 造 と利 用 の 活 動

1.1情 報 利 用 形 態 の 変 革 と 技 術

コ ン ピュ ータ ・シス テ ムの評 価 とい う問 題 を考 え るva当 り、私 達 は基 本 的 に2っ の 視 点 か ら問題 を

把 え ねば な ら ぬ で あろ う。そ の1つ は、 コ ン ピュー タ技 術の 発 展 で あ る。 特 に最近 の、 通 信技 術 の発

展 を背景 と してTSSか ら ネ ッ トワ ー クへ進 む技 術 の流 れ で あ る。 も う1つ は 、.コン ピュー タ に よっ

て扱 われ る情 報 を創 り出 し、利 用 し、 相 互 に伝 達 しあ う人 間側 の 、情 報 活 動形 態 の 移 り行 き であ る。

本来 、 この 両 者 は相 互 に独 立 な もの では あ り得 な い。 コン ピ ュータ技 術 、通 信技 術 の 発展 は、入 間

の 情 報の創 造 ・利用i交 信 の様 相 を大 き く変 え て来 た し、 また人 間 が情 報 活 動 の中 で か くあれ か しと

願 っ て来 た もの が、技 術 発展 の源 動 力 で あ った か ら であ る。需 要 とい うもの は、情 報 の 場 面 とか ぎら

ず一 般 に 、非 常 に高度 な もの が欲 求 と して時 に は夢 と'して 、多 くの人 々 の心 の 中 に、言 いか えれ ば社

会 の 構 成 員の 中 に、.常に潜在 的 に存 在 し てい るもの である。 欲 求 の レベ ル に比 べ て技 術 が 未 熟 な段階

に お いては 、 開発 すべ き技 術 が選 ばれ 、技 術 が その欲 求 を発 し得 る よ う・にな った と き需 要 が顕 在化 し

.・て明確 な形 を もっ て現 われ、 それ が現 実 と利 用可 能 とな るにお よんで不 連続 に、 時 には爆 発 的 にその

利用 が起 る もの で あ る。IBM360シ リーズ以 後 の コ ン ピュ'一夕の普 及の様 相 は 、 この パ ター ンの

中 に把 え るこ とが で き よ う。

需 要が 先 行 し技 術 がそ れ を充 た すパ ター ンの中 で は、 利用側 は 常 に不 便 を噛 み しめて い なけ れば な

ら ぬ と じて も、利 用側 で制御 不能 な病 的 な発 展 が起 るこ とは な い。 しか し、技 術 は それ 自身 、 それ に

、適 した環 境 を与 え られ る と き、み つ か らの技 術 的興 味 に よる自 己増 殖 的 発 展の 可能 性 を持 っ て い る◇.

技 術 は合 目的 的 な人 間行 動 の 一 つの 形 態 と な るべ きで あ るが、 目的 を見 誤 ま る と きξ人 間 み つ か らに

いか に深 い傷 を与 え るか は、過 去 の い くつ か の例の 中 に、 ま た現 在私 達 のか ふえて い るい くつか の問

題 の 中 にみ る こ とが で きる。

コ ン ピュー タ技 術の 今 までの 発 展の 流 れ は、 第2章vaみ る通 り、 また 利用側 の必 要 を いかva充 たす

か が 問題 で あ り、 それ を越 え ての 病 的 な発 展 は まだ み ら れ ない。 しか しネ ッ トワー クの 段階 に入 る と

単 な る1つ の コ ン ピュー タ で論 じ る段 階 で な く、何 らか の形 の 資源 を共 有 す る コ ミュニ テ ィの レベ ル

での 問題 とな る。 ネ ッ トワ ークは 本来 コ ミュニ テ ィの 中 に組 み込 まれ る こと に よっ て機 能 す る もの で

あ り、或 る段 階 か らは コ ミュニ テ ィそ の もの の成 立 の要 因 とす ら なる もの で あ る。 そ の よ うな可能性

を もつ もので あ るだけ に、 コン ピュ ー タ技 術の 発展 は、利 用 形 態 との調 和 を失 っ ては なら な い。 その

意 味 で私 達 は 、 まだ情 報 利 用形 態 の 移 り行 きを観 察 する必 要が あ るの で あ る。

1.2情 報 の 創 造 利 用 活 動 と そ の 環 境 の 変 化

情 報 を創造 し利 用 す る活動 にお け る、処 理装 置 へ の最 初 の素 朴な要 求 は 、 「よ り多 くの デ ータ を、

よ り正 し く、 よ り早 く」 と い う もの で あ っ た。 この 中の 「よ り正 しく」 を充 す た めの1つ の 分枝 は ア

ル ゴ リズ ムの問 題 、す なわ ち微 分 方程式 の 解 を求 め る ことか ら始 まった 、計算 機械 と して の能 力 で あ
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る。 その方 向 にお い て利 用側 が 先 ず行 な った努 力 は、個 々の 計 算の た めの プ ログ ラム造 りで あ った。,

この営 々た る努 力 の集 積 は次 第 に或 る もの はハ ー ドウエアの 中VC、 或 る もの は ソ7、 トウェ ア と已(ユ

ーテ ィ リテ ィ化 され
、利 用側 に共 有 され て来 た。 今 までの コ ンピュ ー タ利 用 の流 れ にお いて 、利 用側

の 得 たknow-howが コ ンピ ュ ー タ技 術 の中 に息吹 いて ハ ー ド ・ソフ ト.の性 能 向 上 とな り、 利 用側

に還 元 され て来 たの で あ る。 これ が 、 コ ンピ ュー タ利 用の コ ミュ ニテ ィの 中で の 、 ハ ー ドウエア、 ソ、

フ トウエ アの 共 有 思想 を育 て て来 たの で あ る。 コン ピ ュータ ・ネ ソ トワー クの 最 初の形 態 が 、科学計

算 にお け るハ ー ドウエ ア、 ソフ トウエ アの 共用 で あ り、 それvaよ って 形 成 され るrミ ュ ニ テ ィにお け

る ロー ド・レ ェァ リング であ った ことは こ ふに理 由 が あ る。

「よ り正 し く」に 到 達 す る も う一 つ の分 枝 は 、OR、 サ イ バネ テ ィ クス か ら始 まる.デ ー タに よ る

実 証 、帰納 、 そ して意志 決 定 と い う一 連 の流 れの 中 で現 わ れて来 た豊 富 なデ ータの 必 要性 で ある。 デ

ー タを集 め
、 フ ァイル を構 成 し、維 持 し、 必要 に応 じて と り出 す とい う仕 事 は 、 コン ピ ュー タの生 ま

れ る前 から、特 に実証的 な分 野 にお い て必 要 と され.図 書館 や ア カデ ミーの よ うな公 共 的性 格の 機 関

に お いて 、 ま た信 用 情報 や ダ イ レ ク トリ、パ イ オ グ ラフ ィの よ うな形 で商 業的 に行 われ て来 た。 これ

は コン ピュ ータ技 術 の 中 で は、先 ず 情 報の 蓄 積 と検 索 とい う形 で 、次 第 にデ ー タ ・ペ ース とその 管理

技 術 と して発達 して来 た。 これ が 、 ハ ー ド・ソ フ トの共用 思想 の延 長 線の 上 でデー タの共 用 とい う形

態 を と った。.そ して ファイル と ソ フ トウエ アの分 離 一 つの ファイル の い ≦つか の業務 にお け る利 用

その 逆の一 つの 業務 にお け るい くつ かの フ ァイルの 共用.と い う形 で デ ータベ ースの 概念 が発生 した。

ハ ー ドウエア 、 ソフ トウエ アの 共用 は、 同 じ研 究 、同種 の業 務 を行 な う者の 間 での 問題 で あ り、 そ,

の意 味 で は同好 会的 、 ク ラブ的 な コ ミュニ ティ で あ る。 そ れ に対 しデ ー タの共 用 が形 成 す る1コミュ 干

テ ィは一 デー タの種 類 に も よるが は るか に大 きい広 が りを持 つ もの で あ る。:特に そ のデ 三 タρ収 集 、

フ ァイ ル構 成 ・維 持 の コス トが 大 きい場 合 、 よ り多 くの利 用 者 に よっ て共用 す る方 が 、個 々の利 用 者

にお いて有 利 であ る。 この ため 共 用範 囲 は 自律 的 に広 がろ うとす る傾 向 を持 つ もの で あ る。 特 に デ ー

タ期 の ネ ・ トワー クが商業 ベー ス で あ る と'き民 用 醐 の拡 大は営 業 政 策の 問 題 余 り・
,最 初 素

朴な共 同体 意 識 に よる共 用思 想 と は全 く異 な る もの が支 配 す る こと とな る。

.米国 にお いて も初 期の ネ ソ トワー 久 特 にARPANETは その 代表 的 な も¢)である が、,.参加機 関.

の 間 の主 と してハ ー ドウ エア ・ソ フ トウエ アの 共用 であ り、商 業 的色 彩 は殆 どな い。.日本 にお い て も

企 業 内、 或 い は大 学内 の インハ ウス ・ネ ッ トワ ーク から 出現 し,次 第 に大 学 間等 の ロー カ ル ・ネ ッ ト

ワー ク が形 成 され つ つ あ るが、 まだ科 学計 算 にお い て大型 コ ンピ ュー タ をTSS的 に共 用 し よ うとす る

域 を出 してな い。 その 意味 でネ ッ トワー クの もた らす ものの姿 が.ま だ鮮明 な イ メー ジ と して浮 び上

って い な い感 が あ る。

コ ン ピュ ータ ・ネ ソ トワーク は 、最 初 の 中は何 らかの 形 で コ ミュニ テ ィの 中 に組 み込 まれ て機 能 し

次 第 に その コ ミュニテ ィがその ネ ッ トワー クの上 に成立 す るよ うに な る。 この こ とは現 在 、私 達の住

む 社 会 に おい て電 話網 、鉄 道網 、道 路 網 、郵 便 網等 の果 して い る役割 か ら み て、当 然 の 成行 き、であ ろ

う。 その 中 を次第 に商業 主義 が支 配 し て行 くであ ろ うこと を考 え あ わせ る と、 情 報の 創 造 と利用の 活

動 は、今 までの コン ピュ ータ利 用 の コ ミ ュニ テ ィと は、相 当異 質 な環 境 の 中 に置 か れ るで あ ろ うこと
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が予想 され る。

その1つ の 現 われ を例 示 し よ う。 これ は コ ンピ ュー タ利 用 とは 直接 関係 ない よ うな事例 であ るが、

米 国 にお いてWilliams&WilkinsonCo・ と い う出版 社 が国 立 医 学 図書 館(NLM)を 相 手ど

っ て訴 訟 を起 した。 それ はNLMが 同社 の 出版 す る雑 誌 の論 文 の 複写 を行 な った こ と に対 す る著作 権

侵害 と損害 賠 償 に関 す る もの で あ る。従 来 、学 術 的研 究 の ため の私 的 使 用の た め に1部 限 りの コ ピー

作 成 は、慣 習 的 に黙 認 さ れ て来 た し、 日本の 国 内法 にお いて は図 書館 等 にお いて法 的 に認 め られ てい

る。 それ に対 し、学 術 的 使用 で あ っ て も自 由に コ ピーが で き るこ とを 一種 の環 境 破 壊 と して出版 側の

権利 主 張が 行 わ れ始 めた の で あ る。更 に米国 政 府 機 関 で あ るNational'TechntdalInfovmation

Serviceは 、 その 出版 物 の コ ピー を作成 した場 合 、 そ の理 由の 如何 に ょ らず ロイ ヤル テ ィを請 求 す

る決定 を.した。 これ は 「学 術 資料 」 とい う資源 の 共用環 境 に、 全 く新 しい事態 が出 現 した こと を意 味

する。 そ して これ は 、情 報 資源 の 共 用、 情 報 の流 通 問 題 の中 に、新 しい動 きの起 りつ ふあ る ことを暗

示 す るもの で あ る。

これ は ほんの 一 つ の例 にす ぎな い。 技 術 の歴 史 は、 或 る目的 の た め に開 発 され た場 面が 、予 想 もさ

れなか っ た影響 を、予 想 もされ なか った 所 に及 ぼ し、社 会 を、 そ して 自然 を蝕 ん だ多 くの 事例 を教 え

て い る.今 あ げ た例 は、 ・ン ピ.一 夕 元か ぎらず 情 報麟 、知 識産 業 とい うもの 斑 会 碇 剖 よ

うとする初期において、情報流通の中間媒体の、情報産業の中での経 済的権利主張 という形で、従来

の情 報流 通 環境 の変化 を つ けた の で あ る。 こ れは情 報の 容 易 と複製 可 能 とい う性質 と複 製技 術の 進 歩

D//もた ら し'feもの で ある。 そ して、 この権 利主 張 は、今 の所 情 報 の創 造活 動 と も、利 用 活動 に も益 す

る所は 殆 どな いの で あ る。

技 術 は、 その 対 象 とす る自然 を変 え る力 を もつ と同 時 に、 それ を手 に した こ とに よって 人 間 を も変

『

え る もめ で あ る。 しか し、 今 まで 、技 術 に よっ て人 間 みつ か らが 如何 に変 った か・変 らな けれ ば な ら

なか った か に つい ては 、 あ ま り深 く追 求 され て いない。 コ ン ピ ュータ技 術 は、人 間の 思考 能 力の一 部

の疎 外形 態 で あ る。 それ が ネ ッ トウー クを 通 し て社 会 に何 らか の形 で 組 み込 まれ よ うと して いる。 複

写機 械 の よ うな ものす ら、情 報 の 創 造 ・利 用 ・伝 達 の活 動 の環 境 を 変 え る力 を もって い るの で あ るか

ら、私 達 は、 この 新 しい 事業1が、私 達 に とっ て何 を もた らすの か 、更vaは 、 そ れ に対 し、私 達 は如 何

にあ らね ば な らぬ か を考 え な け れ ばな ら な い。

i

σ
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第2章 情 報 処 理 技 術 の 流 れ

2.1コ ン ピ ュ ー タ 技 術 の 流 れ と そ の つ ま づ き

コ ン ピュ ー タが社 会 の 近代化 の担 い手 と して登 場 してか ら久 しい。 この 間 、計 算の 自動化 、 高速 化

の道具 か ら、情 報 の 処 理機 械 へ と進 歩 し、 情報 シス テ ム形 成 へ と大 きな貢献 を した。 しか しなが ら個

々の 利用 の 実 態 では コン ピュ ータ への期待 は必 ら ず し も実 現 され て い ない。 特 に大 規 模 な システ ム を

構 成 した場合 しば しば コ ンピ ュー タの能 力 に限 界 を感 じ させ られ る。 これ は コ ンピュ ー タが極 め て複

雑 な機械 で 、機 能が 簡単 に把握 で きない こ と、 また コ ン ピュ ータ の発 達 過程 で何 か大 きな問 題 が未 解

決 の ま ふ残 され てお り最 近機械 シ ス テム として の バ ランスが とれ な くなっ て きた こ と、 さら には 情報

シス テム と なっ た場 合 、 コ ンピ ュー タ以 外 の構 成要 素 と な じ み難 くか った こ とな どい くつ かの 要 因 が

考 え られ る。 この た め現 在 情報 シス テム を と りまい てい る問題 に対 して従 来の 様 にデ ータ 量 あ る いは

処 理量等 を基 に コ ン ピュー タ を大形化 して これ に対 処 す るこ とは必 らず し も正 しい方 法 で は な い とい

え る。 なぜ なら ば、 現在 の コン ピ ュー タに見 られ るアー キテ クチ アー での 大形化 で はそ の限 界 が あら

わ れ つSあ り、 この た め よ り弾 力的 に コ ンピ ュー タ ・パ ワー を利 用す る必 要が あ る。 この方 法 の1つ

にARPAを 初 め とす る コ ン ピュ ー タ ・ネ ・トワー クが あ る。 現 在 米 国 は もと よ りフ ランスの シ ク ラr

ド、pナ ダのCANUNET、EEC諸 国 のCOST11、 イ ギ リス のNationalNetwork、 ス

ウェー デ ンのSAMCOM、 日本 で は京 大 坂井 研 で のKUIPNET、 情 報処理 開 発 セ ンターのJI

PNET等 が 実験 中で あ る。.'

単独 の コ ン ピュー タ を 多数 で同時 に共用 す る と い うタ イム シェ ア リ ングの 目的 を一 歩進 め て、 独 立

多数 の コ ン ピュー タを 多人 数が 同 時 に共用 し よ うと い うの が、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト ウー クで あ る。

タイム シェ ア リング に次 い で コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク が登 場 したの は、 リソー スの共 用 を さ らに

進 め た と い う意 味 で は、 コン ピ ュー タ技 術 の流 れの しか ら しむ る ところ であ ろ う。

この第2章 で は、 この よ うな コ ン ピュ一一タ技 術の 流 れ を概 観 し、現在 我 々が どの よ うな問 題 を か か

え てい るか 、 またそ の よ うな問 題 を解決 す る には 、 いか な る方 法が考 え られ るか につ いて述 べ 、 次 い

で コ ンピュ ータ ・ネ ッ トワー クが そ の 中 に如 何 に位 置づ け ら れ るかを論 じる。

2.1.1コ ンピュ ー タ技 術 の 発展 史

19世 紀の 中頃 、現 代の コ ン ビ=一 タの基 本 原 理 を すぺ て備 え てい た とい われ るバベ ー ジの 自動

計 算機 械 が 現 れ て コン ピュー タの歴 史 が 始 ま った。 この バベ ー ジの マ シ ンが 動 かな か った要 因 であ

る技 術 力 の未 熟 さは 、 そ の後100年 た ってハ ー バ ー ドのMARKIが で きて か ら も、何 年 か続 い

てい る。 その 後 トランジ ス タが発 明 され 、 ま た コア ・メモ リが使 用 さ れ るよ うにな って 、 よ うや く

商 用 コ ン ピ ュー タが 普 及 し始 め た。 この間 の コ ン ピュー タの 開 発 は、 使角 部 品の 進歩 、 コン ピ ュー

タの信 頼 性 、 お よび その経 済 性 な どがた が い に追 いか け合 う形 で進 め られ、 いわゆ る世 代 に よ る進

展 が見 られ る。

第1世 代 で は使 用部 品vaよ る能 力 の進 歩 が特 徴 で あ る と いえ る。 だが実 際 にで き上 った ものの 機 ,
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能 、信 頼性 、 あ るいは経 済 性 は決 して満 足 で きる もの では なか った。

そ の後 、 エ レ ク トロニ クスの進 歩 を背 景 と した トラ ンジ ス タ とコ ア ・メモ リの 開発 に よって経 済

的 に商 用 コ ン ピ ュー タの実 現 が可 能 に な った。 これ が第2世 代 で あ る。 ま た この世 代 で は入 出力装

置 の 強化 とプ ログ ラム言 語の 開発 に も重 点 が お か れ、 コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムと しての形 を整 え て

きた。 多 くρ コ ン ピュー タ技 術 の開 発 が 進 め られ 始 めた この世代 に お いて は、コンピュータへ の期待

は、もは や その開 発 に直接 たつ さわ る もの に留 まらず 、 まわ りの 人 々 に急 速 に拡 が った。

20年 近 い開 発の 成 果 を一 挙 に も り込 ん で 第3世 代 の 代 表 的 コ ンピ ュー タ であ るIBM-360

が 登場 して 、.コンピ ュータ は さら に広 い分 野 に、 また社 会 シス テ ムの 枢要 部 へ 浸透 し始 め た。 この

世 代vaな って初 め て コ ン ピュー タの機 能 に対 す る不 満 の声 が 出 て いる。 そ の第1は 、汎 用商 用 シス

ーテ ムに対 す るもの で、 主 と してオペ レ ー テ ィ ング ・シス テ ムの機 能 に対 して で あ る。 何 レベ ルかの

シ ステ ム構 成 に対 して、 同 じ制 御 プ ログ ラ ム で能 率 の よい マ ルチ プ ログ ラム機 能 を期待 させ たOS

-360は その 約 束 を果 す の に5年 以 上 もか か って い る。

第2は タイ ム シrア リング ・システ ム(TSS)iva関 す る もの で、 同 時 に多 数の 人 が遠 い所 か ら

大 型 コ ン ビチ ー タの能 力 を享 受 で き ると期待 され て登場 した が、初 期 のTSSの 多 くは 、専 門 家 の
ヒぱ ニ カ

お も ち ゃ とい う批 判 が で る程 で あ った。 この た めTSSの 機 能の 取 り あつか いを め ぐっ て論 議

を呼 ぶ こ とにな っ た。

以 上の よ うに第3世 代va到 る までの コ ン ビ=・一一タ技 術 の 発達 の歴 史 は.一 言 でい え ば、商 用 化 へ

の歴 史 で あ った と いえ よ う。 ハー ドウエ ア技 術 で は高 速 ドラム プ リ ンター、 リー ドオ ン リーメモ リ

フ ェラ イ トコ ァ メモ リー、 トランジ ス タ ー ・コ ン ピュー タ また ソ フ トウエ ア技 術 で は プ ログ ラム 内

蔵 方式 、 サ ブ・・一チ ン、 〔 イク ・ 方 グ ラ ミン久 コンパ イ ラー ・ マノレチ プ ログ ラ ミン 久 オペ レ

ーテ ィ ング ・シス テ ム さら には フ ァ ミリー ・シ リーズ など、,コ ン ピュー タ技 術史 上特 筆 すべ き技 術

はす.n〈て コン ピュ ー タの 商用化 の た め に開 発 された 技 術 で あ っ たと いえ よ うbこ れ らの技 術 が小 さ

な遅 れ の範 囲 内 で た え まな くかつ ・二二 ドウ エ ア技 術 お よび ソ フ トウエア技 術 が互 い にバ ラ ンスの と

れ た形 で開 発 され て きた。 そ して.、これ らの 成果 が第3世 代 の コ ン ピュ ー タと して開 花 したの で あ

る。 しか しなが ら、皮 肉 な こ とには 、開 花 の 結果 、商 品 と しての コン ピュ ー タが爆 発 的 に普 及 し始

め た と たん に個 々の コ ンピ ュー タ技 術 を離 れた 、 い わ ば コ ン ピュー タ ・シ ステ ムその もの に対 す る

不 満 が表 面化 し た と いえ よ う。..・

・第3世 代の コ ンピュ ー タが定 着 した。 その 後・・LSI等 多 くの技 術 開 発 が あ っ て も・ 従 来の よ う

に5、6年 で 次の 世 代 の コン ピ ュー タ を期 待 す る こと は で きない こ とがは っ き りし;'ng4世 代Q声

lt、・3:5世 代 とな り、・さ らに 時meQ.見 通 し が得 られ ない 間 に フュ ーチ ャ ー ・ システ ム(Future

Systerp)と い5.表 現 へ と変 っ た。 ・.・ ・r

2.1.2コ .ンピユ ーー夕技術 に立 ち はだ か る壁tt.J,

コ ン ピュ 「一夕技 術の 驚 くべ き発 達 は、 こ れ まで その 限 界 を先ひ先 へ と押 し流 して きた が 、、コン ピ

ュ ータ の普 及の 結果 、技 術 のお よび難 い要 素 が多 くな るに した が って、 その 能 力 の限 界 を考 え させ

られ る よ う・な場 面 が で て い る。 しヵ・し.こ り よ うな コ ンピ プ ータの能 力 の限 界 も、能 力 の 評価 が極
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め て難 しいた め 、現在 の とこ ろは あ い まい な形 で しか把 え る ことが で きな い。 こ こで ～現 在 限 界 が

感 じられ る問題 を考 え て見 る と主 に次 の2つ にな ろ う。

(1)コ ンビ=一 ータの大 型化 の限 界

大 型 コ ン ピュー タの 開 発 は 、 どの世 代 を通 じ て も重 要 な テ ーマ で あ った。 今後 と も物 理 的 な大

き さの 限 界 は、 部 品 の微小 化 で 当分 考 え られ な いが 、複 雑 化 に対 しては設 計 上の 問 題 とその オペ

レ ーテ ィ ング ・シ ステ ムの 開発 の難 し さが あ る。 ソ フ トウエ アの 開 発 には有効 な機 械的 製 作の 手

段 が な く、最 後 は人 の 労 力 に頼 らざ るを得 ない ため、特 に大規 模 システ ム で多 人数 で製 作 され る

ソ フ トウエ アの 品質 に は限 界 が あ る。

② 大 規 模 な情 報 シス テ ムの 限 界

コ ン ピュー タ を使 った大 規 模 の情報 シス テ ムは数 多 く完 成 されて 、-現代社 会 で大 き な役 割 りを

果 して い る。 しか し、 その 反 面 い くつ かの シス テム がその 開 発の 過 程 で破 綻 を きた し、 また完 成

して も使 用 す る人 々 の期待 を裏 切 ってい る。 これ の中 の一 部 は大 型 コン ピュ ータ 自体の未 熟 なこ

とに原因 を求 め る こ とが で きるが 、 よ り基 本 的 な もの と して システ ムそ れ 自体の 問 題が ある。

しか しなが ら、 この よ うな未 知 の要素 を含 む大規 模 な シス テ ムの 開 発 が依 然 と して コ ン'ピュ 一夕

に期 待 され る以 上 、 その責 任 の 一 掴 は コン ピ ュータ に負 わ され るの は止 むを 得 ない で あ ろ う。

2.1.3コ ン ピュ ー タの能 力 の拡 張

{1)既 存技 術 体 系va基 づ く能 力の 拡 大

コ ン ビ一一 タが技 術革 新の 波 に 乗 り、 自 ら も革新 の担 い 手 と して驚異 的進 歩 を遂 げ て きた。 こ

の進 歩 の行 く手 にあ らわれ た い くつか の面 での 限界 は、 既 に技 術 の 及 ば な い面 で現 れ て い るが、

や は り技 術 の 進歩 は コ ンピ ュー タ ・システ ムの 限界 打 破の 武器 の1つ とな ろ う。 こsで は その い

くつ かの 有 力 な ア プ ローチ を挙 げ る。

① メモ リの進 歩

処理 能 力の 向 上 、 プ ログ ラ ミングの 容易性 に対 して メモ リの進 歩は 今 後 と も大 きな鍵 を握 る

もの といえ る。 高 速 メ モ リと してはICメ モ リによ りコス ト・バ スォー マ ンスの 飛躍 的 な向 上

が期 待 で き る。 この結 果 、直 接 ア クセスの で きる高 速大 容 量 記憶装 置 によ り、単 一 レベ ル ・メ

モ リの もた ら す能 力 は 更 に増 強 され よ う。一 方、 超 大容 量の補 助 メモ リの 実 用化 に よ り、 メモ

リの 階層 レベ ル が 少 な くな りコン ピ ュー タの 構造 の 複雑 な こ とに よ る問 題 の 多 く は解決 され る

こ とが 期待 される 。

② コ ンピ ュ ータの可 変構 造 化

コ ンピ ュー タの 進歩 の特 徴 で ある世代 によ'る改 善 で は も演算 制 御部 、入 出力、 ソブ トウエア

の 何 れ か が シス テ ム とし ての 進 歩の 足 を ひ っば っ てい た と いえ る。 特 に開 発 に 多大の 労 力 を必

要 とす る大 型 コ ン ピュー タで は この傾 向 が大 きい。 この ため 、 モ ジ'ユール化 の考 え方 は常 に設

計 の基 本 と され て きたが 、 これ まで は個 々の コ ンピュー タの内 部 で のモ ジ ュール化 に留 ま って

いた。 最近 のLSIvaよ る マイ ク ロ ・プ ロセ ンサ は、 この モ ジ ュール化 をさ ら に強 力に押 しす

ふめ る可能 性 を 示 す もの で あ る。少 な い種類 の基 本 プ ロセッサ を組 み合 せ る こと によ り、 要求
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され る処 理能 力 に対 応 す る と同 時 に、 用途 に対 して もダイ ナ ミ ッ クに構 造 を変化 で きる こ とに

な ろ う。

コ ンピ ュー タの能 力 の拡 張 は、 この よ うな コ ンピ ュー タ技 術 の最 終 的 と もいえ る進 歩 と整 備

に よって 、 コ ンピ ュー タの期 待 され る能 力 とその実 態 との 間 に大 きな ギ ャ ッ プを作 らず 、 また

機 能単 位 での ビル デ ィ ング ・ブ ロ ック構 造 に よ り、 構成 を複雑 化 せず に達 成 で き るよ うに な ろ

う。 したが っ て システ ム が行 きづ ま った場 合 に、 これ まで よ り早期 に対 策が とれ る よ うに な り

システ ム の開 発 を 容易 にす る こ とが で きる。

コン ピュー タの成 長 に この よ うな見 通 しが得 られ た場合 、残 され た最 大 の 問題 は シス テ ム に

お け る人 間 との つ なが りで あ る。

{2)・ゴ ン ピュ一 夕能 力の ユ ー テ ィ リテ ィ化

コ ン ピュー タ ・シス テ ムを成 功 させ るた めの最 後の鍵 は人 との 融和 、 さ ら には社 会への 自然 な

'浸 透
で あ る。 近代 の 多 くの機 械 は 同 じ よ うな点 で人 間 社 会 と葛藤 を起 し、個 々に解決 して今 日の

機 械文 明 を築い て きた。 コ ンピュ ー タの場 合 は、人 の 知的 活 動 と の接 触 が 多 い だけ にそれ だ け こ

の葛藤 は 大 き い。 この 葛藤 を切 り開 くことが限 界 の打 破へ の具 体的 な努 力 の 方向 と いえ る。

この努 力 は 、 人間社 会の 縦横 への 浸 透 と、時 間 的 なつ なが りの 確保 と い う形 で行 なわ れ なけ れ

ごば な らな い。 時 間 的 なつ なが りとは、 コ ン ピュ ータ ・シス テ ムお よび その 利 用 システ ム が連 続 的

か つ ス ムー ス な発 展 を とげ る よ うにす る ことで あ る。 また.人 間社 会 の縦 の 方 向へ の 拡 が りとは

コ ンピ ュー タ ・シス テムが 個 々の 人 に平 等 に利 用 で きるような普 及を 、横 へ の拡 が りとは地域 的 な

拡 が りを意 味 す る。

コ ンピ ュー タ技 術 の進 歩 は世 代 とい うス テ ッ プを踏 んで きた。 その間 、技 術的 問 題 を続 々 と解

決 しなが ら も、常 に利 用 す る側 にあ る種 の不安 を与 えて きた。 しか しなが ら この よ うな何 世代 か

の 間 に作 られ た コツ ピ ュ一 夕 ・シス テム に対 す る不 安 は今 や無 視 で きな い もの にな ってお り.成

・長 ・した コ ンピ ュー タは、 当分 の間 、 この不 安 との 共存 を余 儀 な く され るで あ ろ う。

コン ピ ュー タは、利 用分 野 の面 では 広 く普 及 して い るが 、個人 個 人 に とっ て身 近 か な存在 とし

て拡 っては い ない。 大規 模 な シス テ ムで の行 きづ ま りは、 直 接 システ ム を運 営 す る人の レベ ル よ

りは最終 的 に その シス テム に属 す る人 々 との 融和 の そ う失 が原因 で ある。 この解決 方法 の 重 要 な

もの として コン ピュ ータの 能 力の ユ ーテ ィ リテ ィ化 が あ る。誰 もが平 等 に何 処 で で も、 何時 で も

コ ンピ ュー タを容易 に使 え る状 態 に な れ ば、 コ ンピ ュー タ ・シス テ ムの 認 識 が普 遍 化 し、人 間生

活へ の 自然 な受入 れが で きる。

オ ン ライ ン ・コ ン ビ ュー一夕 ・シ ステ ムが発達 し、 デ ー タ処 理 能 力 が 急 速 に 拡 大 され たTSS

にお いて も遠 隔地 か らの利 用 が1つ の 要 件 で あ る。 これ までの この よ うな横 へ の 拡 が りは、処 理

に対 す る直接 の ニーズ に従 った もの が 多 いが 、 さら にシス テ ムの普 遍 性 、信 頼性 の向 上 を 目標 に

した 地域 的 な拡 が りを積極 的 に行 な うこ とに よ り、上記 の ユ ー テ ィリテ ィ化 もさ らに進 み 、人 間社

会 へ の浸 透 もさ らに深 く広 い もの と な ろ う。
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2.2コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

コ ンピ ュー タ能 力の ユ ー テ ィ リテ ィ化 が、 現在 コ ン ピュー タ ・シス テ ムが 直 面 して い る問題 の 解決

に と って極 め て重 要 な方法 で あ る こ とは先 に述 べ た とお りで あ る。 この た めの技 術 の1つ と し て コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク技 術が あげ られ る。

2.2.1コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ーク とそ の構 成要 素

コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク は1つ の コン ピュ ー タ ・シス テ ムの リソース を地理 的 に離 れ た 多 く

の利 用 者 に同 時 に提 供 しよ うとす るタイ ム シ ェア リ ング に よる リソースの シェ ア リン グ を さ らに進

ませ地 理 的 に離 れ た異 種独 立 多数 の コ ンピュ ー タ ・システ ムの リソース を 、地 理 的 に離 れ た多 くの

利 用 者 に同 時 に提供 しよ うとす るの が コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワーク であ る。

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの技 術的 な可 能 性 と して、 コ ンピ ュータ。シ ステ ム間 を結 ぶ通 信 回 線

を通 じて、例 えば 自宅 の タイ プ ライ タか ら、世 界 中の どこの コ ンピ ュー タの どん なソ フ トウエ アで

も使 う ことが で きる よ うにな る。

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは 、基 本 的 には、 ノー ドと回 線 で構 成 され る。 ノー ドに は、 小 型の

ハ ー ドウエ ア ・イ ンタ ー フ ェース から複雑 な コ ン ピュー タ に到 る まで種 々あ る。 ノ ー ドの果 す機 能

と して は次 の よ うな もの が あ げ られ る。

① 他 の ノ ー ドを連 結 させ る

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ネ ッ トワ ー ク ・メ ソセ ー ジ を つ く る

ネ ッ ト ワー ク ・メ ッ セ ー ジ を 記 憶 した り、 転 送 ル ー トを 指 定 した りす る

メ ッ セ ー ジ の 伝 送 エ ラ ー を訂 正 す る

ネ ソ トワー ク ・ フ ロ ー を 制 御 す る

ネ ソ トワー ク の 故 障 を バ ッ ク ア ップ す る

HOSTと 端 末 機 との イ ン タ ー フ ェ ー ス とな る

⑧ 他 の ネ ッ トワー クの イ ン ター フ ェー ス と な る

回 線 とは、 ネ ソ トワー クの 伝 達 が行 われ る ソニ ス か ら 目的 までの経路 を い う。 コ ンピ ュー タ ・ネ

ソ トワー ク内 で用 い られ る通 信回 線 には.次 の よ うな もの が あ る。

① 電 話 交 換 線

② リ ース され た ポ イ ン ト・ ソー ・ポイ ン ト電 話線

③ マ イ ク ・ウ ェー ブ ・チ ャネル

④ 同軸 ケ ー ブル

⑤ 人 工 衛星 チ ャネル

コ ンビ ュー4・ ネ ッ トワー ク を構成 的側 面 か ら把 え た と きその 第1の 視点 は ネ ッ トワー ク を構 成

す る コ ン ピュ ータの 種 類 で あ る。 同種 す な わち ソ フ トウエ アや コー ドに互 換性 の あ る よ うな コ ン ピ

ュ ータ ・シス テ ム だけ を結 合 す る場 合 と、異 種 す なわ ち互 換 性 の な いコ ンピ ュー タ ・シ ステ ムを結

合 す る場 合 とが あ る。 異 種 コン ピ ュー タ ・シス テ ムを要 素 とす る よ うなネ ッ トワーク で は 、 ハ ー ド

ウエ ア上 の イ ン タニ フ ェイスの 必 要性 は もと より、 伝 受 す るメ ッセ ージの 型式 につ い ての イ ンター
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⑲
ネ ッ トワーク ・ノー ド

◎ ⑧

コンピュータ ・システム(B)

●

`

コン ピーータ ・云 テ ム・(A)

図2-1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

フェ イス を作 っ てお く必 要 があ る。 利 用 の側 面 か らみ た場 合 、 い くつか の異 種の コ ン ピュー タが ネ

ッ トワー ク に組 み込 まれ てい た方 が問 題 の 解決 に あ た って適 当 な コ ン ピュ ータ ・システ ム を選択 で

き極 あて 有 用 で あ る。.また、 コ ン ピュー タ 〔ネ ッ トワー クを発生 的 にみ る と、 コン ピュ ー タ ・ネ ッ

ドワー ク を構 成 す る目的 で コン ピ ュータ ・シ ステ ム を導入 す る こと は、少 な くむ し ろ単 独 あ るい は

タ行 シ ・ア リン 丸 い う形 で す で に利 用 し て い るい くつ か鋤 ン ピ・ 一 夕'シ ス テム を結合 し て

i・!ワ ー ・構 成 す ・場 合 が多L・・

コン ビ三 一 タ ・ネ ッ トワー クの構 成 要 素 には コ ンピュ ー タ だけ で な く、周 辺機 器 や端 末 機 が あ る。

ネ ッ トワー クの主 た る 目的 で あ る資源 の 共用 とい う面か ら して も、 種 々の 周辺 機器 や端 末機 が ネ ソ

トワー ク に結 合 で きる こ とが 必要 で あ る。 この よ うな観 点 か らす る と.ネ ッ トワー クの 構 成 要 素 と

して異 種 の コ ン ピュー タや 周辺 機 器 あ るい は端末 機 が 結 合 で きる よ うな形 で コン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワー ク を構 成 して い くこ とが ネッ トワー クの望 ま しい姿 と い え る。

2.2.2コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ー クの結 合形態

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク を形 成 す る場 合 、 その 結 合関 係uaつ いて考 え る と次 の2つ に分類 さ

'れ る
。

(1)集 中型 ネ ッ トワー ク

この 形 態 は別の 言 葉 で言 え ば ス ター型 ネ ッ トワー クで あ る。 す なわ ち、HOSTが 他 のHOST

と会 話 し よ うとす る場 合 、必 ず 中央 のIMPを 経 由 して他 のHOSTと 接 続 され る形 式 で ある。
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この構 成vaは.い くつか の欠 点が あ るが 、 その主 な もの と して次 の2つ が あ げ られ る。

① ネ ッ トワー クの 信頼 性 が 低 い。 中央 のIMpva障 害 が起 ると その 影響 を ネ ッ トワー ク全 体

が ま と もに受 け る。 また、 単 一 の回 線 が故 障 す る と、 ノ ー ドの孤立 が起 るこ と にな る。

② 中心 の ノ ー ドが 混雑 す る。 集 中型 ネ ッ トワー クの 場 合 、 ネ ッ トワークの あ らゆ る伝 達 は 中

心 ノ ー ドを経 由 して行 われ 、その た め中 心 ノ ー ドの容量 を時 にはオ ニバ ーす るこ とが あ る。

`

'HOST 'HO
ST HOST HO、S.T

,・:、

図2-2集 中 型 ネ ッ ト ワ ー ク

●

●

集 中型 ネ ッ トワー クの 簡単 なパ ター ン は図2-'2の よ うな もの で あ り、ハ イ ア ラキ ー結 合 と な

っ てい る。 この パ タrン は 日本 で も コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク として でdまな く単 一 の システ ム

と しての 実 施例 が かな りあり::技術 的 に も実 現 しやす い もの であ る と考 え られ る。 「

② 分 散 型 ネ ソ トワニ ク

この形 態 は個 々のHOSTが それ ぞ れ独 自にIMPを 持 ち(必 ず し もHOST・ とIMPは1対

1で はな い)互 い に他 のHOSTと 結 合 す る方式 で あ る。HOSTの コ ン ピュー タ 間 には少 な く

と も二 つ以 上 の 経 路 が 存在 す る。 この た め、 回 線 お よびrMPの 障害 に よるネ ジ トワー クの機 能

低下 は回避 で き、 信頼 性 は向 上 す る。

HOST

IMP

図2-3分 散 型 ネ ッ ト ワ ー ク
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しか し① 集 中型 に比較 して、 ル ー ト ・ トポ ロジー が複雑 とな る こ と②IMPが 多数 に な った場

合、効 率 が 低 下 す る な どの 欠点 が あ げ ら れ る。 分散 型 ネ ッ トワrク は図2-3の よ うな構 成 であ

り、 不完 全 メ ッシ ュの網 形 ネ ッ トワー ク と いえ る。

分 散 型 ネ ッ トワー クの 効 率 は その ル ー ト ・トポ ロジ ー に よ って決定 され るの でIMPが 増 す ご

とに効率 の 良い ル ー トを設 定 す る必 要が あ る。 現在 、開 発 されて いる コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー

クの 内 で はARPANET、CYBERNET、MERITお よびNPLシ ス テ ム な どが 分散 型 を採

用 してい る。一 方 、集 中型(ス ター一型)を 採 用 し てい るネ ッ トワー ク に はTUCCPOCTOPUS

など が あ る。 結 合形 態 か ら コ ンピ ュ ータ ・。ネ ッ トワー ク をみ た と きそ の主 流 は、 分散 型 で あ る と

い え る。 と くに既 存 の コ シ ピュ'一夕 ・シス テ ム を前提 と し てネ ッ トワーク を構 成 す る にあ たっ て

は、』分散 型 か つ異 種の コ ン ピュー タ を要 素 とす るよ うな 「分 散 型異 種 コ ン ピニータ ・ネ ッ トワー

ク」 が主 流 で ある。 この形 態 は ネ ッ トワー クの 信頼 性 や拡 張 性の 面 か ら も他の 形 態 と比較 して効

果 が あ る といえ る。

2.'2.5資 源の共 有 か らみ た コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク

つ ぎ－va・..ネ・ トワrク 、の繊 的晒 を 資源 の 共 用 と い うenか ら眺 め てみ る・ 資源 の 共 用 に はノ'

三 ド ・エ アの共 用(一 ド・シ ・ア リ ・ グ)・ ソフ トウエ アの 共用(ソ フ トウエ ア ・シ ・ ア リ・グ)

お よ び デ ー タ の 共 用(デ ー タ ・シ ェ ア リ ン グ)の3つ が あ る。

{1)ロ ー ド ・シ¥ア リ ン『グ

t't
9一 ドr'シrナ リ・・ グ と は 個 ・ の ・・ン ピ ・ 一 ・ ・シ ス テ ・ の も ・ て い る・・一 ドウ エ ア 的 処 理 能

,,力弦 劫 中央瀬 処理鑓 や記憾 置あるい閾 辺装置の共用である・ ロー ド●ち アリング
が必 要 と され る背 景 には 、処 理 業務 量の 拡 大 、 コ ンピ ュータ の高 度 使用の 増 大 、 ユ ーザ ーの 拡 大

エ

あ るい は 大型機 導入 に よる問 題 解決 の い きづ ま りな どが あげ られ る。 ロ ー ド ・シ ェア リング に よ

フてご利用都 自己の所射 るコンビ・一夕'シ ステムでは中央演算処醗 置や記憶装置の制限

,晒 鰍 ㌣ ないよ.う燗 題を・ネ・トワークを利用することによって鰍 すること珂 能とな

る。 す な わち 自己の コ ンピ ュー タ か ら ネ ッ トワー クを アク セス し利 用 す る こ とに よ って対 象業 務 ・

を処 理 した り、 問題の 解 決 にあ た った りす るこ とが で きる。 周辺 装 置 あ るいは周 辺 機器 につ いて

も同様 で、 自 己の コ ン ピュー タ に は直 接 に結 合 され て いな い よ うな特 殊 な周辺 装置 をネ ッ トワー

クを 通 して利用 で きる こ とにな る。 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワーク の利 用形 態 と しての ロー ド・シ

ェ ア リングを 利用 者の 立 場 か ら み る と この よ うな効 用 が あ るが 、 ネ ッ トワー ク全 体 か らみ る と負

荷(ロ ー ド)の 平 均化 と い うこ と'にな る。 いいか え れば個 々の コ ンピ ュ ー タ ・システ ム によ って

バ ラ ツキの あ る負 荷 を ネ ッ トワー ク全 体 に分散 す る とと もにハ ー ドウエ ア的 資 源の効 率 的利 用 が

可 能 と な る。

ネ ッ トワ ーク全体 の ロー ドを 平 均化 す る こ とによ って ネ ッ トワー ク を自動 的 に最 適 な状態 に保

ってお くこと をAJD(AutomaticJobDispatching)と よん で い る。 この た め に は、

ネ ッ トワーク に組 み込 まれ てい る資 源 の状 況 と各 時 点 に お け る 三一 ドの 状 況 とを常 に把握 してお

か なけれ ば なら ない。AJDは バ ー・・:ドウエ ア 的 にみ た ロー ドを平 均化 す るだ け で な く、問題 解 決
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にあ た っ てその 問題 に必 要 な ソ フ トウ エア を も考慮 す る必要 があ る。 す なわ ち資源 共 用の 別 の形

態 で あ る ソ フ トウエ アの 共用 と も関 連 を もつ こ とにな る。 この よ うに ロー ド・シ ェア リン グは、

利 用 者 が特 定 の問 題 を、 ネ ッ トワー ク を構 成 して い る特定 の コ ンビ=一 夕を用C・て解 決 し?Cり 、

ネ ッ トワー ク全 体のn-一 ドを平 均化 した りす るこ とが で き るが 、この ほ か にCJP(Cooperated

JobProcessing)と よば れ る利 用 法 が あ る。CJPは ひ とつの問 題 を 複数 台 の コ ン ピュー

タを同 時 に作動 させ るこ とに よ って処 理 す る もので あ る。 勿 論 この よ うな処理 をお こな うた め に

は、 コ ン ピュー タ間 の 同期 を と った り、特 定 の コ ン ピュー タ に対 して プ ロセ スを発 生 させ た り停

止 させ た りする た めの 機 能 あ るい は コ マン ドが 必 要 で あ る。

利 用 者が コ ン ピュー タ ρネ ッ トワ ー クの 構 成 や ロー ドの 状 況 を意識 す る こと な く(利 用 者 の ネ

ッ トワー クか らの独 立)ネ ッ トワー クを利 用 して対 象業 務 や問 題の処 理 に あた るこ とが で き るよ

うにす る た めに は、上 に述 べ たCJP及 びAJDの 機 能 が重 要 な役 割 を果 す こ と にな る。

ロ ー ド ・シェ ア リ ングは 、 この よ うに資源の 共用 の極 め て重 要 な分野 を 占 め ると とが期待 され

る。 しか し、現 在開 発 され てい るコ ンピュ ータ ・ネ ッ トワー クで は 、ま だ中 心 的 な位置 を 占 めて

はい な い。 この理 由の 主 な もの とし て、 次 の よ うな もの があ げ られ る。

① ロー ド・シ ェア リン グは 、 ネッ トワー ク内の コン ピュー タが同 質 性 を備 え るこ とが前 提 とな

る。 通 常 、大 部 分 の
.プログ ラム は一 種類 の コ ンピュー タ で行 なわ れ る よ うに書 か れ てい る。 その

た め 、 プ ログ ラム を異 っ た ソ フ トウエ ア を備 え る異 ったハ ー ドウエ ア に移 す こ とは極 め て困難 で

あ る。

② ロー ド ・シ ェア リン、グ は 、 コン ピュ ー タ間 の ファ イ ルの 移送 あ るい は ファ イ ルへの リモ ー ト

・ア クセス を必 要 とす る ことが 多 い。 しか し、 ファイルの リモ ー ト・アク セス は 小規 模 の フ ァイ

幽ル で は容 易 で あ るが
、 大規 模 の もの は 極 め て困 難 で あ る。

② ソフ トウエ ア ・シ ェア リ ング

第2の 資源 共用 の 形 態 で あ る ソ フ トウエ ア ・シェア リング とは 、 ネ ッ トワー ク内の コ ンピ ュ'一

夕 ・シス テ ムが有 す る ソフ トウエ アを 、手 近 か な コ ンピ ュー タか ら利 用 し よ うとす る もの で あ る。

ソ フ トウエ ア ・シ ェア リン グが必 要 と な る背 景 と しては 、高 度 な ソ フ トウエ ア に対 す る需 要 が増

加 す る一 方そ の 開発 が極 め てユ ーザ ーに負担 を荷 す ことが あ げ られ る。 ソフ トウエ ア ・シ ェア リ

ング に よって 、利 用 者 は問 題 の解 決 にあた って 自己の所 有 す るコ ン ピュー タ にあ っ た形 で ソ フ ト

ウエ アを作成 した りあ るい は変 換 した りす る ことが不 必 要 にな る。 場合 に よ って は、特 別 な機 能

を もった ハー ドウエア での み利 用 で きる ソフ トウエ ア を使 用 す る こ と も可能 と な る。 ネ ッ トワー

ク全 体 か らみ る と、 同種 の ソ フ トウ エアが 物理 的 に存在 す る場 所(コ ン ピュ ータ)を 最 小 限 に と

どめ るこ とがで き る。 この こ と は ソ フ トウエア の保守 に と もな うコス トを軽 減 す るば か りでは な

く、 ソ フ トウエ アの 信 頼 度 を も高 める ことにな ろ う。

(3)デ ー タ ・シ ェア リン グ

資 源共 用の 第3の 形 態 であ るデ ーータ ・シェア リングは ネ ッ トワー クを媒 介 どして種 々の デ 一-B・

を 共用 しよ うとす る もの であ る。 この デ ー タ ・シ ェア リング は 前2著 す なわ ち ロ ー ドiシ ェア リ
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ング、 ソ フ トウエア ・シ ェア リ ング とは幾 分異 な った 意味 あい を もっ てい る。 す な わ ち前2者 の

利 用 形態 は あ る意味 で コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に密 着 し た形 での従 来 の コ ンピ ュー タ利 用形 態 の

拡 張 とみ る ことが で きる。 と ころが デ ー タ ・シ ェア リング は コ ンピ ュー タ を離 れて 、 情報 流通 の

問題 と大 きな 関連 を もって い る。従 来 の 情 報 流通 にお いて は組織 体 内 あ るいは組 織 体 間 で 、種 々

.の 情 報 が種 々の 形 態 で伝 受 さ れ、 処理 され て きた。 ネ ッ トワー ク を この情 報流 通 の過 程 に利用 す

るこ とに よ り、必 要 な 情報 が ネ ッ トワー ク を通 して迅速 に入 手 で きる よ うにな る。 コ ン ピュー タ

・ネ ッ ト.ワー クを デ ー タ ・シ ェ ア リングに基 づ く情報 ネ ッ トワー ク とし て把 え るこ と も可能 で あ

る。 ネ ッ トワーク で は、 い ろ い ろ な型 式 を もったデ ー タベ ース が 、 そ れ ぞ れの コ ンピ ュー タ に付

属 して設 置 さ れ てい る。 あ る問題 の解 決 にあ た って、そ の問 題解 決 に必 要 な デ ー タ を管理 してい

る コ ジ ピ ュ一 夕 で処 理 を お こな うとい う従来 の 形 態の ほ か に、問 題 を処 理 す る コン ピ ュー タと必

要 な デ ー タベ ース を有 す る。 コ ン ピ ュー タ とが別 の もの で ある と い う状 況 も考 え られ る。 また 、

.ひ と?の 問 題 を処 理 す るの に ネ ッ トワー ク内 に分散 してい るい くつ か のデ ー タベ ー ス にア クセ ス

.す る必 要 が あ る こ と もあ ろ う。 こ の よ うにネ ッ トワー ク内 に分散 した い くつか のデ ー タベ ース を

自由 にア ク セス す る手 法 を.DDBA(DistributedDataBaseAccessing)と よん で

い る。 デ ー タベ ース ほデ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムを通 して ア クセ ス され るが、現 在 多 くの デー タ

.,・ベ ース管理 シ ステ ム は それ ぞ れ異 な っ た構造 で デー タベ ース を構 成 して い る。 それ ぞ れの 相 違は

、デ 「 タベ ース の物 理 的 お よび論 理的 構 造 にお け る相違 だ けで な く、 デ ー タベ ース を ア ク セス あ る

'いは操 作 す るた めの言 語 も異 な6て いる
。 したが って、DDBAを お こ な うた めvaは 、 各 種の デ

ータベ ース ある いはデ ー タベ ース 管 理 シス テム を操作 で きる よ うなハ イ レベ ルの 言 語 が必 要 とな

る 。.・ ・

2.2.4交 換 方 式

さて、 最 後 にIMPお よびHOSTを つ な ぐ交 換 方式 の形 態 に つ い て述 べ る。 交 換方 式 は次の よ

うに分類 す る ことが で きる。

蓄積交換工 ∴ 璽

●

♪

7

●

回 線交 換 方 式 とい うの は物 理的 に一 対 一 で コ ンピ ュータ と コ ンピ ュー タを つ な いで い く方式 で これ

に は空 間分割 型 と時分 割 型 とが あ るが 、い ず れ に し て も概 念 的 には コ ンピ ュー タと コ ンピ ュー タ を

回 線 で一対 一 につ な い で い くと い う方 式 を と ってい る。 蓄 積 交換 と い うの は、IMP交 換機 の方 に

蓄 積機 能 を もたせ メ ッセー ジ交 換 、パ ケ ッ ト交換 とい う形 で、 あ て先 を振 り分 けなが ら情 報 を伝 達

す る とい う方 式 をと っ てい る。 一 般 的 にい っ て両 者をつ な ぐデー タ量 が 多 い場 合 には、 回 線交 換 方
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式 が有利 で あ り、 デー タ量 が少 な くネ ソ トワー クの 中 を入 り乱 れ るとい う場 合 は、 メ ッセー ジ交 換

や パ ケ ッ ト交 換が 有 利 に な って くる。

2.2.5コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ー クの技 術的 問 題 点

コ ンピ ュ　 タ'ネ ッ トワー クは・ 現在ARPAを 始 めか な りの数 の もの が開 発 され 一くい るが・ そ

の 多 くは実験 的 な もの で あ り技 術的 な問 題 の解 決 の 多 くはむ し ろ将 来 の課 題 と して残 され た ま ま に

な って い ると いえ る。

ARPA等 の 研究 成 果 から す くな くと もつ ぎの こ とが いえ よ う。

① デ ー タ伝 送は 、 コ ンピュ ータ ・ネ ッ トワー ク とはSijの独立 した問 題 で あ る。.デ 「タ伝 送 にお

い て考 慮 す べ き主 な点 は機 器 相 互 間の イ ンタ フ ェー ス や プ ロ トコ ール の 単純 な こと、端 末 ・回

線及 び制御 系の故 障 ・障 害 の 発生 率 が 小 さく・ 伝送 上 の謝 率 」es・j・]1}1'こと漠 号 ・・ 一 『

ッ い 速度 等の 異 な る シス テ ム間の 情報の 転送 が 円滑 で あ るこ とな どが あ げ られ る○

② パ ケ ッ トス ウィ ッチ ング は可 能 で あ る。

③ コ ンピ ュータ ー コ ン ピ ュー タ プ ロ トコー ル}ま未 だ模 索 の状 態 にあ り最 良 の もの は で きあが

って いな い。

④ 同機 種 系 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの場 合 は問 題 は な い。

⑤ 下 手 に定 め られ た プ ロ トコール は 、 あと あ とや っか い な もの に なる。、

さて、次 に コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 技 術 的問 題 点 を列 挙 す る と、次の よ うに な ろ う。

(1)ハ ー ドウエ ア

①IMP用 の ハ ー ドウエ アの 開発

②HOSTとIMPと の イ ン ターフ ェー ス

(2)ソ フ ドウエ ア

① 既 存 のOSが 、 は た し て コン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワー ク に組 み込 め るか ど うか 。

② 言 語 の標 準化

③ メ ッセー ジ ・コ ン トロール ・オ ログ ラム

④IMPモ ニタ

⑤ ネ ッ トワー ク ・コン トロール ・プ ログ ラ ム

(3)ネ ッ トワー クの 制御

① プ ロ トコル

② 伝送 制御 方式 の標 準化

③ パ ケッ テ ィ ング方式

④ バ ッ フ ァ リング方式

⑤ ネ ッ トワー クの トポ ロジ ーの 最 適化

⑥ 障害 対 策

(4)ネ ッ トワー ク ・マ ネー ジ メ ン ト

① 機 密保 護対 策
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② デ ー タベ ー スの イ ンタ ー フ ェース

③ 拡 張 性 の確 保

④ ア カ ンテ ィン グの問 題

⑤ 保 守 問題

⑥ 経 済 性 の検討

(5)そ の 他

① デー タ交 換 方式(ス ウィ ッチ ング方 式)

②'ネ ッ トワー クの ス ーパ ーバ イザ ー

.2.5コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 比 較

,次に、現 在 開 発 され て い る コ ン ピュータ ・ネ ッ トワークを特 に ネッ トワーク構成 に注 目 して紹 介 す る。

2.5.1コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク構 成上 の比較

それ ぞ れの コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク を比 較 す る と・表2-1の とお りで ある。

2.'5.2コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの事 例

(1)ARPA』'

1'967年 の 中頃 に検 討 を始 め、1969年 末 に地 理的 に離 れ た4つ の シス テ ム を接 続 した。研 究

用の ネ ッ トワー クで は あ るが 、現 在 ネ ッ トワ ーク に接 続 され て い るコ ンピ ュータは米 国 と ヨー ロ

ッパ を含 み40台 を越 え て い る。 結 合形 態 は 、分散 型 異種 コ ン ピ ュー タ に よる構成 で あ る。

ネ ッ トワー ク 自身 は 、IMPあ るい はTIPと 通信 回線 で構成 され 、各IMPあ るい はTIP

va-HO'ST、 端 末 機 な どが ぶ ら下が る構 成vaな ってい る。2地 点 間 には 必ず マ ルチパ ス が存在 す

る よ'うにネ ッ トワー ク を構成 し てお り、信頼 性 の 向 上 を図 って い る。 また 、 それぞ れのIMPの

ソ フ トウエ アは同 一 で あ り、変更 はネ ッ トワー ク 自身 を通 じ て一 斉 に行 うこ とが で きる。

'
HOST:Aか らBに 情 報 を送 る時 には 、AのIMPあ るい はTIP経 由 で送 り、 それ が、 隣

接 す るIMPあ るい はTIPを 中 継 し.目 的地BでIMPあ るい はTIPを 経 由 してHOST:

Bva入 る。 ネ ッ トワー ク上 の伝送 は パ ケ ッ ト(1,000ビ ッ ト単位)で バ ラバ ラに行 われ る。 パ ケ

ッ トに はHOSTが 行 き先 の ア ドレス を付 加す る。'

^ARPAで は
、HOST間 で授 受 す る情 報 は パ ケ ッ トに分 割 さ れ て送 信 され るの で 、個 々の パ

ケ ッ・トを受 信側 のIMPva伝 達 す る場 合 、その 経路 の決 定 が問題 と なる。ARPAで は、パ ケ ッ

トをU(vaど こ に送 るか は、 その つ ど判 断決 定 され る よ うにな って い る。 す なわ ち、送 信 元のIMP

が パ ケ ッ トを転送 す る時 に は、 まず 受 信側 のIMPに 要 求 を出 し て、必 要 な だけの スペ ース を予

約 させ るの で あ る。 受 信側 か ら 予約OKの 返 事 があ クた時 に初 め て メ ッセージ の転 送 を開 始 す る。

これ は、 回線 とIMPが こん で いれ ば 、パ ケ ッ トをネ ソ トワーク に入 れ な い とい うこ とを意 味 し

てお り、ARPAの 基 本 的 思想 の'1つ で あ る。

異機 種の 間 で リソ ース を利 用 し合 う時 に、最 も重 要な 問題 と して、 デー タス トリーム の意 味 が

それぞ れの 機 種 に よ って異 な る とい うこ とが あ る。ARPAで は この 問題 の解 決 の た め に、 ブ ロ

ー22一
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表2-1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 比 較'tt

ー

N
◎◎

ー

ネッ トワーク NETWORK/

名 ARPA CYBERNET DCS MERIT NPL OCTOPUS IBM-TSS TUCC

比較項 410

稼 動 開 始 日 1969 1969 1968 1970 1971 1965

ネ ッ トワ ー ク
の 形 態

分 布 形 分 布 形 分 布 形 分 布 形 集 中 形 分 布 形 集中形 注1)
分布形 注2) 分 布 形 集 中 形

コ ン ピ ュ ー タ

の 構 成 異 機 種 異 機 種 異 機 種 異 機 種 異 機 種 異 機 種 異 機 種 同 機 種 同 機 種

ノ ー ド 数 34 36 9 3 12 27 10 9 4

ネ ッ トワ ー ク

の 領 域
ア メ リカ全域 ア メ リカ全域

カ リフォル ニア

大 学(ア ー ピン)
ミ シ ガ ン 州 ヨ ー ク タ ウ ン NPL LBL ア メ リカ全域

ノ ー ス カ ロ ラ

イ ナ 州

計算機の規 模 複 合 大 ミ ニ 大 大 大 大 360/67 IBM360
オ

通信交 換 用マシン
Heneywell

DDP516,316

Widoband

Switch

リ ン グ イ ン タ

フ ェ ー ス
PDP-11/20

IBM
360/91 DDP-516 PDP-6 IBM2701 IBM2701

回 線 形 態 交 換 回 線 交 換 回 線 交 換 回 線 交 換 回 線 交 換 回 線 直 結 回 線
交 換 回 線

直結回線注1)
交換回線 注2) 交 換 回 線 直 結 回 線

交 換 方 式 蓄 積 交 換 回 線 交 換 リ ン グ1束 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換 蓄 積 交 換 『

伝 送 媒 体 賃 貸 回 線 賃 貸 回 線 同軸 ケー ブル Telpak 貸借半2重回線 同軸 ケ ーブ ル 同軸 ケ ー ブル DDD Telpak

デ ー タ 伝

送 率(bps)
50,000 40,800

キ ロ

200-500
2,000 40,800 1,000キ ロ 12メ ガ aoOO

40,800

「
46,800

伝 送 モ ー ト ア ナ ロ グ ア ナ ロ グ デ ィ ジ タ ル ア ナ ロ グ ア ナ ロ グ デ ィ ジ タ ル デ ィ ジ タ ル ア ナ ロ グ ア ナ ロ グ

メ ッ セ ー ジ

フ ォ ー マ ッ ト
可 変 長 固 定 長 固 定 長 可 変 長 一 固 定 長 可 変 長 可 変 長 可 変 長

メ ッ セ ー ジ の

大 きさ(最 大)
8,095ピ ッ ト 1,024字 900ピ ッ ト 240字 一

1,024ピ ッ ト

注1)

3,780キ ロピジト

1,⑳8ヒ ∪ ト注 力

8,192ピ ッ ト 1`000・ 句 ト
L

'

注1.フ ァイル 伝 送2.テ レ タ イ プ



トコルの 大部 分 を統一 した表 現 を用 い る とい う考 え方 で 開 発 して い る。 変換 方 法 をい くつか 規定

してお けば 、HOST間 の差 異 を吸収 して統 一 表現 でネ ッ トワー ク を使 え るはず だ とい うの が そ

の根 拠 に な って い る と いえ る。

●

の

図.2-4ARPAネ ッ ト ワ ー 『ク

■

{2)CYCLADES－

シ ク ラー ドは フ ラ ンスの国 家 機 関IRIA(情 報 処理 研究 所)が 開 発 してい るコ ン ピ ュ・一夕 ・

ネ ッ トワー ク で あ る。 その 主 要 な 目的 は 、複 数 デ 一夕ベ ース ヘア ク セス す る こ とで あ る。 標準 機

器 を使 用 し、OSの 変 更 は最 小 限 に し、 設計 上 の努 力 は拡 張性 の あ る柔軟 な プ ロ トコ ール の構 成

に む け られて い る。結 合 形 態 と し ては分 散 型異 種 コン ピュ ー タ によ るネ ッ トワー クに な っ てい る。

1972年 に開始 され 、1973年5月 にHOST-HOST通 信 がテ ス トされ 、同 年6月 に

1つ の ノー ドでパ ケ ッ トス ウイ ソチ ン グが導 入 され た。 ネ ッ トワー クは、 図2-5の とお りで あ

る。回 線及 び モデ ム は フ ランスPTTが 無料 で提 供 してい る。

シ ク ラー ドは従 来 の0.S.で ユ ーザ プ ログ ラム を実 行 す るプ ロ トコール か ら開 始 し、 パ ケ ッ ト

ス ウィ ッチ ングプ ロ トコー ル、 仮 想端 末 プ ロ トコ ール へ と進 ん だ。

一24一
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`

HOST間 は 、STと よ ば れ る ソ フ ト ウエ ア(ARPAのNCPに 相 当)と 通 信 ネ ッ ドを介 し

て 通 信 が 行 わ れ る。 このSTは 、HO・ST内 に 複 数 個 存 在 す る。 ・ 、

,通 信 は レ タ ー に よ っ て 行 な わ れ る。 つま りプ ロセ ス、 ユ ー ザ ー、 機 器 等 か ら レ タ ー は 、 そ の 区

域 のSTに 渡 され ネ ッ トを 通 じ適 当 な ア ドレ ス のSTに 運 ば れ 、 目 的 地 に到 達 す る。 ま た 新 しY・

バ ー ジ ョ ン を テ ス ト した り、 特 別 なサ ー ビ ス を 行 っ た り、 他 の ネ ッ トの ホ ス トと の フ'ロ トコ ー ル

通 信 す る た め のSTも 設 置 で き る。 モ ニ タ リ ン グ や ダ イ ア ノ ス テ イ ク ス も こ の レベ ル で 行 な わ れ

る ・t
t ,』'・ ・i-.

STは ・ レ・一 か らパ ケ ・・:ぽ つ くるル ターは 編 情 報 附 加 され河 合旨な らば い くつか の

レターが まと め て1つ の パ ケ ッ トにっ め鳥うれ た'り、 あるい は長 い レ ターは 複 数 のパ ケ ッ トに分 割

さ れ る。 、.."-t-t.t・

旬

◆

レジヌ(D。 一

o

トウル ーズ(1)

`4
.8Kbs

__一 一48Kbs(19'74・'4予 定)

()数 字 ノ ー ド数

ロ ッカンク ール(3)

(IRIA所 在 地)

グ ル ノ ー ブル

.(1)

[

図2-5CYCLADESネ ッ ト ワ ー ク

〒25一



(3)OCTOPUS'

米 国 原子 力委 員 会(AEC)か らの契 約 を もとvaカ リフォ ル ニア大 学 ロー レ ンス研究 所 に よっ

て運営 され て い るbそ の 主 目的 は核 反応 の シ ミュ レー シ ョ ン を行 うこ とに あ る6周 辺 装 置 群 を利

用 す るた めの ネ ッ トワー クは 、集 中形 構 成 テ レタイ プを利 用 す るた め のネ ッ トワー クは
、 分散

構成 と な って い る。` 、'

`ata

Celctlon

TTY

PDP-8

TTY
PDP-8

TTY

PDP-8

to

sto

7600

R

6600

M

冶

リーダ プリンタ

図2-60CTOPUSネ ッ ト ワ ー ク

OCTOPUSの 最 初 の概 念 は名 前 が示 す よ
.うに,"足"と な るコ ンピ ュー タ群 と その 間 の情 報

い 　ぐ ロ ロ

を㌣ トa－ ノレす る 頭 と な る'ン ピ;"一 夕 を もつ こ とであ った・ しか し・ この 構成 は あ る1

?¢)コ ンポ ー ネ ン トの 崩 壊 が 他 に影 響 して しま うとい う弱点 を もち、 現在 は よ り複雑 で分散 的 で

あ る。 各 々 が独 自の機 能 を もつサ ブ ネ ッ トワー ク よ り構 成 され 、各 サ ブ ネ ッ トワーク はそ の 、"

と して コ ンセ ン トレー タ ー と呼 ぶ小 さ なコ ン ピ ュー タ を持 って い る。 コンセ ン ト.レ一夕 ーは各 ワ

ー カ7コ ンピ ュー タ及 び サ ブ ネ ッ トの 機 能 を形成 す る各種 装置 に?な が って いる
。 ワー カー コ ン

ピ ュー タ は ユ ーザ ーの 指 定 した プ ログ ラム を実 行 す る。 ワー カ ーの オベ レーテ ィ ンノ シス テ ムは

タ イ ム シ ェ ア に な っ て い る。

シス テ ム プ ログ ラ ム の 機 能 は フ ァ イ ル を蓄 積 、 ロ ケ ー ト.検 索 し、 メ ッ セ ー ジ の 流 れ を コ ン ト

・一・・し・'一 ザ ーカ グ ・ ムか ・の 要求 を転 その 実行 を デケ ジ ー〔 ・し・ア カ ウ ・テ ・ ・

グ及 び、 障害 対 策 を と る こと で あ る。 ユ ーザ ーは 端 末 を通 じ て ネ ッ トワーク と通信 す る。 適 当 な

入 力 でユ ーザ ーは希 望 す る プ ログ ラム を選 び、指 示 やデ ー タ を与 え る。実 行す るユ ーザ ープ ログ

ラム と、 ワー カー オペ レー テ ィ ング シス テ ムへの メ ッセ ージ は簡 単 なル ール に よ り区別 され る。

イ ンタ ラク シ ョ ンは ユ ーザ ー、 ユ ーザ ー プ ログ ラ ム、 シス テ ムの3段 階 であ る。

一26一
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(4)TYMNET

米 国 タイ ム シ ェア 社 に よ る商 用 コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク であ る。米 国 と ヨー ロ ッパの70

以 上 の都市 を結 んで お り、 マ ルチ リ ング分散 型の 異 種 コン ピュ ータ に よ る結 合形 態 を と って い る。

この ネ ッ トワー クには い くつ かの 情 報 ネ ッ トワー クが 乗 って いる。 た とえ ばバ ッテル 研 究所 の大

規 模情 報検 索 シス テ ムBASISあ る いは医 学情 報デ ー タバ ン,クと'して有 名 なMEDLINEな

どがTYMNETネ ソ トワー ク を通 してアク セスが 可 能 に な って そ る。

(5)MERIT

・シガ・燥 ・エ・・州立大学及 び・シガ・州立大学の ・大学⇔ ピ÷一腔 結ξ ・角分

散 型ネ ッ トワrク で あ る。 コ ン ピュ ー タ はIBMとCDCの 異 種結 合 にな って い る。

研 究 用 ネ ッt`トワー…,クで は あ るが1972年 以来 運転 してい るb"

●

4

MSU

CDC6500

HOST

ミシガ ン大 学 ,

TSS

IBM
360/67

ウエイン州 立 大学

TSSIBM

360/67

ψ

'

図2-8MERITネ ッiト ワ ー ク

その主 目的 は教育 学 術用 のTSSお よび リモ ー:トパ ッチ処 理 を行 うこ と にあ る。
i

－28一



白

、

●

(6)TUCC

ノ 一一ス カ ロ ラ イ ナ 州 の3大 学 コ ン ビ=・ 一・・タ を 結 ぶ 集 中 型(ス タ ー 型)コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ

ー ク で あ る
。IBM370/165を 中 心 と し た 同 種 コ ン ピ ュ ーーータの 結 合 形 態 を と っ て い る。

－
Char1・tt・

Ibbrham

　ざ

＼

』ゾ

.!

・1ケ 所

02ケ 所 以 上

Ash6ville2

Charlotteユ 、2.、

DUrham3

Eli・ab・thCi't'y
、・2.

Greensboro'4"『 ・"」'

Raleigh・ 』・3

WinstOn-'JSalern'.3・..…

Wilmi・gt・n'-2図279TUCCネiYト ワ ー ク
、

.・・『' '

(7)C-YB.ER]N.E .T'

CD.Cが 作 成 し`t・*・`ト ワー ク で晒 で最初Q商 用'ン ‥ 一 夕 ●ネ ・ トVrク で あ り・CDC

の 各種 デ ー タ・・セ ン ター をネ ッ トワー クで結 ん だ もの で あ る。

PalaHoMinelisBeston

Detreit

660b

66.00N,wY。,k

◎

'

、注L・ ・A・ge1・ ・

区㌶㌧ ◎
一一一音辮 域回線Housten

.W・ ・hi㎎t。n

図2-10CYBERNETネ ッ ト ワ ー ク

分 散 型 の 結 合 形 態 を・と っ て い る が 、 コ ン ピ ュー タ は 同 種 で あ る。
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(8)COINS

パ ケ ッ ト・ス イ ッチ ング方 式 を古 くか ら採 用 し てい るコ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ7ク で あ る。 構

成 は3台 の異 種 コン ピュ ータ を集 中型(ス タ ー型)に 結 合 してい る。現 在 の と ころハ イ レベ ル ・

ブrト ・・レは用 意 され て な いD・.'3台 の ・ ンピ=一 夕に徹 した デー 六 一 スへ の アン セ スが主

体 で ある。

(9)MARK皿

米 国GE社 に よ る商 用 コ ン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワーク で あ る。 結 合形 態は 集 中型 同種 コ ン ビュー一

夕に よ るネ ッ トワー ク であ り、 ク リーブ ラン ドの セ ンター-vaは100台 を 越 え る コン ビ=一 夕群

が あ る。世 界の 約300都 市 を結 合 して いる国 際的 ネ ッ トワー ク であ る。

00DCS

カ リ フォル ニ ア大 学 で開発 した学 内 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク であ る。 ネ ッ トワー ク は リン

グ 型 で異 種 コ ンピ ュー タ で構 成 され て い る。

aDNpL

英 国 の 国立物 理 学 研 究 所(NPL:NationalPhysicalLaboratory)で 開発 して'L・

る研 究用 ネ ッ トワー ク で あ る。 分散 型異 種 コ ン ピュ ータに よ って構 成 され て い るが、 パ ケ ッ ト・

∴ス イ ッチ ングの 新技 術 に特 徴 が あ る。

02VIPERIDAE計 画

VIPERI・DIAE計 画 はベ ル 研 究 所 の地 理 的 に分散 した8つ の研 究 所 が3ケ 所 に分 散 設 置 され

,
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図2-11ペ ル 研 究 所Vipcridacネ ッ トワー ク計 画
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鵬

た大 型 コ ン ピュ ー タ を利 用 で き るよ うにす る も一の悪 あ一る。3セ ンターQ370/165ASPシ ス

テ ム は標 準通 信 制 御装 置 、ベ ル シス テ ム303Cデ ー タ セ ッ ト及 びベ ル システ ムの50KB伝 送

路 に よっ て相互 に接続 され てい る。

a3)PCIの コ ンピュ ー タ ・ネ ヅ トワー ク計 画

これ はパ ケ ッ トデ ー タ を伝 送 す るた め に通 信 業 者 か ら広帯域 の 伝送路 を借 用 して ミニ コ ンに よ

り端 末 と コ ン ピュー タお よび コ ンピュ ータ間 を結 合 す るネ ッ トワー クを提 供 しよ うとす る もの で

あ る。一 連 の標 準 ネ ッ トワー ク プ ロ トコ ル によ り各顧 客 が使 用 して いる言 語 とは独立 に動 作 す る

こ とが可能 とな っ て い る。

図2-12に あ るPSP(PackedSwitchingProcessor)の 基 本機 能 と して は接続

され て い る カス トマ コ ンピュ ー タ か らメ ッセ ー ジ を受 け その メ ソセー ジ をパ ケ ッ トに分割 し再編

成 して 目的 の コ ン ピ ュー タに送 るこ とに あ る。 逆 にPSPが 接 続 され'てい る コンビ=・ ・一夕に対 す

る ア ドレス を もっ たパ ケ ッ トを受 け取 ると受 信 パ ケ ッ トにエ ラーの ない事 を確 か め て メ ッセ ー ジ

に再 組 立 て し て コン ピュー タに送 りこむ こ と も行 う。端 末 か らネ ッ トワーク につ なが って い る コ

ン ピュ ータへ の ア クセ ス はTAPに よ って提 供 され てお り各TAPはPSPを 通 してネ ッ トワー

クに接 続 され る。

遠隔地の端末

ら

●

区域 内 公衆RJE(RemoteJbbEntry)

回続 接続 接続

.TAP

他のPSPへ

(他 の都市)

カス トマ
コン ピュ一夕

他のPSPへ

(他 の都 市)

注

TAP=TerminalAccest

processor

PSP=PackedSurtching

P「ocesso「

mJ)C=multiplexer

TAP

TAP

RJE接 続 区域内公衆 専用線

専用線また 回線接続 接続
は公衆回線

区域内公衆回線
接続

私設線
接続,

・ 図2-12PCIネ ッ ト ウ ー ク 計 画
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この ほ か に もEC諸 国のEIN、 ス ウェ一一デ ンのSAMCOM、 カナダのCANUNETな ど

多 くの コ ンピ ュータ ・ネ ッ トワー クが計 画 な い し開発 中 で ある。

ωJIPNET

情 報 処 理 開 発 セ ンター(JIPDEC)内 に あ る、FACOM、NEAC、HITACの3機

種 の コ ン ピュ ータ を 、ホス トと して相 互 に連 結 して い る。 現在 は、末 だ イ ンハ ウスの シ ス テム で

あ るが将 来 は、 外部 の ネ ッ トワー クと か、 シ ス テ ム とか の結 合 を考 えてい る。 この 実験 の主 要 な

、目的 は 次 の とお りで あ る。

① 異 な る3機 種 のハ ー ドフェ ア、 ソフ トフ ェア、 デ ー タ セ ッ ト等 の限 界 を除 き、総 合 して リ

ソース を利 用 す る こと。 ・

.② プ ログ ラ ムやデ ータ フ ァイルの 互 換 性 を、標 準化 とは異 な るアプ ロー チ に よ り確保 す る こ

と。

③ 漢 字入 出 丸 図形処 理装 置 、 マー ク リ一 夕等 の特 殊 周 辺装 置 を どのCPUか ら も共 用 す る

こ と。

④TSSに 於 て端 末 か ら どの シス テ ム で もアク セ ス可能 にす る こ と。

.異 な る機 種 の マシ ンの結 合方 法 と し て、IMPを 介 したARPA型 の結 合 を採 用 して い る。 ネ

ジ トワー クの機 能 と して以 下 の 実現 を 目 ざ して い る。

①CJP(Co6peratedJobProcessing)

ネ ッ トワー ク内の 複 数の ホ ス トが 、一 つの ジ.ヨプを共 同 して行 う。JIPDE'Cで は、H-

8450の グ ラ フィック デ ィス プ レ イ とF60の デ ー タベ ース と高速 演 算能 力 を利用 で きるシ ス

テ ム を考 えて い、る。.・..lt.Ntt-:

②AJI)(Automatic,JobDispatching)
'ttt

ソ フ ト'ウエア に は ネ ッ トワー ク ,と既 成 のOSと の イン タフ ェイ ス を司 どるNCP(Netw-

lbrkControll)rbgram)と 、IMP内 に あ りネ ッ トワー ク上 の デ ー タ コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンの 一切 を管理 す るMCP(MessageControlPr・ σgram)の2つ が ある。MCPに は

IMPの サ プネ ッ ト上 の デ ー タ転 送 に か か わ る コ,ントロール をで きる だけ もたせ 、NCPに は

各HOST依 存 の もの をで き るだ け吸 収 しよ うと して い る。

・プ ロ トコー ル ぽ、 次 の5つ の レベ ル を 考 え て い る。

D・ ゴ ミュ ニ ケー シ ョ ン ・サ ブ ネ ッ トの効 果 的 な運 転 を実現 す るた めのIMP-IMPプ ロ ト

コ ー ノレ 」'…

jDHOSTとIMPの イ ン タ フ ェ イ ス を規 定 す るHOST-IMPプ ロ トコ ー ル

m)HOST同 志 の コ ミ ュ ニ ケ ー ト用 のHOST-HOSTプ ロ トコー ル

iv)対 ユ ー ザ ー の プ ロ トコ ー ル の 基 本 的 な も の 。 具 体 的vaは コ マ ン ドと い う形 で 実 現 さ れ る。

V)ハ イ レベ ル ブ ロ トh－ ル 、 通 常 ユ ー ザ ニの 利 用 ず る コ マ ン ドで 、L－ ザ ー との イ ン タ フ ェ

・ イ ス を と る。

以 上 の よ うな プ ロ トコ ー ル の 処 理 が 、NCP、MCPの 重 要 な 部 分 を 占 め る。

-32一
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③DDBA(DistrifutedDataBaseAccessing)

各HOSTに 散 在 す る デ ー タ ベ ー ス に 自 由 にア ク セ ス す る た め に は 、汎 用 の デ ー タ管 理 が 必

要 で あ る が こ れ をJIPNETの 大 き な柱 の1つ と考 え て い る 。

DDBA(DistributedDataBaseAccessing)実 現 に は 、 変 換 とい う問 題 が あ

る が 、 そ れ に は 次 に示 す よ う に い くつ か の 種 類 が あ る。

i)ビ ッ トレベ ル の 変 換

各 コ ー ドの 違 い 、 た と え ばFACOM、HITACは 今 の と こ ろEBCDICコ ー ドを使

用 して.いる が 、NEACは 、BCDコ ー ドを 使 用 し て い る 。

iDフ ロ,一テ ィ ン グ ・デ ー タ と か フ ィ ック ス ド ・デ ー タ と か の デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト ・Vベ ル

の 変 換

jij)ハ イ ・ ラベ ル ・ラ ン ゲ ー ジ に 基 づ く、FORTRANの デ ー タ 、COBOLの デ ー タ等 の

レベ ル の もの

iv)ホ ス ト特 有 の10CS、 デ ー タ 管 理 に デ ィペ ン ドす る レ ベ ル の も の

V)一 番 困 難 な もの と し て デ ー タ ・ス トラ ク チ ャLも 含 め て フ ィ ジ カ ル なYッ ピン グの .レベ ル

こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る に 際 して 余 り無 理 を して も、 効 率 の 良 い もの は 出来 な い と い う判 断

か ら イ ン プ リシ ッ トに標 準 コ ー ドを 設 け て い る。 コ ニ ドの 異 な るHOST間 で は 、 常 に 標 準 コ

ー ドを 通 す こ と に な っ て い る
。 各 マ ッ ピ ン グ の レベ ル と か 、IO'CS』 の レ ベ ル と か は 、 可 能 な

限 り各 々 のHOSTの 範 囲 で 吸 収 し よ うと して い る。
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第3章 情 報 シス テ ム と して の コ ン ピュー タ ・ネ ソ トワー ク

5.1利 用 か ら み.た コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

この節 で はコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを利 用的側 面 か ら考察 する。'コ ン ピュー タ ・ネ ッ.トワー ク

は 資源 の共 用に主 た る効果 が ある が、そ の 共 用 にた っ て対象 業務 を処 理 した り特定 の 問 題 を解決 した

りす る点 にこそ効 用を見 出 すべ き こと はい うま で もな い。 も ちろん ネ ッ トワー ク を利 用 して処理 す る

対 象業務 や問題 に よ って、 ネ ッ トワー クの 構 成的 側 面 も影響 を受 け る こ とに なる。

一 方 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を、 その ネ ッ トワT－ク を構成 す る組織 体 とい う見地 か らみ る と、一:

企 業 内 ネ ッ トワー ク、企 業 間 ネ ッ トワー ク、 官庁 間 ネ ッ・トワー ク、あ るい は官 庁 と企業 間 ネ ッ トワ ー

クが 考え られ る。 この よ うにネ ッ トワ ー クを構 成 す る組 織 体 に よって、 ネ ッ トワー ク 構成の 際の 問 題

も異 なっ てこ よ う。

コ ン ピュ「 タ ・ネ ッ トワー ク は従 来 の コ ン ピュータ 利 用形 態 で あ る単 体的 利 用や タ イム シ,エア リ ン

グ的 利 用 とは異 なっ た面 を もって い る。

第1は 資源 共 用の 範 囲 が飛 躍的 に増大 す る こ とで ある。 第2は ネ ッ トワー クの 発 生的 な観 点か ら拡

張 性 が強 ぐ要 求 され る こ とで ある。 これ ま で に設 計 され た コン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クの 例 をみ て も、

既 存の コ ンピ ュー タ ・シス テ ムが 結 合 さ れ る こ とに よ って ネ ッ トワー クが構 成 され て い く傾 向 にあ る。

第3は ネ ッ トワー クの 拡 大 に と もない、 ネ ッ トワー ク 内の 資源 が不特 定 多 数 に よって利 用 され る こ とロ
で ある。."一

これ らの 点 を考 慮 す る と、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 設 計 に あた っての い くつ かの チ ェ ック ポ

!ン トがで て ぐる。 第1は 利 用者 が容 易 に ネ ッ トP－ クを ア クセス で きる こ とで ある。 この こ とは利

用者 が ネ ッ トワー クの構 成 を意 識 す るこ とな くネ ッ トワー ク 内の 資源 を容 易 にか つ 自 由 に利 用で き る

とい うこ とで あるσ いいか え れば 利 用者 の ネ ッ トワー クか らの 独 立性 とで もいえ よ う。 この独 立性 を

実 現 す るた め には、 とくに分散 型 異 種 コ ン ピュー タに よっ て構成 され る ネ ッ トワー.クに お いて は、 ぐ

一 ドゥェァ や ソ フ トウェア あるい は デ ー タベ ースの 共 用の た めの 標準 的 な利 用者 プロ トコ ルが 必要 と

な ろ う。 実際 ぐ一 ドウ ェアご とに、 ソ.フトウ ェア ご とに、 さ らに は デ三 夕ベー ス ご とに異 な った型 式

の 利 用言 語 や プ ロ トコ ルを 用 いるの で は一般 利 用 者向 き とは言 い難 い。..、

第2は ネ ッ トワー クの保 守 と信頼 性 で ある。 これ に はハ ー ドウ ェ アや ソ7ト ウェアの 問題 とデー タ

の 内容 に関 す る問題 が あ る。 ハ ー ドウ ェア上の 問題 と しては ネ ッ トワ[ク が常 に正 常 な形 で運 営.され

る よ うに保 守 す る と同時 に、 コン ビ ュー .タや コ ミュニ ケー シ ョ ン ・.ライ ンに不 調 が隼 じた と きの づ.ッ

ク ア ップ体制 と代替 処理 とが ある。 第3は 機 密保 護 の 問題 で ある。 ・

マン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク上 に展 開 され た情 報 ネ ッ トワー ク で伝 受 され る デ ー タに は、特 定 の組

織 体 での み利 用 され るべ き もの や 、 一 般 に公 開 で きな い もの が あろ う。 そ こで デ ー タ ある い はデ 一 夕

ベ 「 ス に対 す る ア'クセス を制限 す る必 要 が生 じる。 この 問題 は コ ン ピュ三 夕 ・ネ ッ トワー クが社 会的

装 置 と しての役 割 を演 じる時 代 に お い ては と くに考慮 が必要 とな ろ う。 第4は アカ ウン ティ ィグの 問
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題 で あ る。 先 に も述 べ た よ うに、 ひ とつの 対 象業 務 や 問題 を処 理 す るの に複 数 の コン ピュー タや ソ フ

トウェ アや デー タ ベース を 用い る こ と にな る。 そ こで ネ ッ トワー ク利 用 者 に対 しどの よ うな費 用体 系

を設 定 す るか がア カ ウンテ ィ ン グの問 題 で ある。

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク は コ ン ピュー タの 従来 の 利 用形 態 と異 な り、閉 じた組 織 体 に おげ る利

用か ら開 いた組 織 体 におけ る利 用 を指 向 してい る。 閉 じた組織 体 に おけ る コ ミュ ニ ケー シ ョンと開 い

た組 織体 におけ る コ ミュニ ケー シ ョン とでは質 的 な違 いが あろ う。 す なわ ち コ ミュ ニケー シ ョンの 基

盤 と しての言 語 の 確 立 と意 味 の設 定 に関 す る理 解 が普 遍的 な形 で お こな われ なけ れ ば な らな くなる
。

コ ン ピュー タの利 用形 態 と しての コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クへ の 移 行 は
、 いわ ば閉 じた組 織体 に

お け る コ ミュニ ケー シ ョンか ら開 いた 組織 体 におけ る コ ミュニ ケー シ ョンへ の移 行 とみ る こ とがで き

る。 これ か ら構 築 してい ぐ コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを利 用 しやす ぐかつ効 用の 高 い もの にす る た

め には上 に述 べ た よ うな視 点 か らの 考 察 が 必要 となる。

この 節 では は じめ に問題 解 決 や 業務 処 理 か らみた コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 利 用形態 を、 従来

の 単 体 的 あるい はTSS的 コ ン ピ ュー タ利 用形態 の発 展 的 形態 と して と らえ る
。 つ ぎに情報 流通 シス

テ ム と しての情 報 ネ ッ トワー クの 中で コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 果 す 役割 につ い て考 察す る。 亡

の コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クの 情報 流 通 シス テ ム と しての 利 用形態 は現 在 もい くつか の シス テム が

稼 動 して い るが、 将 来 に お い ての コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 重要 な利 用形 態 と なる で あろ う。

最 後 に現 存す る い ぐつ かの コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クを利 用的 立 場 か らそ の 問 題 につ い て検 討 を

行 う。
の

5.1.1コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の利用 形態

コ ン ピュー タお よび情報 処理 技 術 の 発展 に ともな い、 情 報 シス テ ムを とりま ぐ環境 や利 用者 の シス

テ ムに対 す る要 求 も大 きな変 革 を とげ て きた。 す な わち問 題解 決 や業 務 処理 に おい て、単 体 としての

コン ピュー タ利 用形態 あ る いはTS』S的 コ ンピ ュー タ利 用形 態 を とっ てい た環 境 での 情報 処理 と、 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク と しての 利 用形 態 におけ る環 境 での 情 報 処 理 とで はおの ずか ら方法 や 考 え

方 が異 な って くる。

コ ン ピュ二一タのTSS的 利 用形 態 に よっ て 中央 に あ る大 型 コ ン ピュ ー タ ・シス チームの機 能、 す 左 わ

ち処 理 能 力、 容量 、 ソ フ ト ウェア お よび デ ー タを利 用 して、遠 隔 地 の 端末 か ら問題 の解 決 に あた る こ

とが可 能 に な った。 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの ひ とつ の利 用形 態 を このTSS的 利 用形態 の延 長

線 上 に と らえ る こ とが で き る。 す なわ ちコ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク に結 合 さ れ た コン ピュー タ ある

いは端 末 か らネ ッ トワー クを通 して、問 題 解決 や業務 処 理 に適 した ネ ッ トワー ク内の コン ピ ュー タ資

源 を利 用 して情報 め 処理 に あた る こ とが で き る。'この こ とはTSS的 利 用形態 に く らべ て情報 処理 の

範 囲 を量 お よび質 の 面 か ら大 巾 に拡 大 した6

実 際 、現 存 す るい くつ かの コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク で は、 ソ フ トウ ェアや容量 を含ん だ意 味 で

の 多 種類 の コ ン ピュ ー タ処理 能 力 を相互 に利 用す る こ とを 目指 して設 計 され て い る。 この場 合 利 用者

は 自已の 解決 し エう と して い る問題 に適 した コン ピュー タ ・シ ス デ ム をネ ッ トワー クを経 由 してア ク

セ ス し、 そ の コ ン ピ ュー タの 機 能 を利 用 して問題の 解 決 に あた っ てい る。 この利 用形 態 を図 示 す る と
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図3-1の よ う に な ろ う。
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図3-1シ ス テ ムへ の アク セス

この 図 で は利 用 者 はXと い うコ ン ピュ ー タあるい は端 末装 置 を、 ネ ッ トワー ク を通 してシス テ ムA

ある い は シス テ ムBに 結 合 して情 報 の 処理 に あたる こ とを示 してい る。 この よ うにTSS的 利 用形 態

の 発 展 と して、 ネ ッ トワー ク に組 み込 まれ た多 種 類の(能 力や 機能 を もった)コ ン ピュ ー タ ・シス テ

ムの 中か ら特 定 の 情 報処 理 に適 した コン ピ ュー タを アク セス して問題 解決 に あた る とい う
、 コン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワー クの利 用形 態 は さ らにい くつ かの 利 用形 態 に発 展 す る
。

た とえ ば複 数 台 の コ ン ピュー タを同 時 に作 動 させ る こ とに よっ てひ とつの 問題 の 処 理 をk・こな うC

JP(CooperatedJobProcessing)と よば れ る利 用法 が ある。 勿 論 この よ うな処理 を

お こな うた め に は、 コ ン ピ ュー タ間の 同 期 を とった り、 特定 の コン ピュー タ に対 して プ ロセス を発 生

.させた り停 止 させ た りす るた めの 機能 が必 要 とな る
。 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クぞ は い ろい ろな型

式 を も った デー タベ ース が それぞ れの コ ン ピュ ー タに付 属 して設 置 され てい る。 そ こで ある問題の 解

決 に あた っ て、そ の 問題 解 決 に必 要 な デー タを 管理 してい る コ ン ピュー タで処 理 を お こな うとい う従

来 の形 態 の ほ か に、 問題 を処理 す る コ ンピ ュー タ と必 要 な デ ー タベ ースが 付属 して い る コ ン ピュー タ



とが別の もの で ある とい う状 況 も考え られ る。 さ らに は ひ とつの 問 題 を処理 す るの にネ ッ トワー ク内

に分 散 してい る い くつかの デ ー タベ ー ス を ア クセス す る 必要 が生 じる こ と も あろ う。 この よ うな状況

の も とで 必要 とな る機能 、 す な わ ちネ ッ トワー ク 内に分散 した い くつか の デー タベー ス を 自由 にア ク

セ スす るた め の手 法 をpDBA(DistributedDataBaseAccessiug)と よん でい

る。

この よ うに コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク は問 題解 決 や 業務 処 理の た めの情 報 処 理 を容 易 にす る と同

蒔 にそ の範 囲 を拡 大 す る こ とに よって、 情報 シス テ ムの 環 境 を変 革 した といえ よ う。 実際 、上 にあげ

た よ うな情 報 処 理 とい う観 点 か ら コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワークの 利 用形 態 を と らえ る こ ともで きる。

ま た、 一 方 で は次第 で詳 し く述 べ る よ うに情 報 流通 シス テ ムの 装置 と して コン ビ チータ ・ネ ッ トワ

・
一 クの利 用 を と らえ る こ と もで きる。 この 情 報 ネ ッ トワー ク におけ る コン ピュー タ ・ネ ッ トワーク で

は 個 々の コン ピ ュー タがデ ー タバ ン ク的 な機 能 を果 す こ とに な り、 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワーク とデ

ー タベー スの 関係 はそ の利 用形 態 か らも重要 な問 題 とな ろ う。.

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの効 用は上 に あげた よ うな分散 した い ぐつか の 資源 を利 用 してひ とつ

の 問題 の 解決 にあた る こ とが可能 にな るこ とで ある。 た とえ ば図3-2の 例 では コ ン ピュー タAが 、

コ ン ピュー タBの デ ー タベー スか ら必要 な デ ー タ をア ク セス し、 適 当 な情 報 処 理 をお こな い、 結果 を

コ ン ピュー タCの 周 辺機器 に出力 して い る。

●

ヂ

コ ン ヒ'ユ 一 夕

A

コ ン ビ'ユ ー タ

B

コ ン ピ ュ ー タ

C

⑤

'

`

図3-2資 源の 複 合的 利 用
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この よ うな コン ビL－ 夕 ・ネ ッ トワー ク に組 み込 まれた 資源の 複 合的 利 用形 態 はARPANETに

その 実例 をみ る こ とが で きる。 この例 では利 用者 が作 成 した フ ァ イル を超 大型 コン ビ三一 タの あ る カ

リフォ ルニ ア大学 に転 送 した。 こ こで大 型 コ ン ピ ュー タの 能 力 を生 か した 処理 をお こ ない、 その 出力

結果 をUSCと イ リノ イ大学 へ 転送 した。USCで は この 出力 を も とに等 高線 図 を作 成 し、 イ リノ イ

大 学 で は グラ フ ィ ック ・デ ィス プ レを もちい て 作図 を 泊 こなった 。

コ ン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワーク はTSSの 延長 と しての役 割 の ほ か に、 資源の 共 用に よ る有効 な情 報

処 理 系 あ るい は情報 コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ムの 役割 を ももっ て いる が、 この よ うな利 用形 態 の

機 能 を十 分 に生 かす にあ た っての 技 術 上の問 題 点 につ いて は3.1.・3節 で詳 し ぐ述 べ る。

5.1.2情 報 ネ ッ トワー ク

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を別 の側 面か ら眺 め る とコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク は 「コ ン ビゴー

タ よ る情 報 の コ ミュ ニケ ー シ ョン と処理 の体 系 を構 成 す る3つ の 要 素 と してデ ー タ通 信 ネ ッbワ ー ク

・コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク、 お よび 情報 ネ ッ トワー ク が ある、 これ らを図示 す る と次図 の よ うに

な る。

《,ン ピ。一。.ネ 。卜。一ク

通信 ネ ッ トワー グ

ロ

情 報 ネ ッ トワ ー ク

●

●

図3-3

デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク はデ ー タ を伝 受 す るた め に用 い る通 路 と しての ネ ッ トワー クで ある。 この

ネ ッ トワー ク は伝 送 ライ ン、 集 信装 置 お よびス イ ッチ ン グ機 構 な どか ら構成 され る もの で、 情報 処理

の た めの 機 能 とは分 離 してお く。 現 在 もっ と もよ く普 及 して いる デ ー タ通 信 ネ ッ トワー クは電話 回線

網 で あろ う。 した が って音 声 に よ らな い情報 の伝 送 も この 電 話 回線 網 を も ちい てお こなわ れ る こ とが

多 い。 も ちろん この よ うな デー タ通 信 の た め には 従来 と は異 な った集信 装 置 や信 号 が もちい られ る。

コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク は先 にも述 べた と う りい くうかの コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムを結 合す る

こ とに よっ て資 源の 共 用 をお こな うネ ッ トワーク で あ る、 また情 報 ネ ッ トワー ク は ある 目的 を もって

情 報 を交 換 す る た めの ネ ッ トワー ク で ある。・資 源共 用の 第3の 利 用形 態 と しての デー タ ・シ ェア リン

グで も融 れ た よ うに、 情報 ネ ッ トワー クは コ ン ピ ュー タ技 術 とは 独立 に発 展 して きて いる。 古 ぐは図

書 館 が情 報 ネ ッ トワー クの 拠 点 と して情報 の 流通 を た なって きた し、最近 では 専 門 化 した 情報 が複 雑 な

流 通過 程 を通 っ て伝 受 され て い る。 この よ うな情 報 ネ ッ トワ ーク を コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クや デ

ー タ通 信 ネ ッ トワー クの 上 で実 現 し ょ う とい うの が最 近の傾 向 で ある
。

、

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを利 用 した情報 ネ ッ トワー ク にお い ては、 流通 の対 象 とな る情報 の 内

容 や型 式 は利 用者 に とって 重要 な意 味 を もっ てい る。 そ こで ネ ッ トワ ーク、を通 して コ ミュニ ケー シ ョ

ン され る情報 の 発 生 と組 織 化 の 問題 が あ る。 す な わ ち発 生 した情 報 を どの よ うな形 で記述 整理 し、 蓄

積 して お くか とい う ことで ある。 情 報 ネ ッ トワー ク を通 して利 用 者 が情報 を利 用す る に あた って は、
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デ ー タベ ースへ の アク セス が可 能 で ある と同 時 に デー タの 内容 が どの よ うに して作 成 され たか を知 る

こ とは重 要 で ある。

情 報 ネ ッ トワー クを考 え る上 で見落 す・こ との で き ない もの に デー タバ ン クが ある。 デ ー タバ ンクの

機能は・いく獅 の頒 の情報を収集聾 するとともに雛 や僻 を起 敵 利用都 必要な鰍

をサ ー ビスす る こ とで ある。 之の よ うな情報 サ ー ビス は図 書 館 を例 にみ るま で もな く必 ず しもコ ン ピ

ュー タに よる もの ではな い が、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク に よる資源の 共 用 を考え た とき重 要 な応

用分 野 に なろ う。 現 に い ぐつ かの 情 報 サー ビス は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク を介 して拾 こな われ て

い る。 した が って コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 普及 に ともな い、 ネ ッ トワー クの 要 素 あ るい は情 報

拠 点 と してデ ー タバ ンクが組 み入 れ られ る こ とは十分 予 想 で き よう。

以 下 に情報 ネ ッ トワー ク にお け る コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの利 用の 可 能 性 に つい て述 べ る こ と

とす る。 こ こで と りあげ た コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 適 用業務 は、利 用形 態の 典 型 を示 す た め で

あ り、 した が って それ ぞれ の 適 用業 務 の 内容 に つい て は全 体的 には触 れ て いな い。

情 報 ネ ッ トワー クの基 本 的 な構 成 要素 と して は、 デー タ ベ ース 、 この ベ ース を使 用す るた めの ソ フ

トウ ェア及び ハー ドウェア、.ベ ー ス を利 用者 に接続 す る通信 ネ ッ トワー ク、 利 用者 の ノー ドに おけ る

情 報 入 出力装 置 な どが ある。 これ らの 要素 か ら構 成 され る形態 を図3-4か ら図3-6に 示 す。 現 在、

最 も普 通 な形 態 は図3-4の 集 中型 ネ ッ トワー クで ある。 集 中型 ネ シ トワー ク は、 た だ1個 の 中央 コ

ン ピュー タが通 信 シス テ ムに よる 遠 隔の 利 用者 ノー ドと接 続 され て構成 され る。 この 形態 は、図 書館

にお け る ネ ッ トワー クで しば しば み られ る。

●

4

/通 信わ トワーク＼

利用者端末

集 中型 情 報 ネ ッ トワー ク

分 散 型 情 報 ネ ッ トワ ー クの 例 と して は 、NationalLibraryofMedicineの ネ ッ ト

ワ ー ク が あ るo
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通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
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ホス ト・コン ピ ュータ

ホス ト・コン ピ ュータ

利用者端末

図3-5分 散 型情 報 ネ ッ トワー ク

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し て 人 と人 との コ ミ ュ ニ ケ 三 シ ョ ン が

可 能 に な る こ と に特 徴 が あ る。

仮 想 通 信 ネ ットワーク

/

通 信 ネ ットワーク

、

●

図3-6コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク

(1)図 書館 におけ る ネ ッ トワー ク

図書 館 は古 ぐか ら情 報 流通 の拠 点の役 割 を に な っ・て き・た 。 情 報 流通 機関 と しての図 書 館の 役 割 は

い うま で もな ぐ書 籍 とい う情報 媒体 を整 理保 存 し、 利 用者 に対 して必要 な情 報 提 供 サ ー ビス をお こな

うこ とで ある。 書 籍 は歴 史 的 に も情 報 媒体 と して もっ とも普 及 してお り、 その 傾 向 は現 在 もなお続 い

て いる といえ よ う。 図 書館 を中心 とした 情報 流通 の 概念 は図3-7の よ うに な る
。
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図3-7図 書館の情報流通機構

図か らも明らかなように、書籍という形で表現された情報を索引その他の手法を用いて整理 してお

き、利用者はその2次 的情報を手がかりに必要な書籍を入手するという形をとっている。書籍だけは

な ぐ資料や論文をも含んだ情報流通の卵 では1情 報の量の増*eと もに索引の整理や検索に.'ン ピ

・一獅 問 ・れて江 ・たどえぱ 弓1などの ・・随 ≡ ンピ・一夕の外部言己鞍 置に離 しぼ

き、利 用者 は適 当 な質 問文 を用 い て シス テ ムに問い 合せ る こ とに よっ て必要 な2次 資料 を得 る。 この

2次 資 料 を も とに1次 資料 への ア ク セスを お こな う とい う方法 で あ る。 コ ン ピュー タを媒介 と した

文 献 の 額 と検 索 の技 微 文 献検 索 あるい は情 報検 索 とい う形 で ・ ン ピー タの 適 用分 野 と して発展

して きた。 この よ うな情 報 検 索 技 術 の 進展 とと もに多 くの分 野 の2次 資料 が磁 気 テ ー プ上 に蓄 積 され 、

一般に配布される状況になってきち 雛 では医学・薬学・化学・工学・原子力・吸 物 ど種々様

々の 分野 の2次 情報 が磁 気 テ ー プ を媒 体 として普 及 してい る。

,、そ こで図 書 館 にお け る ネ ッ.ト ワー クの 利 用 形態 と して は、 専 門 分野 ご との2次 資料 を蓄 積 してい る

デ ー タベース を コ・ン ピュ〒 タ ・ネ ッ'トワー クに組 み入 れ る こ とに よっ て、 ネ ッ ・トワー.クに結ば れ て い

る任 意 の コン ピュー タや 端末 機 か ら必要 な 資料 が ア,クセス 可能 に してお く こ.とにな ろ う。 も ちろん 得

られ た2次 資 料か ら対 応 す る 欲 資料へ の ア ク セス も何 らかの 形 で可 能vaな ってい る こ と も必要 で あ

る。 とく に医学 関 係の 情 報 を あっ か っ てい る米 国 のMEDLARSはTYMNETネ ッ トワー ク を通

して ア ク セス が可 能 にな っ て い る。 この よ うに図 書 館 に おけ る ネ ッ トワ ー ク利 用 は デー タ バ ンク的 な

利 用形 態 を とる。 デ ー タバ ンク的 利 用形 態 を もつ ネ ッ トワー クは図3-8の よ うに な る。

v

●
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図3-8図 書 館 に おけ る ネ ッ トワ ーク

¶

、

一般 的 に、 デ ー タバ ンクや コ ン ピ ュ三 夕 ・ネ ッ トワー ク を媒 介 と した情 報gコ ミュニ ケー シ ョン に

お い て は、情 報 作 成 老(情 報 提供 者)と 情報 利 用者 とが独 立 で不特 定 多数 に なる。 この よ うな状況 の

も とで質 の よ い ・ ミ'≡ ク ー シ ・推 どの よ うな形 態 の もと 陸 こ訪 れ るか とい うこ とは大 きな問

題 で あ る。 これ は情輪 言挙 や表 現 あ るい は整理 の 問題 で も あ り・ 地 かえ れ ば言語 の 問題 と もい

え る。 とくに2次 情報 を媒介 ど した コ ミュニ ケー シ ョンvak・hて は1次 情報 に含 まれ てい る情報 を で

き るだけ保 存 した形 で2次 情報 を作 成 す る考慮 が必 要 で ある。'

さ らに コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの デ ー タバン ク的利 用形態 に おい ては機 密保 護 や プ ラ イバ シー

の 問題 が ある。 す なわ ち一 般 に公 開 で き ない デー タや、特 定 の組 織 体 におい て だけ利 用す る よ うな デ

ー タを コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク 内 で どの よ うに処 理 す るか とい う問 題 で ある。 これ らの 問 題 はネ

ッ トワ ーク設 計上 の 技 術的 な問題 に と どま らず 、社 会的 な問題 と して社 会的 な観 点 か ら眺 め る こ とに

よ る解 決 策 が必要 とな ろ う。一

(2)航 空業 務 におけ るネ ッ トワ]ク

航空 業 務 におけ る コ ン ピ ュー タの ネ ッ トワー ク的利 用 と して はつ ぎの よ うな もの が ある。 第1は 座

席 予約 シス テ ムで ある。 第2は 乗 客 や貨 物の受 け 入 れ と運 搬の た めの シス テ ム管理 で ある。・第3は フ

ライ トに関 す る情報 と運航 管理 の た めの シス テ ムで ある。 この よ うな シス テ ム には信頼 性 と迅速 性 が
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と ぐに要 求 され る。 英 国のBEAの 例 で は独 自の コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を用い て上 に挙 げ た よ

うな シス テ ムを構 成 してい るが、 そ の ネ ッ トワー ク に何 らかの 事 故 が発生 した とき には郵政 省の ネ ッ

トワー ク を代替 的 に利 用 で き る体 制 を とっ てい る。

さ らに航 空 業 務の たあ の 種 々の 情 報 は ひ とつの 組織 体 内 で閉 じた もの で は な ぐ、 ほかの組 織 体の 情

報 と密 接 な関連 を も って い る。 た とえ ば座席 予約 シス テ ムや、 乗 客 と貨 物 に関 する 情報 シス テ ムを み

て も明 らか で あ る。 そ こ で航空 業 務 の た めの コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの大 きな特 徴 として、い く

つ かの コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 結 合 が あげ られ る。 実際SITA(SocieteInternati-

onaldeTelecommunicationAeronautique)と い う機 関 は、 航空 業 務 にた ず さわ ってい

る162の 組 織 体 で構 成 され運 営 され てい る。

SITAは ハ イ レベ ル .・ネ ッ トワー ク と6う 高位 の ネ ッ トワー ク を構 成 してい る。 各組 織 体の ネ ッ

トワーク は この ハ イ レベ ル ・ネ ッ トワー ク を介 して結 合 され てい る。 た とえ ばBEAの 情 報 シス テ ム

し

で あ るBEACO.NとSITAハ イ レ ベ ル 。ネ ッ トワ ー ク の 関 係 を み る と図3-9の よ う に な る。
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図3-9ハ イ レ ベ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク
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図 に あ ら わ れ る2重 線 がSITAハ イ レ ベ ル ・ ネ ッ トワ ー ク で あ り、2.重 丸 がSITAハ イ レ ベ ル ・

セ"一 である・ 蛯1動 はSITAの 提供 している鯉'ン ピ・一夕と周辺艦 ⑫ る
・≧の よ

うに、 い くつかの コ ン ピ ュー タ ・ネ ヅ トワー クを結 合 す る こ とに よって よ り大 きなネ ッ トワー ク を構

成 してい く利 用形態 は航空 業 務 に とどま らない。

'航空 業 務 に
お け る主 な ネ ッ トワー ク利 用の分 野 は上 に述 べ た とお りで あ るが、 この よ うな 分野 の 情

報 は ほかの 業 務の 情 報 と も関連 を もっ てい る。 た とえ ば ホ テル予 約 業務 や貨 物 管理 業 務の シス テ ム ど

は密接 な関連 を もつ。 そ こで将 来 複 数業 務の ネ ッ トワー ク との 結 合 が考 え られ る。 複 数業 務 間 コ/:ピ 、

ユ 一 夕 ・ネ ッ'トワー ク を航 空業 務 中心 にみ る と図3-10の よ うにな る
。t-.
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図3;10複 数業 務 間 ネ ッ トワー ク

図 にお いて 点線 はARINC(米 国 におけ るSITAの よ うな ネ ッ トワー ク)に よっ て結 ばれ て い

る ことを しめ してい る。 ま たCITELは ホテ ル予 約の ネ ッ トワー クで あb 、EALはEa社brピ

Airi.ine'の 貨 物 管理 シス テ ムで あ る。 この よ うにい ぐつ かの ネ ッ トワー クが結 合 され る とこ":あ6'地

点 か らほかの あ る地 点へ 伝送 さ れ る メッ セー ジは いろい ろ な経 路 をた どる こ とが可 能 に なる。何 時 に、

い くつか の ネ ッ トワー ク を経 由 して必要 な情 報 を獲得 す る こ と も可 能 となる
。 ・,・『1",1ts・ ・

この よ うな利 用形 態 を とるネ ッ トワー クに は銀 行 におけ る コ ン ビ三一タ・ネ ・ トワー ク などがあ ろ う㌧
。

・(3)医 療 にむけ る ネ ッ トワー ク".:・'一 ・'t -1・

市 とか 地 域 とかの組 織体 におげ る医療 業務 は全構 成 員 が妥 当 な費 用 で質の 高 い 診察 を受け られ る ど

と を目指 して い る。 ところ が組織 体 に おけ る地理 的 面 積の 拡 大 と人 口の 増加 に と もない、全 構 成員 に

対 す る公 平 な質 の 高 い 医療 サー ビス を お こな うこ とが難 か し くな ってい る。 この よ うな状 況の も とに
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医 療 サ ー ビス の ための コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク利 用 が検 討 され て い る。 こ こで は米 国 ア リゾナ州

で お こ なわれ てい る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 医療 サ ー ビスへの 利 用研 究 を 中心 に解説 す る。

医 療 サ ー ビスの 分 野 での 情報 の 種類 ある いは コ ミュニ ケー シ ョンの 方法 には つ ぎの よ うな もの が あ

ろ う。 第1は 専 門 医師 と現 場 医師 との 間vatoこ なわれ る もの で ある。 これ には あ る症 状 や 病気 な どに

・対 す る治 療法 に関 す る情報 の ほ か に、 医学 上の 新 しい知 識 を現 場医 師 が得 るた めの 情報、も あろ う。 こ

の よ うな情報 の コ ミ三二 ケー シ ョン を ネ ッ トワー ク を通 して 円滑 にお こ'なうには、 分 野 ご との専 門 医

昧 団 が ネ ・ トラー クを甑 て ア クセ スで きる こ と・ 絋 び 躍 瀟 報 が 正確 に コ ミ・ 二 ヶー シ ・ン

され る こ とが必要 で ある。 特 に外科 医に とって は画像 情 報 が重 要 な意 味 を もっ てい る。 第2は あ らゆ

る種 類 の 患者 に対 して診 察 と治療 が 可 能 とな る よ うな大規 模 医療 施 設 や地 域 に 点在 す る小 規模 医療 施

設 が ネ 。 トワー クに結 ば れ て助 、 そ の よ うな施設 り 資源 幽 す る情 報 が ネ ・ トワー クを通 して常 に

得 られ るこ とで ある。 第Sは 急 な患 者 に対 す る処 理 が迅 速 に お こなえ る よ うに、 ネ ッ トワー クを通 し

て、適 当 な救急 措置 の 指 導 と施 設の 案 内状 況 が把 握 でき る こ とで ある。 第4に 患者 の 治療 に あた っ て

はそ の 患 者の 過 去 の病 歴 が大 切 な役 割 を果 た す こ とが ある。 そ こで地域 内の 患 者の 病 歴 が ネ ッ トワー

クを通 してア ク セス で きる こ とが望 ま しい。 この ほ か に も各種 テス トの た めの 試 験所 との 結合 な ど も

ある と思 われ る。 上 に述 べ た要 素 の 間の 結 合 関 係 を図示 す る と図3-11の よう に なろ う。

'

資 源

デ ー タバ ンク

病 歴

デ ー タバ ン ク

図3-11医 療 に お け る ネ ッ トワ ー ク

以 上 の こ とか ら明 らか な よ うに、 医療 に おけ る ネ ッ トワー クの 特 徴 と して図 形 情 報 や ア ナ ロ グ情報

を含ん だ多様 な型式 の情報 が コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を通 して コ ミュニ ケ ー シ ョン され よ う。

(4)教 育 に おけ る ネ ッ トワー ク

各 国 に おけ る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 現 状 をみ る と、 大学 での ネ ッ トワー クが多 く開 発 さ れ

て い る。 ノカ ・ ライ ナ州 のTUCC(T・iang1・U・iversitiesC・mp・t・t'i・ ・C・nter)・

ミシガ ン州のMERIT、 カ リフォル ニア大 学 のOctopus、 同 じカ リフォ ルニ ア大学 のpCSな ど

が この 例 で あり、』わが 国 に おい て も京 都 大学 のKUIPNETな どの例 が あ る。

これ らの5つ の ネ ッ トワー クの うち前2者 は大 学 間 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クで あるの に対 し、

後3者 は学 内 コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 形 を とって い る。

大 学 にお い ては種 々の 研 究の た め に古 くか ら コン ピュー タ が導 入 さ れ、 単 体的 利 用 あ るい は タイ ム

シ ェア リング的利 用の 形 態 でサ ー ビス が お こな われ て いた。

'



●

、

わ が 国 にお い て もい くつか の大 型 計算 セ ン ター が設置 され研 究の た めの 情報 処 理 サ ー ビス を お こな

って い る6こ の こ とか ら研 究の た めの コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クは、研 究 者 に対 しよ－b豊富 な情報

処理 手段 を提供 す る とい う意 味 で、 従来 の コン ピ ュー タ利 用の 延長 に ある とい え る。

教 育 や研 究の 分野 で は コ ン ピュー タを利 用 して種 々の 問題 を解 決 す る こ とが要 求 さ れ る。 した が っ

て この 分野 での ネ ッ トワー ク には、 コン ピ ュー タ、 ソ フ トウェア、 周辺 機器 こ お よび デー タベー ス な'

どに関 して豊 富 な 資源 を有 す る と同 時 に、高 度 な 資源 の 共 用形態 が考 慮 され る必 要 が あろ う。

米 国の各 大学 で組 織 され てい るEDUCOMで は教 育研 究の た めの ネ ッ トワー ク を設 計す る に あた

っての 考 慮 点 を指摘 して い る。 まず ネ ッ トワー ク を、 利 用者 ネ ッ トワーク、 デ ー タ通信 ネ ッ トワー ク、

補 助 ネ ッ トワー クの3つ に分類 す る。 補 助 ネ ヅ トワー クは利 用者 ネ ッ トワー ク とデ ー タ通 信 ネ ッ トワ

ー ク.との 間 を と りもつ ネ ッ トワー クで あ りつ ぎの よ うな機 能 を もって いる。

(1)コ ー ドの 標準 化

(2)基 本 的 な利 用者 プロ トコル の作 成

(3)集 中的 ア カ ウ ンテ ィン グ

(4)文 書化 と利 用者 サ ポ 「 ト

⑤ 計算 サ ー ビスの利 用者 開発

(6)コ ンピュ ー タ間の ハ ー ドウ ェアtsよ び ソ フ トウ ェアの イ ンター フ ェ イス提供

(7)デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク と利 用者 ネ ッ トワー ク との 間の コ ミュ=ケ ー シ ョン

■

(5)株 式 取引 情 報 に おけ るネ ッ トワー ク

AutEx社 は、 株 式取 引 情報 の 提供 を 目的 と した オンライン ・リアル タイム 取引 情 報 サー ビス を行 っ

て い る。 この シス テ ムは、 株式 証 券 お よび 商 品 の 買 い手 と売手 とを結 びつげ る役 割 を果 して い る。 同

社 の 利 用者 は、2種 類 に大 別 され る。 す な わ ち、 ① 卸 売業 者 は、 そ れ ぞれの 取 扱 う商品 の 相場 に関 す

る情 報の 提 供 を うけ てお り、 ② ブ ロー カー 及び 金融機 関 は、各 種 証 券 に関 す る情報 の提 供 を うけ てい

る。・大 多 数 の ユー ザ ー は、そ れぞ れ 自分の 端 末 機 を持 ち、 リー ス回 線 あるい は電 話 交換 回 線 を通 じて

'

シス テ ム に対 す る アク セス を行 ってい る。

ま た、BunkerRamoも 自社 の契 約 者 に、 株 式 の 価格情 報 及び ダ ウ ジ 。一 ンズ誌 に公 表 され て い

る企 業の ニ ュース な どをオ ン ライ ンで提供 してい る。 なお、 わ が国 にお い て も、 市況 情報 セ ンター が

これ とほ ぼ同 じよ うな情 報の 提供 を行 ってい る。

(6)時 事通信 におけ る ネ ッ トワー ク

コン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワークの利 用方法 の新 しい分 野の1つ と して、 時 事通 信 の例 が ある。 この1

例 と しては、MITREヵc編 集 し、 オ ン ラ イ ンで配 布 しているARPANET二=一 ス が ある。 この

ニ ュー ス は、 最 新のARPANETの 進展 、 情 況報 告 、 及 びオ ン ライ ン ・イ ン タゼ ユー な どが も りこ

ま れ てい る。

ネ ッ トワー ク を この よ うに利 用 す る こ とは、 一 見 技術 的 には程 度 が低 い よ うで は あ る が、 コン ピ ュ

ー タ ・コ ン ファ ランス な どに もい つれ 通 じる こ とに もな り、情報 ネ ッ トワー クの利 用 方法 と して極 め
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て有意 義 な ものの1"i)で あろ う。

これ ま で に コ ン ビ三ー タ ・ネ ッ トワー クの 利 用的 側面 と して、 ネ ッ トワー ク がい ぐつか の業 務 で ど

の よ うな形 で利 用 され るか を み て きたり'

」も ちろん と り あげ た業 務 に おい て も
、 こ こで触 れ た利 用形 態 に と どま らず との ほか に もい ろ いろ な

形 で コ ンピ ュ]タ ・ネ ッ トワー ク を利 用 す るで あろ う。

しか しネ ッ トワー ク を利 用す る業務 に よっ てネ ッ トワー クの 構 成的 側 面 に影 響 を あだえ る こ とは い

ぐつ かの例 か ら もはっ 『き り してい る。 た とえ ば 迅速 な 処理 あるい は早 い ター ン ア ラ'ウン ドを要 求 す る

業務 、 図 形情 報 安 どの特 殊 な情報 の コ ミュ ニ ケー シ ョンを要 求 す る業 務 ある い は、 大量 なデ ー タの 伝

送 を要 求 す る業 務 な どが ある。

r方 デー タバ ン ク を結 合 した コ ン ピュー タ ・'ネ、ッ トワー ク に よる情報 ネ ッ トワー クで は、情 報の 表

現 や 内容 な どの 問 題 の ほ か に、 機密 保護 や デー タの保 守 の 問 題 が ある。

5.1.3現 存 す る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの問題 点

世 界 各 国 に おい て は2.3で 述 べ た よ うに各 種の コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 計画 や実 験 が お こ な

われ て い る。 とく に コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの先 駆 と もい うべ き米 国 で は商 用の ネ ッ トワー クが

す で に稼 動 してい る。 ま た ヨー ロ ッパ では 国家 間 に また が る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 構想 が実

現 に向か っ て い る。ソ㌧ ㌣'一'

この節 で は これ ら現存 ず るい くづか の コ'ンピ 三 一 タ ・ネ ジ ドワー ク につ い て、利 用か らみ た問題 点

の検 討 をお こ な う。

(1)高 レベ ル ・プ ロ トコルの 不備(ARPANET)

ARPANETは こ パケ ッ ト切 替 え技 術 の 可 能 を調査 す る研 究活 動 と して始 め られ、 数 多 ぐφAR

PA支 援研 究 プ ログ ラムに対 して遠 隔 資源 へ の ア ク セス を提供 す る 実 用的 ネ ッ トワー クへ と発 展 した。

`AR'P ・A肘ETの 利'用方法 に は、・強力 な タイ ムシェァ ウング ・シス テ ムへ の遠 隔地 か らQア クセス 、

大型 コン ピュ'一'タの サ ブル ニ チ ン的 使 用、 お よび プ ァィ ル転 送 が ある。 これ らの 手法 を複 合的 に利 用

す る こ とに より、・コン ビ.ユrタ ・'ネッ トワー クに結 合 され た 個 々の コ ン ピュー タ ・、シス テ ムの 能力 や

機 能 を十 分 に活 用 しなが ら問 題 の解 決 に あた る こ とを可 能 と してい る。 また、ARPANETの も う

一 う の 用途 ど して、 人対 人の 通信 機能 が ある。'この 機 能 を 用い る と、 広 ぐ各地 に分散 して い るネ ッ ト

ワ'一クの利 用者 が 相互の コ ミュ ニ ケー シ ョンが 可 能 に あ る。

しか し、ARPANETは も とも とネ ッ トワー ク技 術の'研究 を 目的 と して設 計 された もの で あb、

この た めそ れ に伴 うい ぐつか の 問題 点 が ある。 この 内、 最 も重 要 な問題 の1つ と して、 ネ ッ トワー

ク 内 に高zk準 の 相互 作 用 に関す る基準(プ ロセス 間 あ るい は プ ロセス利 用者 間)が な い こ とが あげ ら

れ る。 この た め、 ネ ッ トワー ク 内 には数 多 くの 資源 が ある が、 それ らの 資源 を利 用す るた め には、 利

用者 はそれ ぞ れ に対 応 した利 用言語 を使 用 しなけ れ ば な らない。 また ネ ッ トワー ク内の ど こに どの よ

うな 資源 が あ るか とい うこ と も知 って い る必要 が ある。 この こ とは言 い かえ れ ば、ARPANETが

異 機 種 間の ネ シ トワー ク で あるの に もかか わ らず、・高 レベ ルの プ ロ トコル を欠 い てい るた め で ある。

また、ARPANETに お い て は、`'ネッ トワ⊥ クの 能 力 を今 後 大規 模 に増 大す る こ とが 困難 で ある。
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ARPANETはIMPを 利 用す る こ とに よっ てネ ッ トワー ク を拡 張 して い ぐ こ とが可能 で あるが、

そ れ には限界 が あb200程 度の ノー ドまで で あ る。 この理 由 は、各IMPが ネ ッ トワー クの あ らゆ

るIMPを 記 述 す る表 を収容 しなけ れ ば な らな い こ とに よる。 この表 は、IMPの コアがす ぐに一 様

にな るた め、 無 制 限 に大 き くす る こ とは で きず、 また表 が大 き くな る と処 理 時 間 が飛 躍的 に増加 す る。

ま た、ARPANETに おい て は端末 機 を結合 す る場 合 はTIPを 通 して組 み込 まれ る こ とにな る。

と ころが端末 機 の種 類 は き わめ て多 く、TIPは そ れ らとの イ ン ター フ ェイス を もっ てい なけ れば・な

らない。 一 例 と してTIPが 、 そ れ に結 合 され て 仏る端 末 機の 文 字 を処理 す るの に要 す る 時間 は、 親

メ ッセ:`';ジの一 文 字 を処理 す る時 間の約11倍 となっ てい る。 この 処理 時 間 はTIPが よ り多 種類 の

端 末 機 を結 合可 能 にす れ ば、 ます ます 増加 す る こ とにな ろ う。 これ に とも ないTIP利 用者の 一 部 に

は ミニ ・コン ビ'一 夕 を端 末 機側 に取b付 け る こ とも考え られ るが、 この 場 合 にはTIPが オー バ ー

・ロー ドに な る こ と もあろ うo

(2)端 末 機 の 多種 化 に よる結 合 の 困難(TYMNET)

TYMNETの 主 な 目的 と して は、TYMSHARE社 の 商業 用 タ イム シ ェア リン グ ・サー ビス を

維持 す るた めの 遠 隔 ア ク セスの 提供 、 自 らの コ ン ピュー タ利 用者 に対 す る端末 機 ア ク セス の提供 な ど

が あ る。'

TYMNETの 利 用形 態 に はつ ぎの よ うな もの が あ る。 ひ とつ はTSSサ ー ビスの 延長 上 に ある も

の『で遠 隔 地 か ら中央 の親 コ ン ピュー タをア ク セス し問題 を解 決 す る こ とで ある。 また オ ー ダー ・エ ン

ト リや在 庫 管理 な どの 業 務 処理 もTYMNET経 由で お こな うこ とが で きる。 さ らにTYMNETの

大 き な特 徴 と して デー タベ ース との結 合 が ある。 す なわ ちTYMNETの 中に デ ー タベ ース を含 ん だ

情報 検 索 シス テ ムを組 み込 み、 ネ ッ トワー ク を通 して遠 隔端末 機 か らの ア クセ ス が可 能 に なっ てい る。

しか し、TYMNETに はつ ぎの よ うな 問題 点 が ある。 ひ とつ は端末 機 の多 種 性 で ある。 この 問題

はARPANETで もTIPイ ン ター フェ イス の面 か ら とbあ げ た が、TYMNETに む い て も多 種

にわた る端末 機の ネ ッ トワー クへの 結 合 は困難 で ある。 ま た先 に も述 べた よ うにTYMNETは 低 速

ア ク セス を基 盤 に設 計 が なされ た が、 適 用業 務 や利 用者の 要 求の 拡 大 に と もない 高速 ア ク セスが要 望

され てい る。 さ ら に現 在 のTYMNETで は満 た され てい ない 機能 にRJEと 高 レ ベル ・・プ ロ トコル

の問 題 が ある。 高 レベ ル ・プ ゴ トコルに は利 用者 が ネ ヅ トワー クの 構造 とは独 立 に問 題 を解 決 で きる

た めの言 語 の ほ か に、 コン ピュ ー タ間の プ ロ トコルや 端末 磯間 の プ ロ トコル が含 ま れ る 必要 が ある。

(3)負 荷 の 増 大(MERIT)

MERITは1プ ロ ッ トタイ プの教 育 用 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク で あb、3つ の 大 学 の 計算 お

よび教 育 資源 の 強 化 を図 るた め に 開発 され た。 ネ ッ トワー クの 主 な 機能 は 、 ロー ドシ ェ ア リン グ とい

う よりはむ しろ リソー ス シ ェア リン グに相当 してい る とい え よ う。 その理 由 は、 各 セ ン ター が特 殊 化

した リソース を持 っ てい る こ とに ある。 ミシ ガ ン州 立 大学 は大型 科学 コン ビ=一 夕(CDC6500)

を、 ミ シガ ン大学 は す ぐれ た タ イ ム シ ェア リン グ ・シス テ ム を、 また ウ ィシ コ ン シ ン州 立 大学 は す ぐ

れた 管理 処理 シス テ ム をそ れぞ れ 所 有 してい る。

MERITの 利 用形態 にはRJE、 会話処 理k・よび バ ッチ処理 が ある。 ところ が利 用者 は他 の場 所
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に ある コン ピュ ー タを利 用 す る に あた っ て 自己 の コ ン ピュー タを媒 介 としなけ れば な らな い とい う問

題 があ る。 この こ とは端末 機 利 用者 に対 して二 重の 請 求 をおこな うことに なる。 す なわ ち端末 機 と結 合

してい る コ ンピ ュー タも、 目的 とす る コ ン ピュ ー タ との イ ンター フ ェイス の 働 き をす る こ とにな り負

荷 を お うこ とに な る。 この 問題 を解 決 す る た め には端末 機 か ら直接 ネ ッ トワー ク を ア クセス で きる よ

うにす る こ とが必 要 で ある。

(4)信 頼性 の欠 如(COINS)

COINSは 、 パ ケ ッ ト・ス イ ッチ ン グ方式 を古 ぐか ら採 用 してい る コ ン ビ=一 夕 ・ネ シ トワー ク

で あり、 ネ ッ トワー クの利 用 は、3つ の コン ピュー タ に配 布 され た デ ー タ ベースへ の ア ク セス が主 で

ある。 高 レ ベルの プ ロ トコル は 用意 さ れ て いず、 この た めネ ヅ トワー ク内の ある ノー ドの 下 で、 他の

コ ン ピュー タの 使 用 を望 む利 用者 は、 目的 とす る コン ピュー タの詳 細 を知 らなけ れ ば な らない。 した

が って、 ネ ッ トワー クの 管理 者 は利 用者 サ ー ビス を多 面 にわた って供与 す る必要 が あ る。

さ らに端末 機か ら直 接 ネ ッ トワ ー ク を通 って 目的 とす る コ ンピ ュー タをア ク セス す る こ とが で きず 、

端末 機 を結 合 して い る コ ン ピュー タを媒体 と しなけ れ ば な らない6

この ほ か に集 中型 構造 を もつ ネ ッ トワー クの 本来 的 な弱 点 が ある。 す な わ ち中央 の 制 御 コ ンピュー

タの故 障 が ネ ッ トワー ク全 体 を使 用不 可 能 にす る と同 時 に、 ネ ッ トウー ク 内 を流 れ るす ぺ ての デ ー タ

が 中央の 経 過 を通 る こ とに よる過 負荷 状 態 を発 生 しやす い こ とで あ る。

以 上 い ぐつ かの 現存 す る コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク につい て利 用か らみた 問題 点 を検 討 して きた

が、 これ らをま とめ る とつ ぎの よ うに なる。

第一 は高 レ ベルの プ ロ トコルの設 計 で あ る。 現存 す る多 くの コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クで は 目的

とす る コ ン ピュー タ ・シス テ ムを利 用す る た め に、 その シス テ ムを使 用 す るた めの 言語 を利 用者 が知

っ て い なけれ ば な らない。 コ ン ピュー タ ・ネ ヅ トワー ク に結 合 され た豊 富 な資 源 が 有効 に利 用され る

た め に は、 一 般利 用者 向の 高 レベ ル ・プ ロ トコルの設 計 が 必要 で あ る。

第 二 には ネ ッ トワー ク を全 体的 見地 か ら如 何 に効 率 よ く運 用す るか とい う問題 で あ る。 これ に は資

源の 配置 の 問題 、 メ ッセー ジの 通 る経 過 を選 択 す る問 題 、利 用か ら要求 の あ った仕 事 を適当 な コン ピ

ュー タに配 分 す る問題 な どが あ り、 現 在で は ま だその 有効 な解 決 策 が開 発 され て い な い。

第三 はネ ッ トワー クの信 頼 性の 問題 で ある。 コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク は今 後 量 お よび 質 にお い

て増 々拡 大 してい ぐ傾 向 に ある。 この傾 向 は単 にひ とつの コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク が要 素 と して

の コン ピュー タ ・シス テ ムや 端末 機 を増や して い くだけ では な ぐ、 い ぐつか の コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト

7ー ク を結 合 す る こ とに よbネ ッ トワー クが拡 大 して い る こ とに も うか がえ る。 す な わ ち情 報処 理 シ

ス テ ム ある い は情 報 コ ミュ ニ ケー シ ョン ・シス テ ム と しての コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クが閉 じた組

織 体 か ら開い た組 織体 、 あ るい は特 定 の利 用者 集 団 か ら不特 定の 利 用者 集 団へ と、 そ の利 用者の 範 囲

を拡 大 しつ つ ある。 この よ うな状 況 にお い ては情報 が正 確 に、 か つ必要 な 目的地 に だけ 到達 し処理 さ

れ る こ とが不 可欠 な要 請 となる。,.
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ろ.2ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 方 向

5.2.1コ ン ビ ュー一:夕・ネットワー ク形 成 の考 え方

日本 に於 け る コン ピュー タネ ッ トワー クの シス テ ム構 成 を考 え る時、 考 え 方 と して2つ の 方法論 が

あろ う。

1つ は、先 に道路 を引 ぐ方法 で あb、 他 の1つ はニー ズ を全部 調査 しそ の ニ ーズ に適 した ネ ッ トワ

ー ク形 態 を考 え る こ とで ある
。 先 に道 路 を作 る 方法 は、技 術的 ある いは空 間 的 配慮 が主 となって、 そ

の ネ ッ トワー ク形 態 が決定 され、 又 ニー ズ か ら帰納 的 に作 りだ された ネ ッ トワー クは
、 利 用面 か らの

機 能 が強 調 され た ネ ッ トワー クが作 成 され よ う。

しか しなが ら、現 実 的 に ネ ッ トワー ク形 成 を考 え る時 に は、空 間 的 配慮 と、 ユー ザ ーの ニ ーズ との

両 方 を局 部 的 に満 足 させ る必要 が ある。

コ ン ピュー ター ネ ッ トワー ク と従来 発 展 して きてい る電話網 との比 較 を行 うこ とはネ ッ トワー ク形

成 の 方向 をみ る うえ で興 味 ある こ とで ある。

電話 網 は、 各 国殆 ん ど同 じよ うな発 展 経 路 をた ど ってい る。 最 初 は非 常 にク ロー ズ され た エ リアの

.中 で網 状 の ネ ッ トワー クが で き、 その トラフ ィッ ク量 が 多 くな る に従 って、 交 換 機 能 が増 大 しス ター

型網 あ るい は多段 ス ター 型網 とい う よ うな発 展 を とげ て きた。

地 域 的 な網 状 ネ ッ トワー クか らス ター型 ある いは多 段 ス ター型 ネ ッ トワー クへの 発 展 の 契機 はポ イ

ン ト相互 間の 利 用が どの 程 度 ある か に起 因 している。す な わ ち どの ような中継 交換 方 式 を考 え れ ば トー

タル コス トが最 も安 くな るか とい う検 討 に基 づ いて多 段 ス ター型 網 とい う嵐 に発展 して きて い る
。 と

ころが現 実 には あ ま リス ツキ リした 形の ネ ッ トワー ク には なっ てい ず、総 括局 、 中心 局 、 集 中局、 端

局 の4つ の局 段 階 にな っ てい る。 さ らに、 そ の 相互 に利 用の 多 い ところ に は斜 め回 線 とい う もの を設

定 してい る。 従 っ て全体 と して論 じる場 合 には は っ き り した集 中型 の網 に な って い る とい え るが現 実

に は各 国 とも斜 め回 線 がめ ぐらさ れ て い て、 複雑 なネ ッ トワー クにな って い るの が現 状 といえ よ う
。

この 総 括局 の位 置 は、 日本 は札 幌、 イ始 、 名古 屋、 金沢 、 大阪 、広 島、 福 岡 とい う配 列 にな っ 聴

り、 殆ん ど 日本 列 島の構 造 に従 っ て 弓形 に並 ん で きて いる。 そ れ に従 って基 幹 回 線網 も張 られ て い る
。

一 方、 ア メ リカの 総括 局 は、 カ ナ ダの2つ を含 め て広 い エ リアの 中 に点在 す る よ うに配 置 され てい

る。 全部 で12の 総 括局 が 存在 してい る。

この電 話網 をふ ま え て アル パー の 発展 して きた経 緯 を考 え てみ る と
、最 初5ポ イン トか ら始 ま って現

在 は40ポ イン トを こえ てい る。ARPANETの 考 え 方 は ある意 味 では 自然発 生的 な考 え 方 で、 そ

の つ ど トポ ロ ジー を決 定 してい る。 現在ARPANETで は非 常 に簡単 な手続 きで トポ ロ ジー が変 え

られ るよ うな ソ フ トウェア が開発 さ れ て い る。

ちなみ に、 今後 さ らに参 入 す る ホス トが多 ぐな った場 合 に ど うい う形態 に なる だ ろ うか とい うの は

興 味 の ある こ とで あ る。 ひ とつの 推 測 と してホス トが地 域的 に増 え て くる よ うな とこ ろ には、 や は リ
ノ

ある程度 総 括局 的 な機能 が もた され て くるの で は ないか と考 え られ る。

日本 とア メ リカ との 地 形 的 な差 異 を考 え る と、 アメ リカは平面 上 に高 密 度都 市 とい うか 需要 の 発生

す る ところ が点 在 す る が、 日本 の 場 合 には 太平 洋 岸 に一線 上 に並 ぶ傾 向 が強 ぐ、 しか もこ うい うコ ン
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ピュ一 夕 ・ネ ッ トワー ク に対す る需要 を想 定 す る と、 東 京、 大 阪 が2大 ポ ィシ トにな る こ とが予 想 さ

れ よ う。 実際 現 在 の コ 之 ピ ュー ターの 導入 状況 をみ て も60%以 上 が東京 、 大阪 に集 中 して い る。 従

っ て、 潜 在需 要 的 には、 東 京 、 大阪 に発 生 し、 そ れか ら名 古屋 、 福 岡、 札 幌 とい う総 括局 に近 い とこ

ろ に需 要 は 発 生す るの で は な いか と推 測 され る。

日本 は米 国 の よ うに国土 の 広 が りが少 な い線 に近 い構造 で ある。 した が って 当初 より分散 型で は な

く、 ハ イァ シ キー な集 中型 ネ ッ トワー ク を採 用す る利 点 も あろ う。 ひ とつの 理 由 は例 え ば 東京圏 内の

ネ ッ トワー ク を考 え た場 合 回線 コス トは分散 型 が有利 で あろ うが 、IMPの コス トが トー タル的 に高

ぐなる こ とが予想 さ れ、 全 体 と して は集 中型 の 方 が有利 で あろ う と考 え られ る こ とで ある。 も うひ と

つ の理 由 は、凍 京 と大 阪 に イ ン ブが集 中 し、 そ の間 の通 信 が 相当 量 で ある こ とを考 え る と、 東京 、 大

阪 そ れ ぞれ に セ ン トラルIMPに 相 当 す るIMPが 発 生 す るで あろ うこ とが予想 され る。

総 括局

中 心局

集 中 局 ・

端 局

図3-13日 本 の 電話 回 線 網

上 に述 べ た電 話 回線 網 との アナ ロ ジー及び 実 際 にユ ーザ ーの コ ン ビュ タ ・ネ ッ トワー クに対 す るニ

ー ズ調査 を踏 ま え こ こで は、 情報 ネ ッ トワー ク をい くつかの 空 間的 サ ブ ネ ッ トに分割 し、 その サ ブネ

ッ トに情報拠 点 な る もの を設 置 す る考え 方 を提 示 す る。

5.2.2サ ブネ ッ トの構 築'

サ ブネ ッ トは、 コ ン ピュー タの 利 用 目的 が似 か よって い るユ ー ザ群 に よっ て構 成 され る。

全体 の ネ ッ トワー クは、 この サ ブ ネ ッ ト(あ るい は サ ブネ ッ ト群)と 、 他 の サ ブネ ッ トとを結 合す

る ことに よっ て構築 さ れ る。'

この サ プ ネ ッ トあ るい は、 サ ブ ネ ッ ト群へ の 分割 方法 は多数 存 在 す る と考え られ るが、以 下の 議論

の た め と単 純 化 して 次の よ うに分 割 す る こ とに しょ う。

サ ブ ネ ッ ト群

① 官 庁 サ ブ ネ ッ ト

② 業 界 サ ブネ ッ ト

③ 企 業 サ ブ ネ ッ ト

④ 大'学 、研 究 機 関 サ ブネ ッ'卜
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⑤ そ の 他

たs'し 、 こ こで い うサ ブネ ッ トとは必 ず し もARPAnetの サ ブネ ッ トを意 味 して∨ ない
。 サ ブ'

ネ ッ トの 中の構 成 として は コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クが存 在 す る ものか ら、 サ プネ ッ ト単体 まで幅 ㌧

広 ぐ存在 す るo一

サ ブネ ッ トの 構 成 と して次の3種 類 が 考え られ る。

(1)ARPA型 の 結 合 した もの

② 中心 に コ ン ピュー タを設置 した もの

Central

Computer

■

これ はHostか らCentralComputerへ の ア ク セ ス は あ る が
、CentralCompu-

terを 介 し てのHosttoHostの ア ク セ ス は 一 般 的 に 考 え な い
。

たsし 、 このCentralComputerと 他 の サ ブ ネ
.ッ トとの 通 信 は可 能 で あ る。1種 の ハ4ア

ラー キ ー 構 造 と い え る。

(3)上 の(1)、(2)の 複 合 型 の 構 造

3。2.5リ ソー ス ・シ ェア リン グ と サ ブ ネ ッ ト

リソ ー ス シ ェ ア リン グの3つ の 形 態 は 次 の よ うで あ る。

① ロ ー ド ・シ ェ ア リン グ

必 要 に 応 じて 、 ネ ッ トワ ー ク 内 の 他 の コ ン ピ ュ ー タが 使 用 可 能 で あ り、 一 日 を 通 じ、 シス テ ム ロー

ドを平 均 化 す る。

しか し 日本 の 場 合 、 時 差 が 少 な ぐ、 ピー ク が 重 な る 方 向 に あ るの で ロ ー ドの 平 均 化 は余 り期 待 で き

な いo
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む しろ需要 は少 な ぐ、 需 要 が あっ て もサ ブネ ッ ト内 で処 理 され る こ とが多 い と思 わ れ る。

② ソ フ トウ ェア ・シ ェア リング

ネ ッ ドワー ク を通 じて、 他の セ ン ターの ソフ トウェ アを利 用 す る こ とに よ り、 必 要 な ソフ トウェア

を新 たe(開 発 した り、改 修 す る手 間 を省 け る。 又 ソフ トウ ェア開発 コス トも削減 で き る。

しか し、 日本 の場 合 、 個 々が ソ フ トウェア を開発 す る意 識 が強 ぐ、 ネ ッ トワーク がで きて もSu-

bnetslevelで の 利 用面 が多 い と思 わ れ る。

③ デ ー タ ・シ ェア リン グ

ネ ッ トワー クの 先 の各 ユー ザー は、 それ ぞ れの ユー ザ ー が蓄 積 した デ ー タをネ ッ、トワー クを通 して

自 由 に アク セス で きる。

これ はデ ー タ コー ドの 整備 に伴 い、 発達 しよ う。

,一.
官庁サブ…/

己 、,
XRH・9'

大 学サブネ
ット研究所

.〔'、

Central

Computer )

＼,ノ

図3-14コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー クの 形 態

5.5ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 展 開

5.5.1業 界 サ ブネ ッ トの構 成

業 界 サ ブネ ッ トの 構成 は図3-15の よ うにな ろ う。 そ れぞ れ の業 界 サ ブ ネ ッ トの 内部 にその サ ブ

ネ ッ トの 情報 の 中核 とな る情 報 拠 点 が あ り、 その 情報 拠 点 と各 企 業 のHostComputerと が結 ばれ

業 界 内部 での 情報 流通 が 行 なわ れ る。 ま た、 業界 間 で情 報 の伝 達 を行 う場合 は 、情報 拠 点間 を結 合 し

て情 報 交換 を行 う。

情報 拠 点の 構 成 としては、 中央 にCemtralComputerを 設 置 し、 そ の 計算 機 にARPAのIM

Pの よ うな機 能 が追 加 され てい る。
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略

.,/:'

業 界 サブネ ッ ト

乙 ＼

Host

・_ .ノ'

業 界 サブネ ッ ト

図3L15業 界 サ ブネ ッ トの 構 成

業 界 サ ブネ ッ トの 中心 的 存 在 とな る情 報拠 点の 機 能 は太 き ぐわけ る と次の よ うに な る。

①ARPA型 のIMPの 機能

これ は サ ブネ ッ ト間 の通 信 に使 われ る。

②ARPA型 のTIPの 機能

これ は業 界 が い くつか の 中小 企業 か ら成b立 ってい る 時RJEの 機能 を もつ。

③CentralComput6rと しての業 界情 報 の 蓄積 サ ー ビス

(1)IMPの 機 能

官 庁の 情報 フ ァ イル あ るい は他業 界 の 情報 フ ァイル をネ ッ トワー ク で結び、 各 企 業の 要求 に応 じた

情報 を転 送 す る。:

これ は、各 企業 が、 官 庁の 関連 統 計、 ある い は各 業 界の 情報 拠 点 に集 収 され た セ ミマク ロ情 報 を使

っ て、需 要 予 測等 行 な う場 合 に利 用さ れ よ う。 情報 拠 点の 機 能 と しては、要 求 を分 析 しネ ッ.トワ ー ク

上の 必要 な デ ー タ フ ァ イル を読 み 出 し、 企業 へ 転 送 す る機 能 が必要 とな る。
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官庁 サ ブネ ッ ト

官 庁関 連統 計

デ ータベ ース

情報拠点

遷
セ ミマク ロ情 報

(共 有 ファイル)

㊦

→ ㊦

●

業 界 サ プネ ッ ト

(注)④A企 業 か ら官庁 デー タお よび情 報 拠 点 デ ー タ フ ァイル を読 み 出す プ ロ トコー ル

を出 す。

◎ 情 報 拠 点XのComputerで 解 読 す る。

◎e各 情報 拠 点、 官庁 ヘ ファ ィル リー ドの要 求 を出す。

㊧ ㊦ デ ー タ転送。

㊦A企 業 ヘ デ 一 夕転 送 す る。

図3-16ネ ッ トワー クの利 用例1

(2)TIPの 機 能

業 界 が、 鉄 鋼の よ うに大 き な企 業 が多 い 場 合 は、 自社 で コ ン ピュー タが 所 有 で きるが、 繊 維の よ う

に 中小 企業 が多 い場 合 は、 自社 で コ ン ピュ ー タ を持 つ こ とはで きない。 した が っ て、 情報 拠 点の コン

ピ ュー タが、 各社 に端末 機 を設置 し、 端末 か ら計算 機 処理 を経済 的 に行 なえ る よ うにサ ー ビス をす る

必要 が ある。

(3}CentralComputerと しての 機 能

　

CentralComputerと しての 機 能 に は次の4つ が考 え られ る。

D業 界 に所 属 す る各 社 との ヒエ ラル キー ・ネ ッ トワー クに よb各 社 か らの ミク ロ情 報 を集 収 し

セ ミマ ク ロ情 報 を提 供 す る。

これ は、 業 界各 社 の 計算 機 の デ ー タ フ ァイ ル に ある 月間 統計 デ ー タを、 情 報拠 点 に ある計算 機か ら

サ ー チ し、 情 報拠 点 に ある各 企業 別 の フ ァイル に転 送 し、 各 企業 か ら集 めた 月間 統 計 デー タを集 計処

理 して、加 工 結果 は、 共通 フ ァイ ル に記 入 しそ の結 果 を各 企 業 の サ ブ フ ァイル へ転 送 す る もの で ある。
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e

リ ソ ー ス'シ ェア リン グの 概 念 か ら云 う と ロー ド ・シ ェ ア リン グ に あた る
。

情 報 拠 点

◎

④ 企 業

㊥A

∠乙 ＼ ◎⊂(

A:
企業_,ル(_厳 格)

＼ ・

(セ ㌘ 鴇):・ ㌘ ぺ弍 ファイル 『』

'注!

l11・.ミ?ロ 情報転送1
(企 業 → 情 報拠 点)

.㊨ 企 業 別 ファ イルへWiite

' ,(∂ ーカ同工 曳匹ヨ里

eセ ミマ ク ロ情 報 を共 有 フ ァ イへWrite

㊥ セ ミマ ク ロ情報 の 転送

(情 報 収 集 → 企 業)

隅 一17ネ ・ ト・一 ク利 醐 皿

ii)⌒ ⌒ プアィルを長期間蓄積L'各㌔ 索繊
・

企

A業

情報拠点
r'6

㊥U企,業

セ ミ々 ク ロ情 報

(共 有 フ:アイル)

注)④ 情報拠点にあ・デー・ベースに対巳1:R嚇 を転送

◎ 共 有 フ ァイル 、、Read

◎ 企 業Aへ 転 送

図3『18ネ ・トワーク利用叩 ∴

iii)ソ フ ト ウ ェ アの シ ェ ア リン グ

・れ は、業 界 ご とに 各企 業 が作 成 した ・ フ ・ウ 。ア誌 拠 点の ライ ブ ラ リー 燈 録 し て
、 その 業

界 の各社 で相互 に共同利 用す るdた だ し、 日本 の 場 合 は、 電 々公社 のDemos、 電通 のMARK並 等 が
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あ るた め単 独 で 普及 す る こ とは難 しい。 あ ぐまで も1)、il)、lii)の 副産 物 として、考 え る必 要 が ある。

iv)各 種 予測 計算 の サ ー ビス

これ は、 情 報拠 点 で、 その 業 界 全体 の 需要 予 測、 経済 予測 を行 い、 そ の予 測 結果 を、 情報 拠 点の フ

ァ イル にか い てお い てサ ー ビス す る もの で ある。

5.5.2鉄 鋼 業 にお け るサ ブネ ッ ト構 想

次 に例 と して鉄鋼 業 界 におけ るサ ブネ ッ トを考 え て み る。 「

(1)サ ブ ネ ッ トの 全体 構 成

鉄 鋼 各 社 ㎡.情 報 拠 点

●

図3-19 ,現 在 の 構 成

〆

、

Central

Computer

鉄 鋼 各 社 の

ostComputer

業界ペ ース の半

公共的データベース

Central

Computer

(鋼 材ク ラブ等鉄鋼関

係 諸団体)

・一

業界＼

ノ

図3-20コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 業 界 サ ブ ネ ッ ト と し ての 構 成
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●

(2)業 界 情 報拠 点の 計算 機の 行 う機 能

① 鉄 鋼各 社 の プ ラ イベー ト・フ ァイルか らデー タを集収 し計算 機 で集 計処 理 を 行い デ ー タ ベー

ス へ 蓄積 す る。,-『.、

② 各HostのIRの 要求 に 答え る。.

③EEi情 報S・b・ ・t・ を結 合 レ 官庁 デー ・を オ ・ ラ イ ンで検 索利 肘 る・ 『 、・'t"ht

④ 関 連 業界 め 計鞭 と℃ommunicateを 行 い 相互 に デー 校 換 を行 う。 tt..t-1、

⑤ 鉄 鱗 界 内部 での 他の 精 微 点(鋼 材 ク ラブ等)と の デ ー タ鱒 研 う.'パ

(3)コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの長 所

① 現 在 の鉄 鋼 各 社のCompu'terOutputを 調査 票 に転 記 し、 カー ド化 して イ ン プ ッ トして集:

計 結果 を返 送 す る とい った無 駄 炉 な くな る。..・:,三

・② 鉄 鋼各 社 のHostは 情報 拠 点の半 公 共 的 デ ー'タペLス を い つ何 時 で もIRし
、デー タ参 照 で

き る。 又 、 他業 界 の デー タ、官庁 の デ ー タを利 用す る こ:とが 可能 とな る。

③Hostは 、 情 報拠 点 の ロー ドを シ ェアで きる6又 、 経済 予測 モデ ル等の ソ フ トウ ェアを利

用 でき る。

④ 鉄 鋼業 界 内部 でデ ー タ流通 が よ り迅速 に普 及す る。

⑤ 官庁 デ ー タ、業 界 内部 の半 公 共的 デー タ、 海 外 デー タ等 の 各種 デー タを利 用 しての政 策 立 案

が容易 に な る。

㈲ サ ブネ ッ ト構 成上 の 問題 点 ..、・.い.

① 異 機種 間 の イン ター フ ェース

新 日鉄、 日本鋼 管:IBM、 川 崎:UNIVAC、 住 友 金属:NEACな ど現 在 それ ぞ れ 異機 種の 、

コ ン ピュ÷ タを使 用 してい る。

② 半 公 共 的 デ ー タの 秘密保 護t tt;、:i.

③ 情 報 の イ ン ター フェース(デ ー タの 標 準 化 な ど)

5.5.5繊 維 業 に お け るサブ ネ ッ ト構 想.1 .、,,i,.`1

つ ぎに化 繊 業界 の サ ブネ ッ トを考 え る とつ ぎの よ うに な る。
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(1)サ ブネ ッ ト構 成上 の 留意 点 ㌧'1

① 化繊 業 界 の 他 業界 か らの 情報 集収 、 官 庁情 報 の 集収 状態 か ら考 え て、 他業 界 との'デー タ ・シ

ェア リ ン グの 二二 ズ は高 く充 分 ネ ッ トウLク の必 要 性 を満 た す。

② 化 繊業 界 が 中小企 業 が多 い こ とを考 え る と、Hostと しての サ ブネ ッ トへ の参 加 は資 金的

に 不可 能 で あ る。.

した が っ て各 企 業 には端 末 を設 置 して端末 を介 しての 参加 が望 ま しい。・tこれ はARPAネ ッ トで い

え ばTIPの よ うな設置 を情報 拠 点 に考え る こ とに な る。"もtt':』 ・'L'

② サ プネ ッ トの 機 能'::;ぺ

① 各Hostか らの 情報 収 集 と情報 の 蓄 積

② 官 庁情 報 及 び 他業 界情 報 の シ ェア リン グ

③ 中 小企 業 に対 す るRJEの サ ー ビス

④Host端 末 へ のIRの サー ビス

⑤ 経済 見通 し等の ソ フ トウ ェアの サ ー ビス

5.5.41MPの 持 つぺ き機 能

これ まで に述 べ た事 を も とにIMPは どの よ うな機 能 を持 つべ きか を考 え てみ る。 基本 的 には で き

る だけHOSTの 負 担 を軽 ぐす るよ うか な りの 機能 をIMPに 持 たせ る。

IMPの イ メー ジ と して は、50以 上 のHOSTを 収 容 で きHOSTか らの デー タを相 手 方のHO

STへ 送 り届 け る コン ピュ ー タを想定 す る。IMPの 機 能 と して、 次の14項 目が考 え られ る。 以 下
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その 概略 を述 べ る。

① 通 信 制 御 イ ンタ フ ェース

② ゴー ド ・イン タ フ ェース

③ メ ッセー ジ ・イ ン ター フェース

④ 蓄 積 機 能

⑤ 交換 機 能

⑥ トラヒ ック管理'

⑦ トラピッ クの 集 束 、 分散

⑧ 代 行受 信

⑨ 記 録'、.パ ・・

⑩ 障害 管理

⑪ 開始 、終 了 処 理

⑫ ・セ ン トラルIMP、 又 は隣 接IMPと の情 報 の授 受

⑬ ア カウ ンテ ィン グ

⑭ デー タの 秘 密保 護 ■,

(1)通 信 制 御 イ ン タ フ ェー スt/

異 機 種 間の 接続 の 場 合 各HOSTご とに、通 信 方式 、 通信 速 度 お よび 伝送 制 御 手順 の相 異 が考 え ら

れ、 特 に伝 送 制御 手順 に つい ては メー カー ご とユ ーザ ー ご とにか な りの 差異 が見 られ るσ`・

伝 送制 御 手順 の 差 異 をIMPで 吸 収 す るか ど うか は非 常 に難 しい問題であるが:初 期の 段 階 にお い て

.は2'・・」3の パ ター ン に よ り吸収 せ ざる を得 な い
。'』';."t

なお 、現 在ISOで は コ ン ピュー タ間 の伝 送 に関す るハ イ レベ ル伝送 制御 手順 を検 討 中 で あサ、、:将

来 は この 方向 に統 一 され るべ き で あろ う。ISOで は、 現 在 以 下の 方向 で検 討 中そ:ある。t・ ぞ

まず オペ レー シ ョ ン ・モ ー ドを定 め、 各 オ ペ レニシ ゴン ・モ ー ドご とに伝 送 制 御 手順 を制定 ず る 方

法 で あ る。t㌦:'"f.・1:・"'L∵ .・

BasieMode片 方 向又 は半 二 重 ・∴i

ExtensionMbde

会 話 型'`・

全}二 重

`ゴー ド
・ ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト

そ の 他

」

(2)コ ー ド ・ イ ン タ フ ェー ス'・"」 .

異 機 種 間 接 続 の 場 合 各HOSTの コ ー'ド体 系 ・に は非 常 な 差 異 が あ り、 こ れ を標 準 化 す る こ と は 不 可

能 に近 い。'一'・ ・1

1MPにtov>て 、 どの 程 度 の コ ー ド ・コ ン バ ー トを 行 うか は今 後 検 討 し な け れ ば な らな い が
、 か な

りの 負 担 に な る もの で あ り、 ハ ー ド分 担 が 望 ま し い。
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(3)メ ッセー ジ ・イン ター フ ェース

異 なったHOST間 の メ ッセ ー ジを どの よ うに意 思伝 達 す るか で あ り、ネ ットワー ク ・コ ン トロー ル

ラン ゲー ジを確 立 し、 統 一 さ れ た コマ ン ド等 に よb各HOST間 の意 思の 伝 達 を行 う必要 が ある。 メ

ッセ ー ジイ ン タ フ ェー ス につ い て はHOST側 でか なbの 手 直 しが必要 とな ろ う。

(4)蓄 積 機 能

(5)交 換 機能

蓄 積 お よび交 換 機 能 はIMPの べ ー シ ヅクな機 能 で あb、 回線 速 度 、IMPの 性 能 、 メ ッセー ジ長 、

その 他 種 々の 条件 を慎 重 に考慮 、 検 討 して十分 な処理 能 力 を確保 で き る よ うにす る 必要 が ある。

ここで はIMPは 回線 交換 とパ ケッ ト交換 を併 用す る こ とを考え てい る。

この 機 能 につ い て は、 ハ ー ド ・ソ フ トの バ ランス を とる よ うに設 計す る 必要 が ある。

(6)ト ラヒ ック 管理
'

ARPAで 言 われ てい る ルー ト・ トポ ロ ジー的 な考 え で あb前 述 の 交換 機能 とか らん で効 率 の よい

ト魂 ロ ジー を とる必 要 が ある。 これ に は シ ミュ レー シ ョン等 に よ り、 種 々の 条 件 下の ル ーテ ィン グア

ル ゴ リズ ム、 フロー制御 を検 討 しな けれ ば な らな い。

'(
7)ト ラヒ ックの集 束 、 分 散

トラヒ ック 管理 が ソフ ト的 な イ メー ジで あるの に対 し、 ハ ー ド的 に どの よ うに トラピ ック を コン ト

ロー ルす る かの 機能 で ある。

(8)代 行受信

HOSTか ら相 手HOSTに 、 リク エ ス トを 出 した場合 、 相手 側HOSTが 障 害 ある い はサ ー ビス

中で な い場 合va-一掴IMPで そ の リク エス トあ るい は デー タをス トア して お く機 能 で あb、IMPの

処 理 能 力上 あま り長 時間 の代 行受 信 機 能 は好 ま しくな い。

(9)記 録

粗 、密 な い ぐつか の段 階の 情報 を とる必要 が ある。

必 要 な情 報 と して'は次の もの が あげ られ る。

DIMPの 稼働 状況 に関 す る情報

IMPの 機 能改 善 、 ある い は ネ ッ トワー クの 改 善 につ なが る もの で あ る。

ii)IMPの 動作 状況(デ ー タの や り とb)の 記録

障 害 対 策 用 と して シー ケン スの 一部 始 終 を記録 し、 障害 探索 に役 立 て る。

00障 害 管理

ネ ッ トワー ク で発 生 した障 害 に は探 索 困難 な もの がか な り出 て ぐる こ とが予 想 さ れる。 これ らに対

処 す るた め、IMPの 機 能 と して障害 の切 り分 け 機能 、 回線 の 特 性 調査 、 又 、IMPお よび 回線 障害

時の リカバ リ機能 等 を 用意 す る必 要 が ある。

これ は 前述 ρ記 録 とあ いま って 考 え る必 要 が あ る。

ω 開 始 終了 、 処理

通信 の 開 始 、終 了 処理 で あ り、 通信 制 御 イ ン タフ ェースの 一 部 と考 え て も よい。
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働 セ ン ト ラルIMP、 又 は 隣接IMPと の 情報 の 授受

各IMP間 で稼 働 状況 の情 報等 を やbと り しネ ッ トワ・一 ク全 体の 統制 を と って行 く必要 が ある。

⑬ ア カ ウ ンテ ィング

他のHOST等 を利 用 した場 合 の ア カ ウンテ ィン グを どの ス テー ジで 行な うか とい うこ とは今後 の

検 討課題 で あ るが、IMPに もあ る程 度の アカ ウン テ ィ ング機 能 を持 つ必 要 が ある。

⑭ デ ー タの 秘 密保 護

デ ー タの 紛 失 ある いは重 複 な どが な く正 常 に送 受信 され る こ とが 必要 で あ り、 また万 一 そ の よ うな

事 象 が発 生 して も容 易 に回 復措 置 が とれ る よ うシス テ ム的 に配 慮 す る必要 が あ る。

また、 ネ 。 トワー ク はか 剖 開 か れ た もの ぞ あ り、 故 意 の悪 用 あ るいは醗 等 に よる機 密漏 え いが

考 え られ る。 そ の た めの秘 密保 持 対 策 は各 ホス トに もか な りの 負 担 にな るが、 ネ ッ トワー ク として も、

例 え ば、 コネ ク シ ョンに関す るバ リデ ィテ ィチ ェツ ク程 度 は行 な う必要 が ある。

　

IMPの 持 つ べ き機 能 につい て は、 以上 述 べ た他 に マ ク ロ的 に み る と、 ネ ッ トワー ク とIMPを 合

わ せ た信 頼性 の 問題 とか、 ネ ッ トワー ク 自身の効 率 に関 す る問題 、 ネ ッ トワー ク と しての 評 価の 問 題

等IMPそ の もの で'はな ぐネ ッ トワー ク として とらえ てゆか ね ば な らな い問題 が多 く残 され てい る。
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第4章 社 会 に 組 み 込 ま れ るべ き ユ ー テ ィ リテ ィ と して

の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

4,1パ ブ リ ッ ク ・ユ ー テ ィ リ テ ィ 機 能 と し て の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 最初 の発 想 が異 な る コン ピュ ー タ を結 合 す る こ とに よっ て
、 互 い に

そ の利 用価 値 を高 め る こ とか ら始 ま った もの で ある が、 ま す ます 複雑 化 す る社 会の 中 にお い て、 コ ン

ピュー タ相互 を有 機 的 に結 合 して ゆ こ うとす る要 請 は増大 の 一 途 をた どる もの と考え られ る
。

と くに生 活 情報 、 医療 情 報 、 ある いは流 通 情報 な ど国民生 活 と密接 に結び つ いた 情報 の 利 用 もす で

,に具体 的 な テー マ と して検 討 さ'れてお り、 近 い将 来 何 らか の 手 段 で実 現 され なけ れ ば な らない こ とを

考 え る とか な り広範 な分 野 に お い て コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成の 機 運 が醸 成 さ れつ つ ある とい

え よ う。・

す でに 前章 で述 べ た通 り、 コ
,ンピ ュー タ ・・ネ ッ トワー ク は、 利 用 目的 が似 か よった ユー ザ群の 間 で

先 ず構 成 され る。 そ れは 参加 メン バーの 増加 に よ るネ ッ トワー ク規 模の 拡 大 やそ の機 能 の拡 大 によ っ

て 他の ネ ッ トを吸収 した り、 或 いは みず か らが分裂 した り して、 成長 す る。 ある場合 には 他の 機 能か

ら出発 した ネ ッ トワ ー ク と、 何 らかの ノー ドを媒 介 と してつ なが る こ とに よ り、 それ ぞれ を サ ブネ ヅ

トとす る、 トータ ル ・ネ ッ トワーク が生 まれ る。 ま た あ る場 合 に は、1つ の ネ ッ トワー クそ れ み ずか

らが機 能 分 担 す る こ とに よ り、 い くつ かの サ ブ ネ ッ トの 複 合 とな る場 合 も ある。 この 様 相 は、社 会の

中での 人 間 の営 みの反 映 で あ り、 本質 的 にエ コ ロ ジカ ル な もの で ある。

前章 ま で で コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが社 会の 中 に形成 され て行 く過程 を、 過 去 の い くつか の 例

の 中に み たの で あ る がこ こ で は コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク につ い て今 後 問題 とな るで あろ うい ぐつ

か の 問題 につ い て概観 して み る こ とに しよ う。

私 達 の社 会 におい て、 多 くの ネ ッ トワー ク がす で に存在 し、 そ れぞ れ の働 らき を担 って い る。 道 路

網 、 鉄 道網 、 水路網 、 電 話網 、電 力網 、・物流 におけ る配送 網 等 々で あ る。 これ らは、そ の そ れぞ れ の

機 能 に対 す る社 会の要 請 と技術 の 進歩 に よって社 会の 中 に拡 大 し、 構 成 員の 社 会生活 の 中 に定着 し、

そ の 社会 の あ る意味 で の文 化の レベ ル を示 す 指標 とみ な され る。 そ の ネ ッ トワーク が社 会 の構 成 員 の

全 体 に拡 が り、 そ の機 能 が 社 会 生 活 に と って不 可 欠 で あ るが 故 に パ ブ リ ・ク ・ユ ー テ ィリテ ィで あ

る。

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク も、 最初 の単 な る同 様 な研 究 や業 務 を行 う者 の間 での ソフ トウェ アや

ハ ー ドウ ェアの共 用か ら発展 して、 その 機 能や 範 囲 を拡 大 す る につれ て第3章 にみ る ように パ ブ リッ

ク ・ユー テ ィ リテ ィ と しての 性 格 を持 つ 方向 に 進み つ つ ある といえ よ う。

す べ てネ ッ トワー ク には、 ター ミナ ル ・ノー ドとノ ン ・ター ミナ ル ・ノー ドが あ り、 ノ ン ・ター ミ

ナ ル ・ノー ドが ネ ッ トワー ク構 成の た めの技 術 的必 要 性 に よ り存 在 す るの に対 し、 ター ミナ ル ・ノー

ドは何 らか の 形 で 人間 の社 会生 活の 中へ組 み込 まれ、 人 間の 営 み とネ ッ トワー クの働 らき との イ ン タ

ー フ ェー ス と しての 機 能す る
っ

一64一

ρ

ザ

レ



ず

◆

イ パ シーや機密 の 保護 や 資源 悪 用の 防止 の 問題 が あ る。 これ らを社 会の 責任 にお いて制 度 化 し、その

下 で運 用を規制 すべ きだ とい うの で あ る。

これ らの 諸問 題 に対 し、 先 ず ネ ッ トワー ク維持 におげ る商業 主義 は、 ネ ッ トワー クの効 率 を高 やる

上 で必要 で ある といえ よ う。 利 用側 に とっ て対 価 を支 払 って も利 用 しなけ れば な らぬ もの で なけ れ ば、

存 在 す る理 由 が ない し、 また コス ト/パ ー フォ ー マ ンス を無 視 した サー ビス が次 第 に非 能率 な もの、

官 僚 的 なもの に な って行 った例 を い くつ も見 る こ とが で きる。 しか し一 方 で は、'採算 ベー ス に乗 らな

い知 的 所産 もネ ッ トワー ク構 成 上必 要 で ある。 例 え ば デー タベー スの信 頼 性 の 要 素の 一 つ に網羅 性 が

ある。 デ一 夕ベ〒 ス 内の デ ー タの 利 用頻 度 は、データによって異 な り、 極 め て高 い もの か らめ った に呼

び 出 され ない もの も ある。 年 に1回 利 用され る か どうか わか らな い デ ー タの 保 管 の損 益 バ ランス を と

れ ば、 損 益分 岐点 を は るか に下回 っ てい るで あろ う。 しか しユー ザ に とって は、 「その よ うなデ ー タ

で も、 ユー ザ が必要 と した と きに は必 ず利 用可 能 で ある」 とい う信 頼 感 が、 ネ ッ トワー クの 存在 理 由

の 根底 を支え てい るの で あ る。

'
この 問題 の 解 決の道 は単 純 な ものではないのか も しれ ない。 また、 い ぐつか の道 が あ るの か も しれ な

い。 しか し、 ネ ジ トワー ク を構 成 す るた めの諸 技 術(ソ フ トウ ェアの 開発 も含 め て)の 研 究 開発、 ネ

ッ トワークの 中 で共 用され るべ きデ ー タの供 給(す なわ ち収集 、 分 析、 機 械 可読 フ ÷イルの 構成)そ

して社 会の 知 的 資 源の ア ー カィ ヴァル ・フ ァイルの 構 成 と維持 な ど、 ネ ッ トワー ク を支 え る土 台 とな

る仕 事 は、 公 共機 関 がみ つか ら携 わ るか 、公 共 的 な 資金援 助の 下 で行 われ 、 ネ ッ トワークの 維持 は公

正 な 自由競 争原 理 の 下 で 行 われ る べ きだ とす るの も、一 つの考 え 方 であ ろ う。 そ して、そ の公 共 的 な

事業 と、 自由競 争 の公 正 さ につ い てぱ常 に ネ ッ トワー クの 参加 者 に よっ て監 視 され てい るべ きで ある。

す なわ ち、 情報 拠 点 ある い は セ ン'トラル ・ノ ー・:一ド、IMPな どの 中継 ノ ー ドの 働 らき につい ては、1い

つ で もネ ッ トワー ク参 加 者 に よる視 察 が許 され るぺ きで ある。 機密 保 護 や 悪 用防止 につ ㊤て は、 先 ず

技 術 的 に防 ぐ手段 を構 じ、 次 い で参加 者 に よる監視 機 構 を設 け、 最 後 に は社 会の 中の 自浄 力 に よっ て

解 決 す べ き もの で は ない で あろ うか。'

自由競争 の 原理 は公 正 に守 られ ね ぼ な らない。 しか しこれ がす べ て で はな い。 公 共的 な力の介 入 は

不 可避 で ある。 しか しそ れ が 自 由競 争原 理 とど う調 和す ぺ きで あるの か。 シス テ ムの適 正 な稼働 を調

節 す るた あの 、促 進 ・抑 止 の 力 で あ るべ きなの か。 とれ らは、単 に ネ ッ トワー'クの 問題 に止 ま らず、

近 代経 済学 め解 決 す べ き問 題 点 で あ る。 また ネ ッ トワー ク形 成 ・維 持 におけ る コ ンセ ンサス の問題(

プ ロ トコル、 シス テ ム構成 、 デー タ特 性 等 、 ネ ッ トワー クが成 立す るた め に参 加 メ ンバーの 間 で同意

され るべ き諸 問題)、 技 術 や デ ー タめ 悪 用 防止 の問 題 な どは、 また 現代 社 会の 解決 すべ き大 きい問 題

点 で ある。

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 問 題 は、 決 して単 な る技術 問題 で は な い。 これ らの 諸 問題 との 関連

は常 に意 識 され てい なけ れ ば な らな仏。 しか し、 とれ らの問 題の 本 質 的 解 決 にはざ』ま だ多 ぐの年 月 を

要 す る もの で あろ う。'"∵"1'

一65一



で あるが、 オ ン ライ ンで情報 の 処 理 を伴 な う交 流 が、 ネ ッ トワー クを通 して行 われ るに お よん で、 一

挙 に極 め て現実 的 な課 題 とな っ たの で あ る。 そ して、 ネ ッ トワー クを構 成 す る メ ンバー間 で、 従来 も

あ った デ ー タ につ い ては再 編 成 が 、また 新 た な デー タの組 織 化 が、 現 在 行 われ つ つ あ るの で ある。

ネ ッ トワー クを構 成 す る技 術 に つ い て は、 す で に第2章 、 第3章 にお い て種 々の 形 で す で に述 べ た。

文 字 コー ドの レベ ル、 ホ ス トを通 しての 各種 の 端末 の 接続 の レベル、言語 の レベ ル、 プ ロ トコ ルの レ ベ

ル等 々、 各 レベ ルでの標 準 化 、 互換 性 、 両 立性 の 問題 は、 今 まで以 上 に現 実 性 を もつ て来 る で あろ う。

特 にわ が国の コン ピュー タ技 術 が 、米 国の メー カー との 提携 か ら出発 したた め 、 国 内 におけ る標 準 化、

互換 性 に対す る技 術 感 覚 に 鈍 か っ た の が 、 今後 急速 に改 善 され るの で は な いか と思 われ る。 ソフ ト

ウ ェア につい ては、1つ の 面 では 従来 の 解析 数 学 や統 計 を 中心 と した 数 値 計算 か ら、 パ ター ン認識 、

フ ァ イル構造述 と探 索 な ど と共 に、 ネ ッ トワー クの ル ー テ ィング、 資源 の ア ロ ケー シ ・ン等 、 幾 何 学

的 あるいは トポ。ジカルな面 での 計算 機使 用が 前面 に出 て来 る こ とにな る。 これ は新 しい 計算 技術 を生 み

出す 土台 とな るか も しれ ない。 ネ ッ トワー クの 信頼 性 や機 密保 護 な どの ネ ッ トワー クの 土 台 をなす技

術 も、『次第 に確 立 され る で あ ろ うし、 また 端末 の 周辺 におけ る人 間の ビヘ ビ ァや心 理学 的 問題 につ い

ての研 究 も進む で あろ う。 これ らが、 「ネ ッ トワー ク」 を 目の 前にお い た具 体 物 として、 その現 実 的

必 要性 の 下 に、 系統 立 てて、 相互 に関連 を もっ て研究 され、 開発 され る とい うこ とは、 コ ン ピュー タ

技 術 の発 展 に おい て、 重要 な こ とで あ る。

か つ て、特 に 米 国 にお いて 、 政 府 の 支 出 に よる数 多 くの技 術 実 験 が行 われ た。 ア ポ ・計 画 はそ の

最 た る もの で あ り、 コン ピ ュー タの 小型 化 、 高性 能化 もその 恩 恵 を うけ てい る。 その 最 も新 しい もの

で あb、 或 は今 世紀 最 後 の もの とな るか も しれ ない もの がARPANETで あろ う。 これ は、 自然発

生 的 ネ ッ トワー ク形成 の 、観 念 上 の 実 験 で あっ た。 すな わ ち、軍 の 資 金の 下 にお か れた培 養 器の 中 で

'の'
コン ピュ ー タ ・ネ ヅ トワー ク技 術 の 発 芽 実験 で あった。 これ か らは、 実 用 ネ ッ トワー クの た めの、

実 用技 術 が現 実の 試練 の 中 で生 ま れ るの で あろ うが、 「ネ ッ トワー ク」 とい う紐 帯 に より連 携 を もっ

こ とは、 今後 の コ ン ピュー タ技 術 にお い て重要 な意 味 を もつ と考え られ る。

最後 に、人 間の 組 織 化 は、 現 在 の 所 は ま だ顕 在 化 していな い よ うで あ る が、 社 会的 に大 きい影 響 を

.持 つ もの で ある。 その1つ の例 を あげ よ う。 米 国のChemicalAbstractsとBiologyAbst..-

ractsとEngneeringIndexは 、文 献 情報 の 提供 サ ー ビス にお い て長 い歴 史 を もつ もの で あ り、

相 立 に 独 立 に サ ー ピ ス ポ ソ シー を も と、 相互 に マー ケ ッ トを持 ってお り、観 念 的 に は 協 力 の必要

性 を 論 じて はい て も、現 実 の 問.題 と して真 剣 には 考 え て来 なか った。 そ れ らが 、従 来 の 出版物 の 外

に磁気 テ ー プに よ る機 械 可 読形 式 に よ る デー タの頒 布 を始め 、 それ に よる検 索 サー ビスが オ ン ラ イン

・ネ ッ トワー ク を通 して行 な われ る に到 って、 ユ ー ザに とってそ れ ぞれ の デ ー タベー ス間 の デ ー タの

重 複 一 す な わ ち同一 論文 が2つ 以 上 の デー タ ベース に収 録 され てい る こ と一 が問題 とな りは じめ

て、 す な わ ち、 どの デ ー タ ベー ス を呼 び 出 すか にづ い て迷 い が生 ず るの で あ る。 この た め、 この3種

の デ ー タ製 造元 は協 力 して この重 複 の 調 査、 分 析 を行 ない、 その シ ェア につ い て実務 ベー ス での協 議

を開始 したの で ある。
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4.ろ コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 成 立 の た め の 諸 要 因 と 問 題 点

この よ うな事 例 は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが社 会の 中 に定着 して行 く過 程 で数限 りな ぐ、種

々の形 を とって現 われ る で あろ う。 そ れ を通 して、 構 成 メンバ ー間 に 何 らか の 新 しい組 織 化 や、 す

で に存在 す る もの の 再 編成 が行 われ'るの で ある6こ の組 織 化の 現 象 面の 多様 さ を よ く観 察 す る と、 本

質 的問 題 点 は 次の2点 で は ない か と考え られ る。

その1つ は、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい う高 度 に イ ンテ リジェ ン トな シス テ ムが、 人 間の 組

織 を如 何 に写 す か?と い う問 題 で ある。ARPANETは 、IMPを 通 して すべ ての ホス トとTIP

が、 何 らの 階層 構造 を もた ず、 全 く平 等 な資 格 と権利 をもって ネットワーク を 構成 し得 るこ とを技 術的

に証 明 した。 しか し、 まだ い ぐつ かの ネ ッ トワー クは、 セ ン トラル ・コン ピ ュー タ を中心 と し、 階層

型 にサ テ ライ トやiMPを 配 置 す る 方式 の 実際 的 有効 性 を主 張 してい る。 これ らは、 人間 社 会 では 実

験 不 可 能 な 組 織 の 構 造 や ノ ー ドの 性 格 の 相 違 に よる組 織 の 中 で の コ ミュニ ケ ー シ ・ン 効 率 比 較

な どの 問題 点の解明 の た めの モデ ル を提供 す る もの で ある。 そ して、組 織 原理 に対 しコ ミュニ ケー シ

ョ ン面 か らい くつか の示唆 が 与え られ るで あ ろ う。

も う1つ は情 報の 創造 ・利 用 ・伝 達 の活 動vak・け る ネ ッ トワー クの 占め る位 置 が重 要 に なるつ れ て、

ネ ッ トワー クの 構 成、 維持 、 運 営 の 問題 が、 これ らの活 動の 中で 実際 問題 と して大 きい課題 とな って

来 る こ とで あ る。 何 らか の シス テ ムが 実 用段 階k入 っ た とい うこ とは 、少 な ぐ とも 自由主 義 諸 国 にお

い ては 、 コマー シ ャル ・ベー ス で成 立 す る とい うこ とと、 殆 ど同義 で ある。 コ マー ジ ャル ・ベー ス、

或 いは採 算 ベー スの 基礎 とな る コス トには、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クがそ の 上 に乗 っ て成立 す る,

デ ー タ ・コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー クの使 用料 、IMP、 セ ン トラル ・コン ピュー タ、 ター ミ

ナ ルの 設 置 お よび 維持 、 ソ フ トウ ェアの 開発 、 その 、 ライブ ラ リ構成 ・維 持 、 デ ー タの 収集 ・フ ァイ

ル構 成 ・維 持 な どの コス トが算 入 され なげ れ ば な らな い。

しか し一 方今 ま での社 会の 習慣 の 中 では、 知 的 生産 の 相当 部分 は公共 的 事業 で ある とみ なされ て来

た。 米 国 に おい て、私 学 的 研 究 開 発 費 用 の 大 部 分 が 国家 か らの支 出 で あ った。 そ れ に よる成果 は政

府 機関 を通 して一 般 に公 表 され て来 た。 わ が 国 にお い て も、 研究 開発 活 動の 大 きい部 分 が、 国公 立の

大 学 や研 究機 関 に よ って行 わ れ てい る。 この よ うに知 的 生産 活 動の 所 産の 相 当部 分 が公共 的 財 と して

共 用され るこ とを、 当然 の こ とと考え て来 た。

この 方 向 での もう1つ の 問 題 は、わ が 国 も含 め て先 進諸 国 を追 い つ つ社 会 シス テ ムを整備 しよ う とす

る国 々にお いてぱ 、 パ ブ リック ・ユ ー テ ィ リテ ィに対 して、 イニ シ ア ル ・コス トと初 期 の ラ ンニ ン グ

・コス トを 国家 な い し社 会(援 助 国 も含 め て)が 負担 するの が 当 然 とす る考 え 方 が ある こ とで ある
。

み かけ 上、 経 済 大国 にな った わが 国 にお い て、 この 考 え方 は根 づ よ く残 って い る。 しか し、 この こ と

は、 先 進 国 といわれ る国 々にお い て も、 パ ブ リック ・ユー テ ィ リテ ィの ある もの は、 戦 争 とい う国家

目的 や 、 産業 振 興 とい う経 済 目的 な ど によ り、 行政 的援 助 や保護 の 下 に、 急 速 な発 展 を遂 げた歴 史 を

持 ってい る。 ま た、 パブ リック ・ユ ー テ ィ リテ ィで ある だけ で 、 その 料 金体 系 や運 営 方針 や運営 方法 ,

に、 行政 的 介入 が避 け られ ない。

ま た、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 運営 に お い て社 会 が責任 を負 わねば な らぬ もの と して、 ブ ラ
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コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク と他の ネ ッ トワー ク に比 して持 つ特 異 な 点 を あげ る な らば

① ター ミナ ル ・ノー ドと接続 す る人 間 の営 み が、 人 間の 持 つ情 報 を処理 す る働 らきで ある。

② 通 常 の ネ ッ トワー クの 働 らきの 殆 どが、1つ の ター ミナ ル ・ノ ー ドか ら他 の ター ミナ ル ・ノー

ドへ の 流 れ を基 本 と して い るの に対 し、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 場 合、1つ の ター ミナル ・ノ

ー ドを通 して シス テ ム に問 いか け る と、 ネ ッ トワー ク を通 して答 が↓ そ の ター ミナル ・ノー ドに返 っ

て来 る こ とを基本 と してい る。

③ 他の ネ ッ トワー クで は、 ノー ドか らノー ドに移 る際 に、量 的 変化 、 形 態上 の 変化 は うけ て も、

本 質 的 内容 は変 わ る こ とは ない の に対 し、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク にお い て は、そ の 内容 が全 く

変 え られ る。

この 中で②の性 質 は必 ず し もコ ンビ ュ タ ・ネ ッ トワー クの 本質 で は な ぐ、 出発 点 におい て偶 々そ の

よ うに 用い られ た だけ の こ とか も しれ ない。1つ の ター ミナ ル ・ノー ドか ら他の ター ミナル ・ノー ド

へ の デー タの伝 送 や、 計算 結 果 の 通信 の よ うな利 用法 も あり、'ARPANETで は実 際 に 用い られ て

い る。いずれ に して も、こ こに おい て 本 質的 な ことは、一 方の ユーザが{自 分 め 知 っていることを他 に伝送

す るの でな ぐ、 ネ ッ トワー ク に何 らか の仕 事 をさせ て、 この 結果 を伝送 させ てい るこ とで あ り、 一 方

の ター ミナ ルへ の入 力 が 「問 広」 で あ り、 他方 の ター ミナ ルへの 出力 がそ れ に対 す る 「答」 であ る と

い うこ とに は変 りが な いの で あ る。

一 人の ユ ニ ザが
、 ター ミナ ル を通 して利 用 で きる もの は、 そ れ が ハ ー ドウ ェア で あれ 、 ソフ トウ ェ

アで あれ、 デ ー タで あれ、 す べ て人 間 の知 的 所 産 で ある。 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが パ ブ リック

・ユー テ ィ リテ ィで ある とい うこ とは、'一人の ユー ザ に とっ てその 社 会の 公 共的 な知 的 所産 がその 前

に ある ター ミナ ル を通 して利 用可 能 で ある とい うこ と、 す な わ ち、 ユー ザ は ター ミナル を通 して、そ

の コ ミュニ テ ィの 知 的 財 を その ユ ーザの 目的の た め に供 給 し加 工 す る処 理 機 構 ど面 してい るの で あ

る。'tl

タ

b

9

4.2コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワLク に よ る 社 会 に お け る 組 織 化 と 再 編 成

社 会の知 的 財の 供 給 、u処理め 機 構 が機 能 しは じめ る と共 に、3つ の 系 列 での 組 織化 、・再 編 成 が起 る。

1つ は、知 的 財 と しての デ ー タの組 織 化 と再 編 成 で あb、 も う1つ は、 ネ ッ.トワー クを支 え る技 術 の

組 織 化 と再 編成 、再 生産 で あ り、 も う1つ は それ を利 用す る人 間側 系列 の 組織 化 と再 編成 で ある。

知 的財(プ レ ー・ン ウ ェァ)と しての デ ー タは、 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの はるか以 前か ら、

そ の 利 用 目的 、 利 用 手 段 に応 じて組 織 化 され て来 た。 コ ン ピュー タの 登場 と共 に、 情報 の 蓄積 と探 索

の 問題 と して とりあげ られ、 更 に ファ イルの概 念 と して整理 され て きた。 フ ァイル は、対 象の 集 合、

属 性の 集合 、 属性 値 の 集合 、属 性 値 を与 える規 則の 集 合 に よ って定 ま る。 同 じデー タを構 成 メ ンバ ー

に共 用す る ため には、 これ らの要 素 が標 準 化 されね ば な らな い。 この 方 向 で、 学術 的 な数 値 デ ー 久

文 献 デ ー タにつ いて は、 国際 的 な標 準 化 が ユ ネス1、 国際 学 術連 合 協 議 会(ICSU)な どを 舞 台 と

して、検討 され つ つ ある。 経 済 デ ー タに つい て も、.OECDな どが努 力 してい る。 これ らの 努 力 は・

今 まで は学 術 的 情報 の 交 流 とい う、 一般 的、 言 い かえ れ ば理 想 主義 的 な名 目の 下 に行 われ て来 た もの
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あ と が き

コン ピュー タ ・シス テ ム評価委 員 会 に参加 してみ て、私 は今 さ らの よ うに無 限 へ の 探求 の 通 を歩 む

思 い を深 ぐ した。

さ ても 与 え られ たの は コ ンピ ュー タ ・シス テ ムの評 価 とい う命 題 で は あ った が、委 員 会 は まず当 面.

一の 目標 を
、 現在 よ うや ぐそ の 緒 に つい た ば か りでは あ るが、 コ ン ピュー タの高 度利 用の 一 つ の態 様 と

して今 後 重要 な地位 を占めるで あろ う社 会装 置 と しての コ ン ピュー タ ・ネ ッ トウー ク シス テ ム に紋 っ て

調査 をすXめ る こ とに した。

この 前提 に立 っ て委 員た ちは、既 存 の ネ ッ トワー ク につい ての文 献 お よび実 態 調査 に当 る と共 に、

そ れぞ れ の得 意 とす る分野 にお い ての 知 識 ・経験 を披 歴 し合 うこ とか ら活 動 を開始 した。そ して、 これ

らを手 がか りと して討 論 を積 み重 ね て い った。 その 成果 は第2部 お よび 第3部 に集 録 され てい る。

一 年 間 の委 員 会の 討論 を基 盤 とし て書 き下 したの が本報告 書 で ある
。 序論 は北 川 敏 男委 員長 が 自 ら

書か外 第 璋 と第4章 は中井浩氏 第2章 と第3章 は向井保氏高 聴 彦氏 随 当 し頂 いた・ ,

コ ン ピュー タ利 用はす ぐれ て技 術的 で あ る
。 さ らにネ ッ トワー ク につ な がっ て利 用 され るため に は

壮 大 な ア ー キテ ク チ ュァー を必要 とす る。 とこ ろがそ こ には流通 す る デ ー タ どか情 報 と呼 ばれ る もの

は、 極 め て エ コ ロ ジカルな もの で ある。

私 た ちは コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム を単 な る技術 問 題 とは考 え なか った。 基礎 理論 に

さかの ぼ っ て考 え る こ とを試 み た。 報 告書 にみ られ るように、北 川委 員長 は"デ ー タ ・エ コ ロ ジー"と

い う表 現 を、 中井 氏 は"情 報 の創 造"と い う言 葉 を利 用さ れ てい るが、 こ うした観 念 に 立 ち帰 る こ'と

が、 現 実 に利 用価 値 の 高 い コ ン ピュー タ ・シス テムの 建設 につ な がる こ とを調 査過 程 にお い て気 づ ら

たo

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とい う人工 装置 は、 す でに実験 シス テ ム ある い は商 用 シス テ ム と して

利 用 され始 め てい る。 この既 存 シス テ ムの 評 価 は第2章 、 第3章 で行 われ た。tt

コン ピュー タ利 用は、 近 い将来 にネ ッ トワー ク に結 ばれ た ユー テ ィ リテ ィ と して社 会 に組 み込 ま れ

る こと に なろ う。 この場 合 水道 や 電力 の コ・一 テ ィ リテ ィよb、 さ らに強 力 な もの で あ る こ とは疑 をは1

さま ない。 そ れ だけ に魔 女狩 り に利 用 され、 人間 社 会 を住 みづ らぐす る もの にな りか ね ない。 技 術 問

題 とは別 の 社 会問題 の 生 じる こ とを あ らか じめ考 え て おかね ば な らない。

ARPAな どにみ られ る よ うに、 コ ン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワーク ・シス プ ムは社会 の 中 にす で に芽 を 出

して い る。 社 会 に とっ て実の り多 いユ ー テ ィ リテ ィに 成長 させ るた め に私 た ちは理 論 的 な、 技 術的 な、

ま た社 会的 な観 点 を含 め て調査 を始 め た わけ で ある。 私 た ちの 調査 もまた芽 を 出 した に す ぎない
。 そ

の 成 果 を実の らせ るた め に、 次年 度 も さ らに調査 を続 け た い もの と考え てい る。
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